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大豆
（トヨホマレ）

大豆
（エンレイ）

いんげんまめ
（つる有大福）

いんげんまめ
（大白花）

そらまめ
（天草小粒）

ヒエ
（２E－03）

ハトムギ
（岡山在来）

ゴマ
（黒ごま）

ヒマワリ
（ノースクイン）

馬鈴しょ
（男爵薯）

馬鈴しょ
（シャドークイーン）

さつまいも
（ベニアズマ）

こんにゃく さとうきびこんにゃく
＜生子（きご）＞

馬鈴しょ
（キタアカリ）

馬鈴しょ
（さやあかね）

馬鈴しょ
（はるか）

馬鈴しょ
（メークイン）

馬鈴しょ
（ノーザンルビー）

ゴマ
（白ごま）

ゴマ
（金ごま）

ゴマ
（茶ごま）

ナタネ
（農林８号）

エゴマ
（ジュウネ）

エゴマ
（大野在来）

エゴマ
（新郷在来）

シコクビエ
（白峰）

シコクビエ
（秋山 77－６）

シコクビエ
（祖谷在来）

ソバ
（鹿屋ゾバ）

ソバ
（階上早生）

ソバ
（岩手本場）

ハトムギ
（中里在来）

ハトムギ
（黒石在来）

シカクマメ
（ウリズン）

シカクマメ
（石垣在来）

アワ
（南小日紅穀）

アワ
（粟信濃１号）

アワ
（入間在来）

キビ
（黍信濃１号）

キビ
（河内系２号）

ヒエ
（２B－03）

えんどう
（白エンドウ）

えんどう
（豊寿大莢）

えんどう
（東北１号）

落花生
（千葉小粒）

落花生
（金時）

落花生
（千葉半立ち）

そらまめ
（早生蚕豆）

そらまめ
（河内一寸）

いんげんまめ
（つる有大虎）

いんげんまめ
（福虎豆）

いんげんまめ
（長鶉）

いんげんまめ
（大丸鶉）

いんげんまめ
（つる有穂高）

いんげんまめ
（大正金時）

いんげんまめ
（つる無白黒）

いんげんまめ
（つる有黒衣笠）

大豆
（青端豆）

大豆
（納豆小粒）

あずき
（アカネダイナゴン）

あずき
（エリモショウズ）

いんげんまめ
（白金時）

あずき
（ホッカイシロジョウズ）

大豆
（ユキホマレ）

大豆
（新丹波黒）

大豆
（中生光黒）

大豆
（トヨコマチ）

表紙の特産農作物名（品種名）

（写真・資料提供）
（独）農業生物資源研究所・（独）種苗管理センター・群馬県農業技術センター
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4,400
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（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究センターの組織
（６ページ参照）

薬用植物資源研究センターで編集した
「INDEX SEMINUM」の冊子

（15ページ参照）

薬用植物資源保存棟種子貯蔵庫に保存され
た種子 （22ページ参照）

インドジャボク（左：花、中央：実、右：根）
（19ページ参照）

シャクヤク薬用品種「北宰相」
（25ページ参照）

シャクヤクの選拔対象とした53系統の株分け４年目株
（26ページ参照）

ウラルカンゾウの形態について
（28ページ参照）

種子島在来のモモ（上段左：花、上段右：果実、下段
左：果実、核、種子（トウニン）、下段右：果実断面）

（19ページ参照）
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麻黄の栽培（寧夏自治区）（53ページ参照） スペインカンゾウ栽培圃場の写真（栽培２年目）（51ページ参照）

ウラルカンゾウの塩化ビニール製パ
イプによる筒栽培 （48ページ参照）

収穫したシコン（筒栽培１年栽培品）
（45ページ参照）

ムラサキの筒栽培（44ページ参照）

ウラルカンゾウ選抜サブクローン（Gu2-3-2）の水耕栽培
（39ページ参照）

3  cm

水耕栽培セリバオウレン
（約１年間）（40ページ参照）

ゴボウ収穫機によるオウギの収穫
（33ページ参照）
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センキュウ収穫へのビートハーベスターの適用
（60ページ参照）

ビャクジュツの市場流通品（66ページ参照）

エゾウコギとシゴカ（枠内）（71ページ参照）

(1)

(2)

(3) (4)

(6)

(7)

(5)

葛根湯構成生薬
カッコン(1)、カンゾウ(2)、ケイヒ(3)、シャクヤク(4)、ショウキョ
ウ(5)、タイソウ(6)、マオウ(7).(五十音順) (80ページ参照） 薬用植物総合情報データベースホームページ（87ページ参照）

育苗中のトウキ苗（112ページ参照）

センキュウの生育盛期（８月～９月）（60ページ参照）
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トウキの栽培試験（131ページ参照）

夏期乾燥時でも生育旺盛
（134ページ参照）

トウキの畝中央の点滴潅水チューブ
（134ページ参照）

トウキの明日香村でのベッド育苗（139ページ参照）トウキの加温ハウスでの育苗（139ページ参照）

カンゾウの振動掘取り機での収穫の様子(収穫研修 合志市)
(120ページ参照）

薬用作物種苗増殖ほ場の様子（123ページ参照）

シャクヤクの掘り取り（131ページ参照）
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今後の日本における薬用植物の
国内栽培化に関する展望

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター 川原 信夫

2010年10月、生物多様性条約第10回締約国

会議（COP10）が名古屋で開催され、生物資

源を巡る利益配分に関する議論が大きな話題

を呼び、さらには生薬が第二のレアアースと

なる可能性も示唆され、国内栽培化の推進並

びに生薬の安定供給の重要性が再認識されて

いる。また、生薬は天然物であり、栽培環境

や調製法の違いにより、有効成分含有量等、

品質が左右される。従って、高品質生薬の安

定供給には栽培、修治、調製等の各分野で、

生薬及びその基原植物の基礎データに基づい

た品質管理が求められる。

さらに一昨年の東日本大震災における深刻

な放射能汚染問題では、漢方生薬製剤業界へ

の影響として、日本漢方生薬製剤協会（以下、

日漢協）の調査により、一部の生薬において

放射性セシウム等が検出された旨、報告がな

されている。これを受け、平成23年10月14日

付けで厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬

対策課長より「放射性物質に係わる漢方処方

製剤の取扱について」が通知された。本通知

では、医薬品の品質及び安全性を確保する観

点から、東日本地域１都16県において東日本

大震災以降に産出された生薬が出荷されてい

ないことの確認及び万一出荷された場合には

自主的な回収を行う等が記載された内容と

なっている。さらに平成23年12月13日付けで

同省同課長より「漢方生薬製剤原料生薬の放

射性物質の検査に係る適切な方法について」

が通知されるとともに、生薬等の放射性物質

測定ガイドラインが策定され、現在も本ガイ

ドラインに基づき生薬の放射性物質がモニ

ターされている。

一方、日漢協では、平成20年度における医

薬品原料として使用された原料生薬の使用量

調査を行い、その調査結果より我が国の生薬

自給率は約12％であることを明らかにしてい

る。しかし、一昨年の震災以降、放射性物質

の問題から東日本地域を中心に生薬の国内生

産量が減少していることが推察され、生薬自

給率はさらに低下しているものと考えられ

る。

また最近、我が国の原料生薬の最大供給国

である中国では、国内における中医薬使用量

の増加、栽培従事者の減少等から原料生薬の

高騰がすさまじい勢いで進行しており、その

価格が数年前の数倍以上になっている生薬も

少なくない。
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このような現状から、今後の日本における

原料生薬の安定的確保のためには、薬用植物

の国内栽培化の推進が必須である。具体的な

対応策として以下の方法が考えられる。すな

わち１）日本国内で栽培可能な優良種苗の選

抜、保存並びに増殖法の検討、２）優良新品

種の育成、３）大規模機械化栽培法等、新規

生産栽培法の開発、４）植物工場における養

液栽培等、閉鎖系施設による新規栽培法の構

築及び５）データベース化によるこれら情報

の集積と発信並びに生産者への栽培技術指導

等である。特に閉鎖系施設による養液栽培シ

ステムは、施設の建設及び維持管理等、栽培

に関わるコスト高の問題並びに生産された生

薬の市場品との比較検討の必要性等、解決す

べき課題はあるものの、放射能汚染や重金属

汚染の影響を受けず、また農薬も必要とせず、

短期間で品質の安定した生薬生産が可能とな

る安心安全かつ効率的な新しい栽培法として

大きな期待が寄せられている。

また、これらの対応策を速やかにかつ効率

的に遂行していくためには産官学の協力体制

の構築が重要である。特に行政側では、休耕

地の有効活用、生産者への栽培技術指導並び

に農業機器その他必要資材の支援、農薬使用

基準の改定、薬価の改定等、省庁、都道府県、

市町村の枠に囚われない横断的政策の策定が

望まれる。また漢方生薬製剤関連業界では、

大学や各種研究機関と技術的な分野において

密接な連携を保ちながら国内生産拡大の担い

手として、積極的に薬用植物の栽培委託を働

きかけるとともに、収穫物の選別、調製施設

の設置及びその運営を通じて栽培地域の雇用

拡大に努めることを願ってやまない。

現在、上記対応策の一環として、厚生労働

省医政局経済課、農林水産省生産局農産部地

域作物課及び日漢協が中心となり、日本各地

における生産者への説明会である「薬用作物

ブロック会議」が企画された。本会議は、行

政側と業界側が協力体制を構築し、国内にお

ける薬用植物栽培振興への具体的な出口を示

す初めての取り組みであり、近日中に各地域

において順次開催される運びであり、今後の

展開が期待される。

このように国内における薬用植物栽培が再

び注目を集めつつある現在、「特産種苗」の特

集号として薬用植物が取り上げられたこと

は、まさに時機を得た企画であり、薬用植物

に携わる研究者の一人として感謝申し上げる

次第である。

本特集号では薬用植物に関して、１）薬用

植物をめぐる動き、２）技術開発、３）情報

発信及び国際化対応、４）地域における特徴

的な取り組みの各観点からそれぞれの分野で

活躍されている専門家の方々に最先端の研

究、事業内容について寄稿していただいた。

この場をお借りして深く御礼申し上げるとと

もに、今回の特集号から得られる情報が今後

の国内における薬用植物栽培振興に少しでも

役立つことができれば、本特集の編者として

最大の喜びである。
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特集 薬用植物をめぐる動き

薬用作物を巡る最近の状況

農林水産省生産局農産部地域作物課 課長補佐（地域作物第３班担当） 長友 秀昌

１ はじめに
近年、我が国の伝統医療である漢方薬を含む漢

方製剤（※１）は、健康に対する意識の高まりを
背景に国民の関心が高まっており、また、漢方治
療の科学的根拠（エビデンス）の解明を背景とし
て、医療現場においてもそのニーズが高まってき
ている。

漢方製剤に必要不可欠な生薬（※２）は、８割
以上を中国からの輸入に依存しているが、中国国
内での需要の拡大、乱獲により自生の薬用作物の
減少、環境保全等を目的としたカンゾウ等の一部
の薬用作物への採取規制や輸出規制などから、生
薬の安定的な調達が難しい状況になりつつある。
このため、漢方薬メーカーをはじめとする実需者
からは、生薬の原料となる薬用作物の国内での安
定的な確保を望む声が高まってきている。他方、
後継者不足や耕作放棄地に悩む生産者サイドから
は、新たな地域特産作物として一定のニーズが期
待できる薬用作物への関心が高まってきていると
ころである。

本稿では、ここ最近注目を浴びるようになった
薬用作物の需要動向、生産状況、産地化に向けて
の支援策等を中心に説明させていただく。
※１：「漢方製剤」とは、漢方処方に基づき、生薬を切断・

破砕し、抽出、個液分離、濃縮、乾燥等を行うことに
より製造した漢方エキス剤（散、顆粒、錠剤）等

※２：「生薬」とは、動植物の部分・細胞内容物・分泌物・
抽出物あるいは鉱物で、漢方製剤の原料とするあるい
はそのまま治療に用いるもの。

２ 需要の動向
漢方製剤の市場規模は、前述したような社会情

勢を背景として増加傾向で推移しており、その生
産金額は1,422億円（平成23年）と平成18年に比べ
22％増加している。なお、生産数量は薬価（※３）
が引き下げられていることなどを考慮すると金額
ベース以上に増加しているものと考えられる（表
１）。

次に、その原料となる生薬の需要量は、日本漢
方生薬製剤協会が会員企業74社を対象に行った調
査によると、当該年度における年間使用量は約20,
000トンで、このうち、中国からの輸入が約16,800
トン（83％）、国産は約2,500トン（12％）という
結果となっている（図１）。

また、当該年度に使用実績のあった生薬の品目
数は248品目で、その調達先別にみると、日本のみ
から調達しているものが22品目、日本と中国から
調達しているものが43品目、日本と中国以外の国
から調達しているものが５品目、日本、中国及び
中国以外の国から調達しているものは19品目であ
り、日本から調達している品目数の合計は89品目
となっている。
※３：薬価とは、医師が処方する薬の費用を計算する基

準となる、国が決めた医薬品の公定価格のこと。原則
として２年に一度改定される。漢方製剤の薬価は平成
８年を100とすると、平成24年は64.3％と16年間で36％
減少している。
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表１ 漢方製剤等の生産金額の推移
（単位：億円）

平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年

生産金額 1,169 1,228 1,270 1,385 1,366 1,422

資料：厚生労働省「薬事工業生産動態統計調査」



３ 国内生産の状況
（公財）日本特産農産物協会が取りまとめた「薬

用作物（生薬）に関する資料」によれば、専ら医
薬品（生薬）に用いられる27種類の薬用作物の生
産量は、年次ごとの増減はあるものの増加傾向で
推移している。他方、栽培農家戸数は、生産者の
高齢化等もあり減少傾向で推移していたが、近年
下げ止まりの傾向となっている（図２）。

４ 産地化に向けて
（１）国内産地の特徴

薬用作物については、他の農作物のように一般
的な取引市場が存在せず、漢方薬メーカー等の実
需者との契約栽培により生産されるという特徴が
ある。そのため、生産開始に当たっては、まず利
用先である漢方薬メーカー等の実需者との契約栽
培を行うことが必要である。しかしながら、生産
者サイドでは、「薬用作物を栽培したくても誰が
買ってくれるのか」、「どのぐらいの価格で売れる
のか」などの不安な点があり、栽培着手に躊躇し
てしまう状況がある一方で、漢方薬メーカーサイ
ドにおいても「誰が栽培してくれるのか」、「安定
供給は可能なのか」などの不安を抱えている。こ
のことが、我が国において薬用作物の生産が拡大
しない要因の一つとなっている。また、実需者と
の取引に当たっては、生薬の規格を定めた「日本
薬局方」（※４）に定められた品質規格をクリアす
ることが求められる。

この他、薬用作物はその種類が多岐にわたって
おり、収穫までに複数年を要する品目も多く、ま
た、使用できる農薬の種類や専用の農業用機械も

少なく、栽培に当たっては多くの労働時間を要す
る作物といえる。

このように、薬用作物は、栽培技術が未確立で
あるとともに品質規格をクリアしないと購入され
ないなどの不確定要素があるとともに、農薬や収
穫機などの専用機械が少なく生産コストや労働時
間もかかるといった様々な課題がある。しかしな
がら、薬用作物は契約栽培により生産されること
から、契約する品目によっては、契約先から種子・
種苗の提供、栽培技術の支援を受けることが可能
であるとともに、契約によって事前に取引価格が
決まることから「粗収益」が前もって計算できる
作物でもある。

このため、新たに薬用作物の栽培に取り組まれ
る産地にあっては、生産コスト等を十分に分析さ
れた上で、自らの経営における位置付けを考える
必要がある。
注４：日本薬局方とは、市場に流通している医薬品のう

ち、すでに長い間使用され、汎用されている医薬品の
うちから品目を選んで国がその品質規格を定めている

「公定の規格書」である。

（２）産地化への支援
ア 栽培契約締結の円滑化
農林水産省では、薬用作物のめぐる情勢・課題

について漢方・生薬関係団体、生産者団体、主産
県等が認識と共有できるよう、厚生労働省と連携
し、「薬用作物に関する情報交換会」を開催（計３
回）するとともに、これを受けて、今後、両省の
共催で全国各地で説明会を開催し、産地を志向す
る地域と実需者との情報の共有・交換を進めてい
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図１．漢方製剤等の原料使用量と生産国（平成20年度） 資料:(公財）日本特産農産物協会調べ
図２．薬用作物（生薬）の国内生産状況



るところである。

イ 産地化への支援策
薬用作物の産地化に向けては、地域の気象・土

壌条件等に応じた栽培技術の確立、機械化の促進
等を行い、栽培技術の安定を図ることが必要であ
る。農林水産省では、生産上の課題を解決しつつ、
産地を促進する観点から、①地域ごとの気象条
件・土壌条件等に適した品種の選定や栽培マニュ
アルの作成、②安定した生産に資する栽培技術確
立のための実証ほ場の設置、③低コスト生産体制
の確立に向けた農業機械の改良、④耕作放棄地、
不作付地を活用する場合の土づくり等の取組等を
支援していくこととしている。特に、平成25年度
予算においては薬用作物が抱える全国共通の課題
解決に向けた農業用機械の改良等を支援している
ところである。

薬用作物の産地化に積極的に取り組もうとする
産地にあっては、このような支援策の活用を検討
していただければ幸いである。

５ おわりに
薬用作物の生産、国内での産地化に当たっては、

様々な課題があるが、薬用作物の需要の拡大が見
込まれる中、近年、これまで我が国で生産のなかっ
たカンゾウの産地化への取り組みが出てくるな
ど、漢方薬メーカー等と契約し、薬用作物への栽
培に着手する産地も増えてきている。

薬用作物は品質や価格面の条件が合えば、中山
間地域等おいて有望な作物であり、今後ともこの
ような取組が全国各地で誕生し、国内の産地が定
着することを期待している。

（参考文献）
１）農林水産省資料：「薬用作物（生薬）をめぐる事情」
（平成25年５月）

２）日本漢方生薬製剤協会資料：「原料生薬使用量等調査
報告書〔平成20年度の使用量〕」

３）公益財団法人日本特産農産物協会資料：「薬用作物（生
薬）に関する資料」
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薬用作物に活用できる支援制度
（25年度予算）１ 産地化への支援

○ 薬用作物の栽培技術の実証、生産技術力の強化に必要な農業用機械リースに対する支援
・産地活性化総合対策事業 23億円
うち 産地収益力向上支援事業
うち 地域特産作物需要拡大技術確立推進事業
うち 農畜産業機械等リース支援事業

○ 水田における生産振興のための支援
・水田活用の直接支払交付金のうち産地資金 539億円
（地域で支援作物・単価を設定）
２ 加工及び流通の高度化
○ 薬用作物の加工・乾燥調製等に必要な共同利用施設の整備等に対する支援
・強い農業づくり交付金 244億円
・農山漁村活性化プロジェクト支援交付金 62億円

○ 薬用作物を活用した６次産業化・成長産業化の実現に対する支援
・６次産業化支援対策 36億円
・農林漁業成長産業化ファンドの本格始動 350億円

（財投資金）
３ 耕作放棄地対策
○ 荒廃した耕作放棄地を再生利用するための雑草・雑木除去や土づくり等の取組への支援
・耕作放棄地再生利用緊急対策交付金 45億円

（所要額）



特集 薬用植物をめぐる動き

（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究センターの取り組み
―薬用植物の国内栽培振興及び資源確保を目指して―

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター 川原 信夫

１．はじめに
近年、世界的に漢方薬や生薬への関心が高まる

中、生薬の安全性確保、有効利用に関して、生薬
の正しい認識と理解の普及が課題となっている。
また、生薬は天然物であり、栽培環境や調製法の
違いにより、有効成分含有量等、品質が左右され
る。従って、高品質生薬の安定供給には栽培、修
治、調製等の各分野で、生薬及びその基原植物の
基礎データに基づいた品質管理が求められる。生
薬類の品質、規格に関しては2011年に第16改正日
本薬局方（以下、JP16）が施行され、生薬関連分
野では11種の漢方処方エキスが新規収載される
等、大きな改正が行われた。日本薬局方生薬等委
員会では引き続き JP16第一追補（2012年10月施
行）を通じて新規収載品目の選定、各種試験法の
検討、規格値の設定等について検討を行い、2014
年４月には JP16第二追補が施行される予定であ
る。筆者が所属する（独）医薬基盤研究所薬用植
物資源研究センター（以下、センター）では現在、

薬用植物の国内栽培振興を目指し、厚生労働科学
研究費の支援を基に薬用植物資源の新品種育成、
系統選抜及び大規模機械化栽培による低コスト栽
培法の開発並びに薬用植物総合情報データベース
の構築を行っている。

本稿では、センターの薬用植物資源に関する近
年の取り組み及び当センターが構築した薬用植物
総合情報データベースについて紹介する。

２．（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究セン
ターにおける薬用植物資源への取り組みにつ
いて

センターは、2005年４月に国立医薬品食品衛生
研究所薬用植物栽培試験場から組織変更され、

（独）医薬基盤研究所の生物資源部門として新し
いスタートを切った。センターは、日本で唯一の
薬用植物等の総合研究センターであり、薬用植物
リファレンスセンターとしての機能を果たすこと
を目的としている。以下に示す第１期中期目標

（2005年～2010年）に従い、薬
用植物等に関する情報を整備
するとともに、薬用植物資源
提供体制整備の構築を行っ
た。
第１期中期目標
ア）薬用植物等の積極的な収
集、保存、確実な情報整備及
び行政的要請への正確な対応
を行う。
イ）薬用植物等の保存、増殖、
栽培、育種に必要な技術並び
に化学的、生物学的評価に関
する研究開発を行う。

また、有用性の高い新品種
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の育成及び薬用植物栽培の低コスト化に関する研
究、薬用植物等に含まれる生物活性物質の探索と
その生合成に関与する遺伝子の解明を行った。以
下にその成果を記載する。
１）薬用植物等の収集、保存、情報整備及び行政
的要請への対応に関する成果

（１）薬用植物資源の収集・維持管理に関する業績
センターでは約4,000系統の植物を栽培・維持

すると共に、種子交換、保存用種子の採取・収集
を行い、５年間の総計は2,545点となった。

（２）ソロモン諸島有用植物調査の成果
平成20年度より高知県立牧野植物園が中心と

なって開始された文部科学研究事業「ソロモン諸
島における有用植物、特に薬用植物の資源探査と
天然物化学的研究」の分担研究機関として、ソロ
モン諸島の植物調査を行い、現在までにさく葉標
本6,412点、化学分析用サンプル386点、生植物標
本262点及び種子標本59点を収集し、維持・管理し
ている。

（３）薬用植物資源の提供及び行政支援対応に関
する実績

種子交換目録（Index Seminum 2005-2013）を
年度毎に作成し、平成24年度は396機関（62カ国）
に送付した。同年度の種子交換目録に基づく種子
の請求数に対し、1,587点（100機関）の種子を送
付した。また、種子交換以外での薬用植物資源提
供実績としては、大学及び公的研究機関等に対し、
平成24年度は、種子56点、植物体751点、生薬

1,072点、さく葉標本56点、分
析用サンプル769点及び化合
物４点を供給した。さらに

「麻薬関連植物に関する講習
会」を毎年開催し、平成24年
度は、155名の参加者を受け
入れている。

（４）薬用植物栽培・品質評価
指針の作成

イカリソウ、エンゴサク、
カキドウシ、クソニンジン及
びトウガンの５品目につい
て、「薬用植物 栽培と品質
評価」Part 12の原稿を作成

した。
（５）薬用植物データベースの構築

薬用植物資源の高度利用化を目的として、セン
ター保有の重要薬用植物等100種について、その
特性、成分、生物活性等の情報をデータベース化
し、平成22年３月末よりセンター HP 上に公開し
た。
２）薬用植物等の保存、増殖、栽培、育種に必要
な技術並びに化学的、生物学的評価に関する
研究開発の成果

（１）薬用植物資源の新品種育成に関する研究
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北海道研究部において育成されたハトムギ（生
薬ヨクイニンの基原植物）新品種「北のはと」は
平成19年３月に品種登録され、平成20年には商業
生産が開始された。現在北海道において約18ha
の面積で生産栽培されている。また、筑波研究部
で育成された温暖地向けハトムギ新品種の「はと
ろまん」は、平成25年３月に種苗登録された。さ
らに北海道研究部において育成されたシャクヤク
新品種の「べにしずか」は、収量及び各種成分含
量のバランスが良好で、根が白く開花率が極めて
低い省力型のユニークな品種であり、現在品種登
録出願中である。

（２）薬用植物資源の系統選抜及び大規模機械化
栽培による薬用植物の低コスト栽培法の確
立に関する研究

薬用植物等の種々の増殖法に関する検討及び野
生あるいは海外産薬用植物の国内栽培化を目的と
して、重要生薬カンゾウの高グリチルリチン酸含
有系統の育成を行い、日本薬局方の規格値（2.5％）
を超える高収量系統２種と WHO の規格値

（4.0％）をも超える高グリチルリチン酸含量系統
７種の選抜に成功した。本成果は現在、特許出願
中である。

（３）薬用植物資源の種子及び培養物等の長期保
存条件の検討に関する研究

発芽抑制物質の影響で時間の経過とともに発芽
率が低下するトウキ種子について、洗浄処理の有

用性を検討した。また、植物
組織培養物の超低温保存に関
する研究では、継代維持中の
薬用植物カルスを材料に組
織・細胞の構造を氷の結晶で
破壊すること無く、超低温下
で保存する方法（ガラス化法）
による保存条件を検討した。
この結果、セリバオウレン形
質転換カルス、セリバオウレ
ン非形質転換カルス、オウレ
ン属植物カルス、オニゲシカ
ルス及びケシーオニゲシ種間
雑種植物カルスにおいて、高
頻度の再生に成功した。

（４）薬用植物資源の養液栽培並びに遺伝子導入
技術に関する研究

カンゾウの養液栽培において、約400日間の栽
培期間で日本薬局方規定値を満たす系統の作出に
成功した。また、シロイヌナズナ由来転写因子に
よるセリバオウレン及びベラドンナの形質改変を
行い、単位容積あたりのアルカロイドの生産効率
の向上に成功した。さらに、減圧・エレクトロポ
レーションを用いた遺伝子導入法により、世界に
先駆けてハトムギへの遺伝子導入に成功した。

（５）薬用植物資源の各種活性スクリーニングに
関する研究

薬用植物エキスの熱帯感染症に対するスクリー
ニングを継続的に行い、５年間の総計は343種と
なった。スクリーニング対象薬用植物エキスは、
主としてペルー、ミャンマー、ソロモン、UAE の
薬用植物であり、特にペルー産薬用植物からは数
種の新規化合物を含む種々の活性化合物を単離、
構造決定している。また、メタボリックシンド
ロームの予防・改善に関連した生物活性物質の探
索も開始し、数種の活性化合物を得ることに成功
した。
３）第２期中期目標及びその研究内容について

センターでは第２期中期目標を以下のように設
定し、2010年４月から新たな５カ年計画による研
究業務を開始した。
第２期中期目標
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ア）薬用植物等の重点的保存、資源化、戦略的確
保及び情報集積、発信に関する基盤的研究を行う。

本研究では、国内外の薬用植物について、優良
生薬の安定供給を図るため、栽培及び調製加工技
術の研究、開発並びに薬用植物栽培指針を作成す
る。また、新たな創薬シーズとして、国内外の薬
用植物資源及び未利用植物資源を積極的に導入、
育成保存し、新規用途の開発を行うと同時に薬用
植物資源の遺伝的多様性維持及び重要系統の優先
的保存並びに供給体制の整備を行なうとともに、
それらの情報を集積、発信する。さらに新しい薬
用植物品種を育成し、国内普及を図るとともに、
新規品種識別法及び品質評価法に関する研究、開
発を行っている。
イ）薬用植物資源のより高度な活用に資するため、
薬用植物ファクトリー及び薬用植物 EST ライブ
ラリーに関する応用研究を行う。

本研究では植物組織培養技術を駆使し、人工環
境制御下（薬用植物ファクトリー）での生産に適
した高品質・高生産性の薬用植物品種の育成を行
うとともに、得られた苗を用い、それぞれの薬用
植物品種に適した閉鎖系植物生産システムの構築
を目指す。さらに重要度の高い薬用植物の EST

（Expressed Sequence Tag）ライブラリー構築及
び EST 情報の活用に関する研究を行うと同時に
発現遺伝子群の情報を基盤とした生薬・薬用植物
の品質管理に利用可能な分子マーカーの開発等の

発展的研究を行っている。

３．薬用植物総合情報データベースの構築
平成22年度から厚生労働科学研究事業「漢方薬

に使用される薬用植物の総合情報データベース構
築のための基盤整備に関する研究」が開始された。
本研究事業では、１）行政支援の観点から漢方薬
の品質、有効性及び安全性確保と局方収載生薬の
有効活用、効率的増殖法の確立による薬用植物国
内栽培振興への貢献、２）生物資源研究支援の観
点から漢方製剤原料となる貴重な遺伝資源の確
保、維持及び生物資源を基盤とする研究活動、産
業振興への寄与を二大到達目標として、センター
における第１期中期計画の成果として公開されて
いる薬用植物データベース（http://wwwts9.ni-
bio.go.jp/mpdb.html）を基盤として、１）成分
分析データ情報（TLC 写真、HPLC チャート及び
主要成分 NMR データ等）、２）官能データ情報

（味、色）、３）内部形態及びさく葉標本情報、４）
資源管理情報、５）遺伝子の鑑別部位及び基原鑑
別に関する情報、６）植物組織培養物及び効率的
増殖法に関する情報、７）植物体栽培及び植物の
効率的生産法に関する情報、８）生物活性及び副
作用情報、９）漢方処方関連情報等、生データを
含む各種情報を集積した日本で初めての薬用植物
に関する総合情報データベースの構築を進めてい
る。

現在までの研究において、
現行のデータベース収載情報
の総合情報データベースへの
移行が完了するとともに、成
分分析データ情報及び日本薬
局方情報について重点的に
データベース構築、データ登
録を行い、総合情報データ
ベースの骨格構築が完了し
た。また、優先収載候補生薬
20品目（オウゴン、カンゾウ、
ショウキョウ、ソウジュツ、
ニンジン、オウレン、ケイヒ、
ゴシツ、サイコ、サンシシ、
ジオウ、シャクヤク、シャゼ
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ンシ、センキュウ、ソヨウ、ダイオウ、トウキ、
ビャクジュツ、ブクリョウ、マオウ）について
LC-MS 情報、TLC 写真、官能データ情報、内部
及び外部形態情報、資源管理情報、遺伝子鑑別情
報、植物組織培養物情報、植物体栽培情報、生物
活性及び副作用情報並びに漢方処方関連情報等の
集積を行い、総合データベースパイロット版の運
用並びに評価を開始した。これら情報は英語によ
る閲覧・検索にも対応している。さらに種子交換
用情報管理システム、モデル試料管理システムの
構築も完了し、内部情報管理の運用を開始した。
現在、収集を完了した次候補生薬25種（ボタンピ、
トウニン、オウギ、サイシン、ハンゲ、タクシャ、
バクモンドウ、チョウトウコウ、ゴシュユ、キョ
ウニン、カッコン、チンピ、モクツウ、キキョウ、
ボウフウ、サンシュユ、オンジ、チモ、タイソウ、
ゴミシ、サンヤク、ボウイ、サンショウ、オウバ
ク、コウボク）の各種試験用エキスを作成すると
ともに、各種データ情報の収集を行っている。

一方、国内生薬関連団体のご協力により収集さ
れた国内市場流通生薬である「モデル試料」は、
平成24年３月末現在、45品目751種類の生薬が収
集されている。本研究では、各種「モデル試料」
について同一条件で熱水抽出エキスを作成し、
LC/MS データの多変量解析による産地・加工調
製法・基原のバラエティ比較を行い、品質評価の
指標成分となるマーカー化合物の探索を行った。
この結果、オウゴン及びサンシシ等においてマー
カー化合物の存在を明らかにした。さらにショウ
キョウについては、NO 産生抑制活性データと
LC/MS データをもとに多変量解析を行った結
果、[6]-gingerol が NO 産生抑制活性化合物とし
て見出された。以上のように本研究では、データ
ベース構築と同時に研究面においても新たな知見
が得られており、これらの成果についても順次
データベース上で情報公開を行いたいと考えてい
る。

本年４月にはデータベース研究班第２期目とな
る「薬用植物栽培並びに関連産業振興を指向した
薬用植物総合情報データベースの拡充と情報整備
に関する研究」が採択され、研究がスタートした。

本研究では、データ未収集の生薬について、デー
タ収集及び入力を継続し、総合情報データベース
として情報量の充実を図ると共に、１）レッドデー
タブック薬用植物版の作成「絶滅危惧薬用植物情
報」を構築、２）ポストゲノム、ポストモデル植
物時代への対応－薬用植物の網羅的遺伝子情報解
析基盤の整備－「トランスクリプトーム・ゲノミ
クス解析情報」の構築、３）ISO/TC249における
生 薬・薬 用 植 物 の 国 際 標 準 化 へ の 対 応

「ISO/TC249国際標準化情報」の構築を行う。さ
らに遺伝子情報・成分情報・生物活性情報等のカ
テゴリー間のデータを横断的に解析可能なデータ
解析・表示機能を追加し、この機能を使用した、
カテゴリー横断的な相関解析研究を行う予定であ
る。

なお、薬用植物総合情報データベースは本年４
月より上記アドレスにて公開中であり、関係各位
の積極的な活用を賜れば幸いである。また、本
データベース構築並びに多変量解析による品質評
価研究の詳細については当センター、河野主任研
究員、渕野室長の稿を参照願いたい。

４．おわりに
センターでは、薬用植物の資源保護・系統保存、

栽培・育種研究等、民間企業では実施できない研
究事業を遂行している。特に、100％輸入に依存
している薬用植物資源の国内栽培化及び栽培期間
の短縮化に関する研究では、重要生薬カンゾウの
国内栽培においてグリチルリチン酸含量が局方規
格値を超える系統の作出に成功するとともに養液
栽培でも高グリチルリチン酸含量系統の作出に成
功している。これらの研究は、センター全体の研
究アクティビティの中心をなす最重要課題である
と同時に、漢方生薬関連業界のニーズにも合致し
ており、生薬関連業界団体からも大きな期待感を
もって受け入れられている。また、現在までに日
本に導入された生きた資源植物は、遺伝資源とし
ていわば何物にも代えがたい宝であり、これら植
物資源を大切に栽培、系統保存することは今後ま
すます重要な課題となると考えられる。
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特集 薬用植物をめぐる動き

日本漢方生薬製剤協会の取り組み（農薬、重金属対応等）

日本漢方生薬製剤協会生薬委員長 浅間 宏志

はじめに
日本漢方生薬製剤協会（日漢協）は、日本製薬

団体連合会傘下の団体として漢方製剤、生薬製剤
及び生薬を扱うメーカー、卸などの71社（2013年
７月時点）が集まる業界団体である。高品質な漢
方製剤、生薬製剤及び生薬を安定供給し、その役
割と機能を高め漢方製剤、生薬製剤及び生薬の普
及、定着と発展を図り、医薬品業界の発展と国民
の皆様の健康に貢献することを目的として多岐に
わたり活動している。その一つとして、漢方製剤、
生薬製剤及び生薬の原料として使用される原料生
薬の品質確保が欠かせないものとなっており、日
漢協の活動方針である2012（５ケ年計画）におい
て、「原料生薬の品質確保と安定確保」をテーマの
第一項目に挙げ活動に取り組んでいるところであ
る。

日本漢方生薬製剤協会
中長期事業計画2012（５カ年計画）

「漢方・生薬」新たな飛躍の時
と

代
き

を迎えて
（1）原料生薬の品質確保と安定確保の推進
（2）一般用漢方製剤・生薬製剤の開発と育成活

動の強化
（3）漢方製剤・生薬製剤・生薬の安全性確保と

適正使用推進
（4）漢方製剤・生薬製剤・生薬に関するエビデ

ンスデータの集積
（5）漢方製剤・生薬製剤・生薬の国際調和と国

際交流
（6）医療関係者および患者・消費者などに対す

る啓発活動の強化
（7）日漢協としての団体活動の強化

１．生薬の特質
生薬とは動植物の部分・細胞内容物・分泌物・

抽出物を乾燥したものあるいは鉱物で、そのまま
薬品として用いあるいは製薬の原料とするものを
指し、日漢協の平成20年（2008年）度調査におい
ては漢方製剤、生薬製剤および生薬（以下、漢方
生薬製剤等）に使用される原料生薬248品目に及
んでいる。このうち221品目が植物由来であり（表
１）、これらが植物の段階においては「薬用植物」
または「薬草」という名称となり、栽培化などが
行われているものについては「薬用作物」という
表現が用いられている。植物あるいは作物から

「生薬」となるには、薬用部位の乾燥が必要で、一
部の品目にあっては蒸したり、または一定時間お
湯に漬けたり（湯どおし）してから乾燥するなど
の加工を伴っている。また薬用植物・薬用作物と
して採取・収穫できるまでには複数年を要する品
目も多く、加工の必要性と併せて生薬を生産する
上での大きな特徴として認識されている。

２．残留農薬に関する取組み
（１）自主基準の設定と調査報告

残留農薬については1996年ニンジン（オタネニ
ンジンの根）、センナ（Cassia angustifolia Vahl 又
は Cassia acutifolia Delile (Leguminosae)の小葉）
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表１．生薬の品目数と使用量（日漢協H20調査より）
使用量単位 Kg

品目数
漢方製剤等への使用量

日本産 中国産 その他

植物由来生薬 221 2,333,454 16,061,223 956,988

動物由来生薬 19 32,939 34,174 9,252

鉱物由来生薬 8 111,217 731,590 132



配合漢方生薬製剤の残留農薬に関する自主基準を
実施していたが、2002年に中国産冷凍ほうれん草
問題、続いて2003年の農民運動全国連合会による
生薬中の残留農薬に関する報道などから、新たな
自主基準設定への検討を開始した。先ず主な生薬
について農薬調査を行ったところ、サンシュユ（サ
ンシュユの偽果の果肉）、タイソウ（ナツメの果
実）、チンピ（ウンシュウミカン又は Citrus retic-
ulata Blanco (Rutaceae)の成熟した果皮）、ソヨウ

（シソ又はチリメンジソの葉及び枝先）からパラ
チオンなどの６種の農薬が検出された。この結果
に基づき、会員会社からこれらの４生薬を配合す
る製剤の提供を受け、日本食品分析センターに農
薬分析を依頼し、葛根湯など漢方製剤17処方中、
有機リン系（４種：パラチオン、パラチオンメチ
ル、マラチオン、メチダチオン）、ピレスロイド系

（２種：フェンバレレート、シペルメトリン）は検
出されなかったことを確認し、更には生薬製剤13
処方についても同様な結果を確認した。このよう
な経緯を踏まえ、2005年に漢方製剤、2006年に生
薬製剤を加えた有機塩素系、有機リン系及びピレ
スロイド系農薬に関する自主基準を設け（表２）、

『医薬品研究』に「漢方製剤、生薬製剤及び生薬の
残留農薬について（第１報）漢方製剤及び生薬製
剤に関する日漢協自主基準並びに漢方製剤に関す
る実態調査」（39(2),63～75(2008)）及び「漢方製
剤、生薬製剤及び生薬の残留農薬について（第２
報）生薬製剤に関する実態調査」（39(2),76～82
(2008)）の２報にわたり論文報告した。更には

2008年～2009年の間の残留農薬自主基準に関する
調査を実施し、『生薬学雑誌』に「漢方製剤、生薬
製剤及び生薬の残留農薬について（第３報）日漢
協の残留農薬自主基準に関する実態調査」（66(2),
81～90(2012)）として論文報告した。
（２）残留農薬に関する訪中

残留農薬自主基準設定に伴い、日本が使用する
約８割を供給する中国の国家食品薬品監督管理
局、国家中医薬管理局、国家発展和改革委員会な
どの関係部局等を訪問し、趣旨を説明し理解と協
力を得るため、2005年に風間八左衛門会長（当時）
を団長として訪中団を結成し、訪中を行った。各
当局等は日漢協自主基準並びに今後の方向性につ
いて理解を示し、またディスカッションの中で農
薬チェックだけでは根本的解決には至らないこと
が挙げられ、栽培地での技術指導や農薬指導、
GAP 確立などが重要であり、それらが根本的解
決に繋がることの重要性が共有認識された。
（３）使用農薬調査

残留農薬に関する安全性担保のためには、入口
である原料生薬段階と出口である製剤段階での残
留農薬管理が必要であるとの考え方で対応を進
め、2005年の残留農薬自主基準の設定に伴う訪中
を踏まえ、根本的解決に向けて使用される農薬に
ついての調査とコントロールの必要性についての
議論に至った。結果、パイロット調査として個別
の生薬毎に使用農薬の調査を行うこととなった。
その後、具体的な調査内容を検討し、以下の内容
を2008年８月には中国医薬保健品股份有限公司に
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表２．漢方製剤及び生薬製剤の残留農薬に関する日漢協自主基準

農薬種 農薬名 残留基準 ppm 対象製剤

有機塩素系
総ＢＨＣ 0.2 オウギ、オンジ、カンゾウ、ケイヒ、サイシン、

サンシュユ、センナ、ソヨウ、タイソウ、チンピ、
ニンジン、ビワヨウ、ボタンピを配合する漢方生
薬製剤総ＤＤＴ 0.2

有機リン系

パラチオン 0.5

オンジ、ソヨウ、タイソウ、チンピ、ビワヨウを
配合する漢方生薬製剤

パラチオンメチル 0.2

メチダチオン 0.2

マラチオン 1.0

ピレスロイド系
フェンバレレート 1.5

シペルメトリン 1.0
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表３．中国でみかん栽培に使用される農薬の調



正式に調査依頼した。
① 中国産チンピの栽培時に発生する病害虫と使
用する農薬の種類ならびにその使用方法（散布方
法、量、濃度、時期、回数）。
② 中国産チンピの加工又は保管時に使用する薬
剤の種類ならびにその使用方法（散布方法、量、
濃度、時期、回数）。
③ 中国産チンピの栽培および加工に係る作業手
順や記録の有無及び内容

2009年３月には本調査結果が「中国産チンピの
使用農薬調査報告」として日漢協に報告され（表
３）、これに伴い対象農薬等の追加試験を（財）日
本食品分析センターに依頼した結果、残留してい
る農薬がいくつか確認されるものの食品衛生法の
ポジィティブリスト（その他スパイス）からみて
安全と言ってよいと思われることが判明した。こ
れらの結果をとりまとめ、『生薬学雑誌』に‘薬用
植物栽培における使用農薬の実態調査(第１報)中
国産チンピの使用農薬’として論文投稿を行い『生
薬学雑誌』65巻（1）（2011年２月発刊）に掲載さ
れ2012年日本生薬学会論文賞を受けた。2011年に
は２品目として中国産タイソウに関する調査を中
国医薬保健品股份有限公司に依頼し、2012年３月
には調査結果の報告があり、チンピと同様に、現
在、改めて論文投稿の準備を進めているところで
ある。
（４）日本における薬用作物への取組みについて

現在、国内で農薬の適用作物登録への追加申請
をするためには、農薬取締法に基づき、農薬の当
該作物等への薬効、薬害及び作物残留性に関する
試験成績を記載した書類を提出して行うこととさ
れており、国内での作物栽培においては本登録に
基づいて農薬使用が行われている。『厚生労働省
局長通知｢医薬品の範囲に関する基準｣による｢専
ら医薬品として使用される成分本質（原材料）｣に
分類される薬用作物』（以下、｢専ら医薬品たる作

物｣と略す。）については、作物残留試験の目安と
なる農薬残留基準が食品衛生法により定められて
いるが、医薬品は食品衛生法の適用外であり、専
ら医薬品たる作物についてはその目安となる農薬
残留基準がないことから、農薬取締法の見直しが
示唆されている。薬用作物栽培で使用される農薬
に対する薬用作物の安全性担保を目指し、作物残
留試験の方法、残留農薬の目安となる基準の設定
及びそれらの確認方法等を検討するため、学術界、
産業界の有識者並びに学識経験者等による検討
を、厚生労働科学研究費補助金(課題番号：H24-
創薬-一般-003)による研究として進めている（写
真１）。
最後に

生薬を含む漢方製剤等の品質確保の一環として
不純物に対しては、残留農薬に加え重金属につい
ても試験法の検討及び実態調査に取組んでおり、
日本薬局方の改正への協力を含め品質確保に取り
組んでいる。更には微生物、アフラトキシンの検
討に及んでおり、日漢協として今後も更なる品質
確保に取り組んで活動を継続してゆくところであ
る。
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写真１．第１回薬用植物残留農薬検討会の模様
（平成25年８月５日開催）



特集 技術開発 １ 薬用植物資源の収集、保存、新品種育成

薬用植物の種子交換と発芽試験

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部

主任研究員 熊谷 健夫

１．植物の種子交換
植物の種子交換は世界各国の植物園・大学・研

究所との間で、分譲できる種子交換目録(Index
Seminum)を送付しあい、希望する種子をお互い
に交換する国際学術協力です。種子交換に対する
薬用植物資源研究センターの取り組みは古く、セ
ンターの前身である東京衛生試験所春日部薬用植
物栽培試験場(1922年開設)では種子交換により多
数の植物を導入しました。1950年頃からは自ら種
子交換目録を編集して海外の研究機関と種子交換
を行っており、現在は薬用植物資源研究センター
の北海道、筑波、種子島の各研究部で採取した植
物 の 種 子 に 基 づ き、種 子 交 換 目 録（Index
Seminum）を編集して、外国の研究機関と種子交
換を行っています（図１）。

薬用植物資源研究センターで作成した INDEX
SEMINUM 2008から INDEX SEMINUM 2013ま
での収載点数を表１に示しました。野生植物は各
研究部で採取できる地域の野生植物から採種した
植物、栽培植物は圃場や標本園などで採種した植
物、温室植物は温室で採種した植物です。栽培お
よび温室植物は薬用植物資源研究センターの３研
究部で約4000系統の植物を保存しており、これら
の植物から毎年採種した植物種子を種子交換に用
い て い ま す。INDEX SEMINUM 2008 か ら
INDEX SEMINUM 2013の収載合計点数は2008で
864点、2009で895点、2010で973点、2011で869点、
2012で866点、2013で929点でした（表１）。

薬用植物資源研究センターにおける2008～2012
年の種子交換の実績を表２に示しました。種子送付
総数数は1147～1799、請求のあった機関数は
81～102でした。送付の希望種子の多かった種子と
送付点数は2012年ではオオウバユリ（Cardiocrinum

cordatum (Thunb.) Makino var. glehnii (Fr.
Schm.) Hara）14点、ステビア（Stevia rebaudiana
Hemsl.）12点、キタコブシ（Magnolia praecocis-
sima Koidz. var. borealis (Sargent) Koidz.）11
点、ハイイヌツゲ（Ilex crenata Thunb. var. radi-
cans (Nakai) Murai）10点、ホオノキ(Magnolia
obovata Thunb.)10点、ウリカエデ（Acer cratae-
gifolium Siebold et Zucc.）９点、2011年ではハイマ
ツ（Pinus pumila (Pall.) Regel）14点、ホオノキ13
点、マタタビ（Actinidia polygama (Siebold et
Zucc.) Planch. ex Maxim.）12点、ツバメオモト
(Clintonia udensis Trautv. et C.A.Mey.)11点、
ステビア11点、ウメ（Prunus mume Siebold et
Zucc.）11点、2010年はシマサルナシ(Actinidia
rufa (Siebold et Zucc.) Planch. ex Miq.）14点、

特産種苗 第16号

－15－

表１ INDEX SEMINUM 2008～2013の収載点数

INDEX
SEMINUM 野生植物 栽培植物 温室植物 計

2008 322 521 21 864
2009 290 587 18 895
2010 441 510 22 973
2011 327 517 25 869
2012 338 516 12 866
2013 529 371 29 929

図１ 薬用植物資源研究センターで編集した「INDEX
SEMINUM」の冊子



ミツバアケビ(Akebia trifoliata (Thunb.) Koidz.)
10点、クロマツ（Pinus thunbergii Parl.）10点、ヤ
ブニッケイ(Cinnamomum japonicum Siebold ex
Nakai)９点、ムサシアブミ(Arisaema ringens
(Thunb.) Schott)９点、オオモミジ（Acer amoe-
num Carrière var. amoenum）８点、2009年はカタ
クリ(Erythronium japonicum Decne.)16点、コウ
ライテンナンショウ(Arisaema peninsulae Nakai)14
点、ルイヨウボタン（Caulophyllum robustum
Maxim.）14点、ホオノキ14点、ハイマツ13点、ツバ
メオモト11点、2008年はオタネニンジン（Panax
ginseng C.A.Mey.）28点、ミネカエデ（Acer
tschonoskii Maxim.）21点、アオモジ(Lindera cit-
riodora (Siebold et Zucc.) Hemsl.) 20点、カタク
リ18点、シマサルナシ17点、オオカメノキ(Viburnum

furcatum Blume ex Maxim.) 17点
でした。送付点数の多かった国は
2012年ではポーランド、ドイツ、ロシ
ア、ベルギー、フランスでした。

また、当センターでは重点希望種
子を決め、毎年外国研究機関から種
子を導入しています。2008年から

2012年では175～1573点の種子を外国研究機関と
の種子交換により導入しました。過去５年ではサ
ジオモダカ、ダイオウ、コガネバナ、ジュズダマ、
オトギリソウ属、ゲンゲ属、ミシマサイコ属、ケ
シ属などを重点的に収集しました。

２．薬用植物の発芽試験
国内で栽培可能な薬用植物でかつ需要が高い薬

用植物を中心に、種子の発芽条件や休眠性等の情
報整備を行うために、薬用植物資源研究センターで
採取した来歴や生産年度が明らかな種子を材料にし
て、薬用植物種子の発芽試験の標準化に向けた試
験を行っています。現在までメハジキ、アマ、アイ、
ジギタリス、カワラケツメイ、ケイガイ、トロロアオイ、
コガネバナ、コエンドロ、キササゲ、ゴマ、ミシマサ

イコ、カワラヨモギなど約30種
の薬用植物の発芽に及ぼす最
適温度条件の検討を行いまし
た（図２）。現在まで試験を
行った主な植物の発芽に及ぼ
す温度の影響を表３に示しまし
た。

発芽適温はアイ、ジギタリ
ス、コエンドロが15～20℃、
コガネバナが15～25℃、アマ、
ケイガイ、ミシマサイコ、カ
ワラヨモギが20～25℃、メハ
ジキ、カワラケツメイ、トロ
ロアオイ、キササゲ、ゴマが
25～30℃でした。発芽までの
期間が短い植物はアマ、ゴマ、
カ ワ ラ ヨ モ ギ で、ア マ は
20～25℃で播種後５～６日、
ゴマは25～30℃で播種後３～
６ 日、カ ワ ラ ヨ モ ギ は
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表２ 薬用植物資源研究センターの種子交換の実績

年 種子請求
総数

種子送付
総数

種子請求
機関数

種子リスト
交換国数

種子リスト
交換機関数 種子導入数 *

2008 1837 1799 93 61 395 175
2009 1616 1455 102 62 395 696
2010 1184 1147 81 62 397 1573
2011 1430 1351 90 62 397 217
2012 1804 1587 100 62 396 712

* 外国研究機関との種子交換による導入数

図２ 発芽試験に供試した薬用植物種子



20～25℃で播種後４～８日で出葉（子葉展開）が
終了します。発芽までの期間が長い植物はミシマ
サイコ、ジギタリスで、ミシマサイコは平均出葉
日数は20～25℃で19～24日、ジギタリスの平均出

葉日数は15～20℃で12～19日でした。
今後、各種薬用植物種子の保存条件が発芽に及

ぼす影響、種子発芽促進のための方法を詳しく検
討する予定です。
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表３ 発根率、出葉率、発根所要日数および出葉所要日数に及ぼす温度の影響

植物名 温度
（℃）

発根
開始日
(日目）

発根
終了日
(日目）

最終
発根率
（％）

平均
発根所
要日数

出葉
開始日
(日目）

出葉
終了日
(日目）

最終
出葉率
（％）

平均
出葉所
要日数

メハジキ
Leonurus japonicus Houtt.

15 16.5 18.5 3.3 16.8 23.0 32.0 2.7 27.5
20 4.0 4.7 48.0 4.0 7.7 14.0 48.0 9.3
25 4.0 6.7 76.7 4.1 5.0 10.3 76.0 6.0
30 4.0 5.7 89.3 4.0 4.0 11.7 87.3 5.4

アマ
Linum usitatissimum L.

15 3.0 6.0 94.0 3.0 6.3 10.0 92.0 7.7
20 3.0 4.0 94.7 3.0 4.0 6.0 93.3 4.7
25 2.0 3.0 94.7 2.1 3.0 5.0 91.3 3.4
30 2.0 3.3 89.3 2.1 3.0 6.3 88.0 3.1

アイ
Persicaria tinctoria (Aiton)
Spach.

15 4.0 22.3 55.3 7.9 15.0 34.7 51.3 16.2
20 3.0 20.0 58.0 5.6 7.7 23.7 55.3 13.8
25 2.0 8.7 46.7 3.5 7.0 24.3 43.3 10.2
30 2.0 7.0 40.0 3.0 5.0 24.0 33.3 10.3

ジギタリス
Digitalis purpurea L.

15 8.7 32.3 68.7 14.7 14.0 41.0 65.3 18.5
20 7.7 15.3 58.7 10.2 8.7 18.7 56.0 11.9
25 4.0 14.0 53.3 8.2 8.0 15.7 50.0 9.7
30 3.0 15.3 60.0 8.1 8.0 17.7 57.3 9.7

カワラケツメイ
Chamaecrista nomame
(Siebold) H.Ohashi

15 20.0 126.3 20.7 86.6 43.7 130.3 19.3 98.1
20 3.0 106.7 77.3 71.4 8.7 128.7 76.0 75.2
25 5.7 41.0 86.0 20.0 8.3 48.0 85.3 23.5
30 2.7 15.0 94.0 6.3 5.7 17.3 92.0 8.1

ケイガイ
Schizonepeta tenuifolia Briq.

15 6.0 9.3 81.3 6.3 8.0 16.3 80.7 9.3
20 3.0 8.0 70.0 4.3 6.0 12.3 69.3 6.4
25 2.0 9.3 89.3 2.4 6.0 12.0 89.3 6.2
30 2.0 5.7 75.3 2.1 3.0 10.3 72.0 6.0

トロロアオイ
Abelmoschus manihot (L.)
Medik.

15 3.0 9.3 66.0 6.1 14.0 24.0 44.0 16.1
20 2.0 16.0 82.7 3.0 4.0 16.0 78.7 8.4
25 1.0 10.7 86.0 2.3 4.0 15.7 82.7 5.8
30 1.0 3.3 81.3 2.1 3.0 7.0 80.0 3.7

コガネバナ
Scutellaria baicalensis
Georgi

15 7 12.7 38.7 8.3 14 16.3 24.7 14.5
20 2.7 10 46 5.2 8 14 40.7 9.6
25 2 8 29.3 3.9 7 12.7 22.7 7.1
30 2 9.7 36 4.6 6 12 32 7.3

コエンドロ
Coriandrum sativum L.

15 7.7 18.3 42.7 9.9 15 23 39.3 20.2
20 5 7.3 40.7 5.4 8 12.7 36.7 10.1
25 5 8.7 30.7 5.5 8.7 13.3 15.3 10.9
30 － － － － － － － －

キササゲ
Catalpa ovata G. Don

15 － － － － － － － －
20 7 9.3 13.3 7.8 9 12.7 11.3 11.6
25 3.7 9.3 22.7 7.1 7.3 10.7 19.3 8.9
30 2.7 6.3 25.3 3.5 6 9 20.7 7.3

ゴマ
Sesamum indicum L.

15 14 17.7 34.7 15.7 － － － －
20 1 2.3 100 1.9 5 6 98.7 5.9
25 1 1.1 100 1.1 3 6 97.3 4.4
30 1 1 100 1 2 3 99.3 2.1

ミシマサイコ
Bupleurum falcatum L.

15 27 36.3 20.7 30.1 45 53.7 12.7 49.2
20 7 24.7 34.7 11.9 17.3 31.3 29.3 23.8
25 5.3 25.3 23.3 9.3 11.7 33 20 18.9
30 12 31.3 11.3 18.3 17.7 29.3 10 24

カワラヨモギ
Artemisia capillaris Thunb.

15 3 3 70 3 8 12.7 70 8.4
20 1 1 84.7 1 3 8 84.7 3.6
25 1 1 84 1 2 4 84 2.6
30 1 1 70 1 2 3.3 70 2.2



特集 技術開発 １ 薬用植物資源の収集、保存、新品種育成

熱帯、亜熱帯性薬用・有用植物資源の収集、保存、育成

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター種子島研究部

研究サブリーダー 杉村 康司

はじめに
我が国では少子高齢化が進んでおり、国民の健

康志向が高まってきています。それに伴い生薬の
国内需要は増加傾向にあります。しかし、生薬の
原料となる薬用植物の国内自給率は極めて低く、
そのほとんどを中国からの輸入に依存していま
す。また、中国では、物価上昇に伴う生薬価格の
高騰や生薬需要の増加に伴う野生植物資源の枯渇
などが懸念されています。このように、今後、中
国からの生薬の輸入が制限される可能性がある
中、国民へ生薬を安定的に供給するためには、品
質、収量性、病害虫耐性などに優れた新品種を育
成することが必要です。さらに、栽培地域の環境
特性に対応した栽培技術を確立し、薬用植物栽培
の国内振興を進めていく必要があります。新品種
育成を可能にする育種素材を確保することに加え
て、環境適応性に優れた品種・系統を見つけ出す
ためには、まず最初に、様々な可能性を持った未
利用植物資源を収集し、育成保存することが重要
と思われます。近年、森林伐採や自然環境の変化
などの影響を受けて、熱帯性、亜熱帯性の植物資
源の減少が目立ってきています。減少が著しいこ
れらの地域における薬用・有用植物の遺伝資源の
確保は、国を挙げて早急に取り組むべき重要な課
題と思われます。こうした状況の中、種子島研究
部では、熱帯、亜熱帯性薬用・有用植物資源の収
集、保存、育成および利用に関する栽培研究を行っ
ています。本稿では、最初に、種子島研究部にお
ける植物資源に関する研究業務の概要について、
次に、種子島在来のモモを活用した生薬トウニン
の生産を目指した栽培ならびに品質研究、最後に、
種子島に自生する絶滅危惧種であるタカクマムラ
サキの生育状況を把握するための調査研究ならび

に資源保存と有効活用を検討するための育成研究
について紹介します。

１．種子島研究部における植物資源の収集、保存、
育成に関する研究業務の概要

種子島研究部で保存している植物数は、2,000
系統を越えています。主な保有植物は、ショウガ
科（ウコン属）、クスノキ科（クスノキ属）、フト
モモ科（フトモモ属）、アカネ科（カギカズラ属）
などです。熱帯、亜熱帯性植物は、我が国では温
室内で栽培しても種子をあまりつけないため、多
くの種を栄養体で保存しています。薬用植物とし
て重要なシナニッケイ、チョウジ、カギカズラな
どは、株分け、挿し木、取り木法などの効率的な
増殖法を検討しています。

本研究部の圃場で露地栽培している代表的な熱
帯性薬用植物には、インド～東南アジア原産のイ
ンドジャボク（図１）があります、本種の根には、
血圧を降下させるレセルピンが含まれており、効
率的な増殖法や根の調製法、生薬の品質に関する
研究を進めています。また、本研究部で最も多く
の系統を保存している植物は、ウコン属植物の約
100系統で、これらの植物については草丈、葉と葉
鞘の色、葉の毛の有無、花序の出方などの外部形
態、主根と側根の根茎重量、増殖率、根茎のクル
クミノイド含量などの特性を明らかにする調査を
行い、データベース化を進めています。さらに、
本研究部の植物資源の中で稀少性が高いものに
は、南太平洋のソロモン諸島から導入した植物が
あります（文部科学省科学研究費補助金基盤研究
(A)海外学術研究・課題番号20256003「ソロモン
諸島における有用植物、特に薬用植物資源の探索
と天然物化学研究」、研究代表者：渡邊高志）。近
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年、自国の植物資源を他国に流出させない動きが
高まってきていることに加えて、生物多様性条約
により、資源利用国に対して生物多様性の保全と
構成種の持続的利用を求められているため、外国
から新しい植物を導入することはとても困難に
なってきています。今後、本研究部では、これら
の貴重な植物資源を十分に活用しながら研究を進
めていきたいと考えています。

２．種子島在来のモモを活用した栽培研究および
国内栽培種における生薬トウニンの品質研究

生薬トウニンは、モモPrunus persica Batchまた
はP. perisica Batsch var. davidiana Maxim.を基
原とする種子で、婦人薬、消炎排膿薬、瀉下薬等
に、漢方処方としては桂枝茯苓丸、桃核承気湯、疎

経活血湯、大黄牡丹皮湯など14
処方に用いられている重要な生
薬です。モモは、日本国内で生
果用や加工用として広く栽培さ
れているのにもかかわらず、生薬
として使用されているトウニンは
そのほとんどが中国産です。我
が国におけるトウニン資源を探
索し、利活用に向けた栽培研究
ならびに品質評価研究を行うこ

とは重要な意味を持つと考えられます。そこで、本
稿では、種子島在来種のモモの栽培と生薬トウニン
の生産ならびに国内栽培種における生薬トウニンの
品質に関する研究成果の一部を紹介します。
１）材料および方法

（１）種子島在来種のモモの栽培と生薬トウニン
の生産
材料として、モモPrunus persica Batsch 種子島

の在来種（図２）を用いました。2006年12月に播種
し、2008年２月に条間、株間ともに２m 間隔で定植
しました。生育調査は、３年生株2009年９月に、成
熟果実の採取は、３年生株2008年７月、４年生株
2010年７月に行いました。これらの試料をもとに種
子（トウニン）の乾燥減量に加えて、アミグダリン含
量を高速液体クロマトグラフィーで測定しました。

（２）国内栽培種における生薬
トウニンの品質
材料として、国内で栽培され

て い る モ モ Prunus persica
Batch ４品種（白鳳、川中島白
桃、あかつき、もちづき）、種子
島在来種４系統および天津水蜜
桃（中国種）を用いました（図
３）。各品種・系統から核を各10
個、計30個を選定し、核と種子

（トウニン）の長さ、幅、厚さお
よび乾燥減量を測定しました

（図４）。さらに、薄層クロマト
グラフィーによりトウニンのアミ
グダリンとスコポレチンの確認
試験を行いました。加えて、ト
ウニンのアミグダリン含量を高
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図１ インドジャボク（左：花、中央：実、右：根）

図２ 種子島在来のモモ（上段左：花、上段右：果実、下段左：果実、核、種子（トウ
ニン）、下段右：果実断面）



速液体クロマトグラフィーで測定しました。
２）研究結果

（１）種子島在来種のモモの栽培と生薬トウニン
の生産
種子島在来種は果実が小粒で、離核の種類であ

ることが明らかになりました。播種後３年目に樹
高は約2.5m、枝張りは約４ m に達しました。１
株当たりの果実数は３年生株で約150個、４年生
株で約650個でした。種子１個当たり乾燥重量は
平均で約0.3g、種子中のアミグダリン含量は、平
均で約3.9% でした。

（２）国内栽培種における生薬トウニンの品質
核と果肉の粘離は、種子島在来種のみが離核でし

た。全品種・系統における種子の長さは平均で約1.
5cm、幅は平均で約１cmと日局生薬の性状の範囲
内になっていました。種子島在来種の種子の厚さは
他の品種に比べて厚く、１果乾燥重量は他の品種に
比べて重い傾向が見られました。種子の乾燥減量
は、' 白鳳 'と中国種を除く他の品種・系統で JP16
の規格内でした。アミグダリン含量は、' 白鳳 '、' 川
中島白桃 ' および中国種を除く他の品種・系統で
JP16の規格に適合し、生薬として有用でした。

３）考察
種子島在来種は、豊産性である

こと、種子の充実度が高いこと、果
肉と核が離れやすく離核性に優れ
ていることに加えて、トウニンの乾
燥減量とアミグダリン含量が局方
値に適合しており、生薬資源として
の有用性が高いことが明らかになり
ました。しかし、核から種子を取り
出す殻割作業は、核が硬いため多
大な労力を必要とする大変な作業
です。生薬トウニンの生産に当
たっては、大量の種子を容易に取り
出すことが可能な簡便な殻割方法
を開発する必要があると思います。

３．絶滅危惧種タカクマムラサキ
の資源保存と有効活用を検討
するための育成研究

タ カ ク マ ム ラ サ キ (Callicarpa longissima
(Hemsl.) Merr., クマツヅラ科) は中国南部と
台湾に広く分布しています。中国名を尖尾風（せ
んびふう）といい、民間薬として新鮮な葉や根を
煎じたものを袪風消腫（侵入した風を去り、腫れ
を消す）や止血などに利用されています。一方、
我が国では、絶滅危惧 IA 類(環境省)、危惧 IA（鹿
児島県）に選定されている稀少植物です。このよ
うな絶滅危惧種の資源を保存し、具体的な活用法
を検討するためには、最初に自生地の生育状況を
確認し、生育環境の特性を明らかにする必要があ
ります。さらに、本種の明確な特徴である植物体
全体に見られる腺点や独特なにおいについても明
らかにしておくことが重要だと思われます。本稿
では、種子島におけるタカクマムラサキの分布と
生態、さらに香気成分の組成特性を明らかにした
研究成果を紹介します。
１）調査方法

（１）種子島自生地の現地調査
タカクマムラサキの生育個体数、生育地の環境

（地形、水分、土壌、日照など）を記録しました。
（２）香気成分の組成分析

分析試料は、種子島産タカクマムラサキ４枝を
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図３ 供試したモモの主な品種・系統（上段左：白鳳、上段中央：川中島白桃、上段
右：あかつき、下段左：もちづき、下段中央：種子島在来種）

図４ 供試したモモの種子（上段左：白鳳、上段中央：川中島白桃、上段右：あかつ
き、下段左：もちづき、下段中央：種子島在来種）



使用しました。実験方法は、葉と茎を液体窒素で
凍結後、ブレンダーにて粉砕し、試料粉末にエー
テル：ペンタン = ２:１の混合溶液を加え撹拌、超
音波振動器に１分間かけ、抽出後ろ過しました。
さらに、ろ液を蒸溜装置にかけた後１ mL まで濃
縮し、GC/MS による分析を行いました。分析カ
ラムの温度条件は、50℃-220℃、３℃/min です。
２）研究結果

（１）分布と生態
種子島南部の標高70～80m において、樹高２～

５ m、胸高直径５～15cm の低木12個体を沢沿い
で確認しました。これらの生育環境は、空中湿度
がやや高く、土壌は礫を含むがやや肥沃で保水・
排水が良く、斜面の方位は南西で少し開けた明る
い場所でした。生育が良好な場所では、湿った所
に多く見られる草本やシダ植物が生育していまし
た。しかし、いくつかの生育地では、周囲に生育
する植物が繁茂してきており、日当たりが悪く
なってきている所もありました。種子島での花期
は７月～９月で紫色のとてもきれいな花を咲かせ
ます（図５）。果期は９月～２月で、果実の色は白
緑色から紫色、さらに成熟果は急速に肥大し白色
に変化しました（図５）。

（２）香気成分の組成
葉と茎ともに腺点（図５）が多数あり、葉裏面

にある腺点は、１㎟あたり211～239個でした。揮
発成分の主成分は monoterpene 類と sesquiter-
pene 類でした。その他、華やかで清涼感のある
香り成分（1,8-cineole, linalool, methyl salicy-
late）やフルーツ香成分（2-pentanone）などが含
まれていました。葉と茎の香気を比較すると、茎

の方がほんのり漂う清涼な woody 香が強い傾向
が見られました。このように、種子島産タカクマ
ムラサキを特徴づける香り成分には、人間にとっ
て良い香りと感じさせる清涼感がある香りとフ
ルーツ香が含まれていました。
３）考察

今後、タカクマムラサキという貴重な植物資源
を十分に活用していくためには、種の保全や保存
をはかるとともに、香り成分の活用にとどまらず、
生薬原料としての活用も十分に検討していくこと
が重要であると思われます。さらに、タカクマム
ラサキの自生地を保全して資源を確保するために
は、明るくかつ高温多湿な条件を満たした沢沿い
の崩壊地などの特殊環境を残していくことが必要
であると考えられます。

おわりに
熱帯、亜熱帯地域は、生育する植物の種数が多

く種多様性が高いため、植物資源を確保する上で
極めて重要な地域と思われます。これらの地域に
生育する植物の中には、新規薬用素材として利用
可能な潜在的な価値を持った未利用植物がまだま
だ沢山あると考えられます。未利用植物資源の探
索収集研究、種子と種苗の特性を明らかにし、生
産性の向上を目指した栽培研究ならびに保存育成
研究は、労力と時間がかかる地道な基盤的研究で
す。このような地味な研究は、遺伝子解析、成分
分析、新薬開発などの最先端の研究に比べて脚光
をあびることはほとんどありませんが、薬用植物
研究の発展のために無くてはならない研究です。
また、これらの研究は、短期的な利益や研究成果
に直接的に結びつかないことが多いため、企業や
大学で行うことは難しいと思われます。このよう
な長期的な国民の健康維持と増進を見据えた研究
は、独立行政法人医薬基盤研究所、薬用植物資源
研究センターのような研究機関で取り組むべき重
要な研究課題であると考えられます。種子島研究
部では、植物資源の減少が著しい熱帯、亜熱帯地
域に着目し、今後も薬用植物研究の土台を支える
ために必要不可欠な植物資源の収集、保存、育成
に関連する研究について積極的に取り組んで行き
たいと考えています。
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図５ タカクマムラサキ（左：花、右上：白く肥大した果実、
右下：葉裏主脈上の腺点）



特集 技術開発 １ 薬用植物資源の収集、保存、新品種育成

薬用植物の種子の保存と発芽

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部 飯田 修

１．はじめに
薬用植物は、近年まで自然の自生植物を採取し

て生薬として利用されてきた。しかしながら、開
発等による自然環境の変化や乱獲による資源の減
少さらには生薬の需要の増加により、薬用植物の
栽培化が始まり、多量の種子や種苗が求められる
ようになった。植物資源の急激な枯渇化と需要の
増加に対応すべく、薬用植物の野生種及び栽培種
の貴重な資源の保存が急務となった。

薬用植物の本格的な種子の保存は、1987年に筑
波研究部の前身である筑波薬用植物栽培試験試験
場に種子貯蔵庫が完成されてから開始されたが、
その歴史はまだ浅く、更なる資源の収集と保存に
関する各種情報の集積が必要である。本稿では、
筑波研究部の資源保存施設の概要と5年間保存し
た種子の発芽について紹介する。

２．薬用植物の種子の保存
筑波研究部における資源保存棟は2003年に建設

され、種子貯蔵庫は短期貯蔵室（10℃）、長期貯蔵
室（－１℃）、極長期保存室（－20℃）、さらに発
芽試験室（20～25℃、湿度30％以下）と栄養体貯

蔵室（０～10℃）の５室で構成された。短期貯蔵
室は増殖栽培及び標本園、種子交換配布用で１～
３年間保存する。長期貯蔵室は増殖用の種子で、
５～10年間の保存用で５年ごとに発芽試験を行
う。極長期貯蔵室は10年以上の保存を目標とし
た。圃場や標本園で採取された種子及び外部から
導入された種子は、薬用植物パスポートデータに
記載後、発芽試験を行って貯蔵庫に一部保存され
る。子葉展開率が30％以上ある種子を保存種子と
する。保存種子はスチール缶に入れ、当初は真空
状態で缶詰にして、各貯蔵室で保存を開始した。
現在は栄養体貯蔵室は温度を５℃に設定し、種子
を保存しており、また発芽試験は別棟にて発芽チャ
ンバーを用いて行っている。保存容器はスチール
缶の他、スチロール瓶を用い、現在はラミジップ袋
を用いて、真空状態で保存している（図１）。

保存している種子は、当センターの各研究部の
圃場や標本園で保存している栽培種や国内外の植
物園や研究機関との種子交換業務を通じて収集し
た種子資源、さらには種子交換用に採取した国内
の野生植物の種子等を保存している。現在までの
貯蔵点数は、約13,000点に及ぶ。
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図１ 薬用植物資源保存棟種子貯蔵庫に保存された種子



種子をはじめ収集した資源の入
出庫管理をバーコードで行えるよ
うなシステムを現在構築中であ
り、システムの一部はすでに稼働
中である。しかしながら、種子の
出入の作業は、残念ながら未だ自
動化されておらず、人が貯蔵室に
入って行っている。

３．保存種子の発芽率
採取後の種子の生存期間は植物の種類はじめ種

子の状態（成熟度、水分含量等）、保存温度や方法
等保存条件によって異なるが、薬用植物の種子に
ついてはまだ情報量が少なく、今後のデータの蓄
積が必要である。５年間保存した種子の発芽率の
事例を紹介する。
（1）保存温度

トウキ種子について、種子と脱酸素剤（エージ
レス）及び乾燥剤（シリカゲル）をラミジップア
ルミチャック袋に入れ、脱気後密封し、５℃、－
１℃及び－20℃の低温下で５年間に渡り保存し、
発芽率（発根率と出葉率）の推移を調べた。貯蔵
開始時の種子の水分含量は6.6％であった。発根
率は僅かに年次変動が見られたが、５年間の貯蔵
では大きな変化はなく、最低82％以上の高い値を
維持していた。出葉率は貯蔵４年目頃から低下
し、低下の程度は低温ほど大きい傾向がみられた
が、出葉率は最低61％以上の高い値を維持してい
た（図２）。
（2）脱酸素剤と乾燥剤

a）種子＋脱酸素剤（エージレス）及び b）種子
＋脱酸素剤+乾燥剤（シリカゲル）をラミジップ
アルミチャック袋に入れ、脱気後密封し、５℃で

５年間保存した種子の発芽率を表１に示した。
b）の処理群の種子は、保存時とほぼ同程度かむ
しろ高い発芽率を示したが、a）のエージレス単独
処理ではコガネバナ、シソ、ミシマサイコは全く
あるいはほとんど発芽しなかった。メハジキの発
芽率も低く、コガネバナ、シソと併せて、シソ科
植物に共通する現象か不明であるが、エージレス
の単独処理が発芽を著しく損なうことが分かり、
その使用には留意する必要があった。

４．おわりに
種子の長期保存は基本的には、状態の良い種子

を、良く乾燥させ、低温で保存することであるが、
乾燥や低温での保存により発芽率が低下する種類
がある。乾燥種子を保存する場合、通常種子を湿
らせた砂で被い冷蔵庫で保存するが、多くは冷蔵
庫内で発芽して、長期保存が困難である。

植物の種類により、種子の最適保存条件を見出
し、保存した種子を定期的に発芽試験を行い発芽
率を確認し、種子の寿命を把握することにより適
切な時期に保存種子を更新する。これら一連の技
術体系を確立し、植物遺伝子資源を長期に渡り保
存していかなければならない。
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表１ ５年間保存した種子の発芽率（％）

図２ 異なる温度条件下で保存したトウキ種子の発根率（左：％）及び出葉率（右：％）



特集 技術開発 １ 薬用植物資源の収集、保存、新品種育成

シャクヤクの薬用品種育成について

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター 客員研究員 柴田 敏郎

I. シャクヤクの薬用としての利用と栽培1）

生薬芍薬の基原植物としてボタン科の多年草
シャクヤク Paeonia lactiflora Pallas が第十六改
正日本薬局方（JP16）に収載され、薬用部位とし
て皮付きまたは皮去り後に乾燥した根が、品質と
してペオニフロリン（Paf）を2.0% 以上含有する
ことが規定されている2）。生薬芍薬は、婦人病
薬、鎮痛・鎮けい薬、冷え症用薬とみなされる当
帰芍薬散、四物湯、葛根湯等の漢方処方に高頻度
で使用される他、配合剤としても使用され、その
活性成分として、モノテルペン配糖体である Paf
などとその関連化合物及びガロタンニン（Gal）や
精油などが知られ、Paf には抗炎症、抗ストレス、
抗潰瘍作用および鎮静作用が、Gal に血中尿素窒
素減少作用が報告されている3）。

現在薬用目的での栽培は、株分け繁殖後３～５
年目の秋に株を収穫し根を根茎からはずした後、
土砂の洗浄および周皮を除去し（皮付きの場合も
ある）、すみやかに屋外にて風乾する方法で行わ
れる4）。生薬としての品質は、内部が充実し緻密
で粉性、やや柔軟性を帯び内部が微赤色～白色を

呈し、収れん性とやや苦味があり、特有のにおい
が強いものが良品とされ5）、古くから奈良県大和
地方で栽培・調製された生薬は大和芍薬として珍
重されてきた。

II. シャクヤク及び Paeonia 属植物の分布
Paeonia 属植物は北半球に約30～35種が分布

し6）、中国に11種7）、日本に２種8）が自生してい
る。シャクヤクは中国の東北（写真１）、河北、山
西、内蒙古、甘粛南部、シベリア、沿海州、モン
ゴル、朝鮮半島に広く分布し、花色は乳白色～深
紅色で子房は無毛である9）。日本には、ベニバナ
ヤマシャクヤク P.obovata Maxim.（分布：中国、
朝鮮半島、サハリン、南千島、北海道～九州）と
日本固有種であるヤマシャクヤク P.japonica
Miyabe et Takeda（分布：北海道～九州）の２種
が自生しており8) 、古くから生薬芍薬として野生
株が利用されてきた結果、現在いずれも絶滅危惧
種となっている10）。一方、ヨーロッパには、オラ
ンダシャクヤク P.officinalis L.とその亜種がヨー
ロッパ西南部に分布し、花色は紅赤色、子房は有
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写真１ 野生のシャクヤクPaeonia lactiflora Pallas の若い果実（左）と地下部（右）。８月上旬（中国吉林省汪清県にて）



毛である6）。

III. シャクヤクの伝来と品種の育成
生薬の芍薬が日本にもたらされたのは奈良時代

の遣隋使によるものと考えられているが11) 、シャ
クヤクの生きた植物の日本への伝来時期は定かで
はなく、園芸種としての伝来は平安時代とする説
や1445年頃（室町時代）とする説があるが12) 、薬
用を目的に導入された時期は判然としていない。

日本で最初の農書である「農業全書」（1697年）
巻之十「生類養法、薬種類」13) の中で薬用として
の栽培法が記載されているが、ヤマシャクヤクと
シャクヤクの違いを認識していたかは明らかでな
い。また、「広益国産考」（1844年）14) には「大和
吉野郡宇多郡より作り出せり。随分作りて農家に
利を得るもの也。」と、奈良県が生薬芍薬の産地と
してすでに確立していたことがうかがえる。江戸
時代には園芸品種が盛んに育成され、明治以降も、
神奈川県農事試験場を中心に育種がすすみ、昭和
初期には宮沢文吾により700品種が発表された

（1932年）15) 。
一方、ヨーロッパにおいては、17世紀までに、

ヨーロッパ西南部に自生するオランダシャクヤク
の八重品種が育成され花色も増えていった6) 。
1712年に中国のシャクヤク栽培品種がケンペルに
より初めてヨーロッパに伝わり、1732年には野生
種がヨーロッパに紹介された。日本との関係で
は、ツュンベリーの「FLORA JAPONIKA」（1784
年）の中で日本のシャクヤクに Paeonia officina-
lis L.の学名と、Saku Laku の和名が与えられて
ヨーロッパに紹介されており16) 、シャクヤクと
オランダシャクヤクが混同されていたことがうか
がえる。今日、江戸時代に日本で育成された一連
のシャクヤク品種群を在来品種または和芍（ワ
シャク）、ヨーロッパに渡って育成された後、日本
に輸入された品種群を洋芍（ヨウシャク）として
区別しているが、洋芍にはオランダシャクヤクと
の交配種も混じっていることが考えられ、薬用種
として望ましいものではない。

IV.シャクヤクの薬用品種について
奈良県大和地方には「ボンテン」と呼ばれてい

る重弁白花青茎品種（写真２）が古くから薬用品
種として栽培され17) 、今日まで伝承されている。
また、多くの園芸品種が育成されている中、村上
らは市販の切り花品種212品種を含む245品種につ
いて薬用としての適性を調査し、Paf 含量には大
きな変異があることを報告し、成分産生能は遺伝
的要因も大きいことを明らかにしたが18) 、薬用
を目的とした品種育成は、畠山らが1993年に種苗
法に基づく新品種登録出願するまでなされてこな
かった。

畠山らは、収量性が良く活性成分である Paf 含
量が安定して日本薬局方の規定を満たす品種を育
成するため、1964年から全国各地で育成された在
来品種郡（和芍）の実生苗や株、及び北海道薬用
植物栽培試験場（現医薬基盤研究所薬用植物資源
研究センター北海道研究部）で育成した実生苗を
あわせて約5,000株の集団を作り、1969年には形
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写真２ 奈良県大和地方に古くから伝わる「ボンテン」と呼ば
れている重弁白花青茎品種
（薬用植物資源研究センター北海道研究部）

写真３ シャクヤク薬用品種「北宰相」
（薬用植物資源研究センター北海道研究部）



質の異なる135株を選拔し、さらにその中から草
型、開花期、茎色、花色、柱頭色、子房色、子房
の毛の有無等の形質により114株を選拔した。そ
の後、１個体１系統として栄養繁殖により増殖を
はかり1977年に68系統を育成した。1977年から
1993年まで特性調査、収量試験、成分検定試験を
４回実施し、その過程で同一系統と思われる系統
を淘汰するなど選抜をくり返し、最終的に53系統
の中から、収量性が良く（10a 当たり生根重量、３
年生：1,27t、５年生1,67～2,34t）、Paf 含量が比
較的安定して日本薬局方の規定を満たす品種（３
年生, 3.90％；４年生, 4.81％；５年生：4.47％）
を選拔し、「北宰相」と命名して種苗法に基づく新
品種として登録出願し、1996年に薬用品種として
初めて登録された（登録 NO.5005、写真３）19) 。

薬用目的のシャクヤクの栽培では利用部である
根の肥大を促すために、着生したすべての蕾や花
を切り落とす作業を毎年行う必要があるが、その
作業には多大な労力を要するため、できるだけ着
蕾率の低い品種が望ましい。また、「北宰相」は活
性成分の一つであるアルビフロリン（Alb）含量
が0.1% 以下と極めて低いこと、調製した根の断
面が赤味を帯びるため生薬として好まれない傾向

がある等々の欠点があった。そこで、林らは、畠
山らが育成した上記53系統 (写真４）から、収量
性、根内部の色、Paf 含量、Alb 含量,着蕾率に着
目して引き続き特性調査、収量試験、成分検定試
験を継続した結果、収量性は「北宰相」よりやや
劣るものの、Paf 含量は同等であり(系統 NO.518,

特産種苗 第16号

－26－

写真５ 開花期における着蕾状況比較
（薬用植物資源研究センター北海道研究部）

写真４ 選拔対象とした53系統の株分け４年目株（薬用植物資源研究センター北海道研究部）



4.6%；北宰相, 4.6%；53系統全体, 3.8%)、Alb
含量は「北宰相」を上回り(系統 NO.518,0.28%；
北宰相, 0.04%；53系統全体, 0.55%)、加えて、
花芽の形成が著しく少なく（３年目着蕾率＊, 系
統 NO.518, ５ %；53系統全体、32～100％) 摘花
作業をほぼ省略できる品種（NO.518）を育成
し20) 、「べにしずか」と命名して現在新品種登録
出願中であり（2009年10月、登録出願番号：第
24217号、写真５）、本品種が薬用品種としては第
２号である。＊全茎数に対する着蕾した茎の割
合。

V. おわりに
現在日本では約250種類の生薬が主に利用され

ている。生薬芍薬は使用量からみるとカンゾウに
次いで第２位と極めて多く、2008年度使用量は1,
164トンでその内国内産は41トンと96% 以上を中
国の栽培品に依存している21) 。これは中国産の
価格が安いためであるが、中国経済の発展にとも
なう物価の高騰および農地や農業従事者人口の減
少、国内使用量の増加にともなう海外向け生薬価
格の高騰といった現象が近年見られている。この
ように、これまでのような安い価格での安定確保
が難しい時代を迎えており、今後の安定確保に向
けて安全性の高い国内栽培品の増産を求める声が
高まってきている。
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特集 技術開発 １ 薬用植物資源の収集、保存、新品種育成

カンゾウの新品種育成について

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター北海道研究部 林 茂樹

１．はじめに
マメ科の多年草、カンゾウ属、ウラルカンゾウ

（Glycyrrhiza uralensis Fisch.、図１）およびスペ
インカンゾウ（G. glabra L.）の乾燥した根およ
びストロン（地下茎）は、生薬「甘草（図２）」と
して第十六改正日本薬局方に収載され、漢方薬（葛
根湯、芍薬甘草湯、抑肝散等）の原料として用い
られている。「甘草」はグリチルリチン酸（トリテ
ルペンサポニン）やリクイリチン（フラボノイド）
等の活性成分を含み、一般用漢方製剤において約
70％に処方される最も汎用度が高い生薬である。
また、上記２種および G. inflata Batal.の抽出物
が医薬品、化粧品の原料として利用される他、グ
リチルリチン酸がショ糖の約200倍の甘さを持つ
ことから、食品添加物として広く利用されてい
る1)。さらに、北アメリカやヨーロッパではお菓
子として古くから親しまれている。

ウラルカンゾウは中国（東北、華北、西北）、モ
ンゴル、ロシア、中央アジア等に、スペインカン
ゾウはエジプト、スペイン、イタリア、トルコ、
イラン、イラク、中央アジア、中国（西北）等に
自生しており2)、紀元前1550年頃の古代エジプト
の医学書「エーベルス・パピルス」や3)、中国最古
の薬物書「神農本草経」にも記されている4)。日
本では756年に光明皇太后により正倉院に献納さ
れたのをはじめ、「薬種寄付状、1525年」には甲州
で栽培されていたことが記述されている5)。

２．資源の供給
現在、国内における商業生産は無く、海外から

の輸入にすべて依存している6)。生薬として国内
流通するのは、「東北甘草（内蒙古自治区東部、東
北地域産）、図２」や「西北甘草（内蒙古自治区西
部、西北地域産）」等の中国産が中心で、主に野生

のウラルカンゾウの根に由来する7)。ただし、近
年中国では、乱獲により急激に資源が減少し、環
境破壊や砂漠化が助長されることから、2000年６
月14日付の国務院通達「濫掘の禁止（採集許可制
度）」をはじめとして、野生資源の採取を厳しく制
限し、栽培化を奨励している8)。しかし、中国の
栽培品では日本薬局方の規格に適合するものが少
なく、生薬としては日本国内でほとんど流通して
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図１ ウラルカンゾウの形態について

図２ 生薬「甘草」



いない7)。また、1990年代から日本の製薬会社が
グリチルリチン酸の抽出原料としてオーストラリ
アでスペインカンゾウの栽培を開始し、年間
100～300t を生産していたが9)、干ばつが原因で
現在は生産を中止している。このような背景か
ら、カンゾウの持続的供給を目指した栽培体系の
確立が強く望まれる。

３．栽培および品質について
カンゾウは通常３年以上の栽培期間を要し、繁

殖には種子もしくはストロンを用いる（図３）。
種子繁殖は省力的であるが、遺伝的に固定された
品種がない現状では変異が大きく、収量や品質が
不安定である。一方、ストロン繁殖では、苗の作
成や定植に労力を要するが、無性繁殖であること
から収量や品質が比較的安定している。種子繁殖
で は 株 間 10～20cm、畝 幅 60cm で 10a 当 り
400～500g を播種する。なお、種子は乾燥すると
硬実性があるが、家庭用精米機等（胚芽米レベル）
で硬実打破処理すると硫酸処理と同等の高い発芽
率（80％以上）が簡易に得られる10)。ストロン繁
殖では、２芽以上入るよう10～20cm に切断し、
深さ５ cm、株間20～50cm、畝幅60～80cm で定
植する。播種および定植は５月上旬～中旬（北海
道）に 行 う。基 肥 と し て 10a 当 り 堆 肥
500～1000kg、苦土石灰60～100kg を施用。２年
目萌芽直後に10a 当たり窒素６～８ kg、燐酸５～
７ kg、加里８～12kg、苦土石灰60～100kg、３年
目萌芽直後に10a 当たり窒素10～15kg、燐酸
12～18kg、加里15～20kg、苦土石灰100kg の追肥
を行い中耕する2)。中耕・除草は適宜行なう。

生態的特徴としては、半乾燥地、貧栄養、アルカ
リ土壌11)および塩類集積土壌といった極めて過酷
な環境下でも自生し、気温が約50℃の高温12)、土
壌凍結の深さが80cm 以上12)、土壌溶液の電気伝
導度（EC）が25mS/cm 以上の高塩濃度土壌13)で
も生育が可能であることから、高いストレス耐性を
持つ。過酷な環境下で自生するが、砂土や火山灰
土壌でも良好な生育を示し、生育適応土壌の範囲
は広い。主根が地中深く伸長するため、膨軟で通
気性・排水性が良好な土壌に適する2,14)。

播種またはストロン定植後３年目の落葉時（９
月下旬～10月上旬）に地上部を刈り取る。根とス
トロンを収穫後、それらを切断・分離し、水洗後
に天日乾燥する。ウラルカンゾウ実生３年生にお
ける10a 当りの乾物収量はストロン300～500kg、
根300～400kg である。

生薬としては、第16改正日本薬局方においてグ
リチルリチン酸2.5％以上、灰分7.0％以下、酸不
溶性灰分2.0％以下、希エタノールエキス25％以
上と規定される。図４に示すように栽培日数に
伴ってグリチルリチン酸含量が直線的に増加する
が、３年目以降では２％前後で頭打ちとなる15)。
また、一次根よりも二次根16)、主根よりも分枝
根17)、主根よりもストロンから発生した不定
根18)、根またはストロンの基部よりも先端に近い
部位19,20)の含量がそれぞれ高くなる。

４．ウラルカンゾウの品種育成
ウラルカンゾウの栽培品は年数を経てもグリチ

ルリチン酸含量が野生品よりも顕著に低く、日本
薬局方の規定値2.5％を安定的に満たさないこと

（図４）が栽培化を阻む大きな
問題点となっている。このこと
から、国内における圃場栽培に
よってもグリチルリチン酸含量
が規定値2.5% を安定的に満た
すウラルカンゾウの品種の育成
が急務である。当センターで
は、北海道医療大学および株式
会社栃本天海堂との共同研究
で、グリチルリチン酸高含有系
統の育成を試みている。2008年
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ストロン苗 種子
図３ カンゾウの繁殖様式について



に実生から圃場栽培した５年生株を約600個体収
穫し、生育等を指標として100個体を選抜後、グリ
チルリチン酸含量を測定した。その結果、個体（以
後、系統）間でグリチルリチン酸含量に大きな変
異(0.46～4.67％、平均2.11％)が認められ21)、グ
リチルリチン酸含量が3.2～4.6％であった６系統
を第１次選抜し、特許出願（特開2011-50273）を
行った。次に、この６系統およびその他比較系統
の栄養繁殖３年目株について、グリチルリチン酸
含量の形質再現性を評価した結果、親株と栄養系
の間に強い正の相関関係（r=0.903、p ＜0.001、
n=60）が認められたことから、異なる条件下でも
本形質の再現性が高いことが判明した22)。また、
栄養系の根重およびグリチルリチン酸含量が最も
高かった系統 No.10（3.42±0.27％、n=6）、親株
および栄養系ともに根重およびグリチルリチン酸
含量が安定的に高かった系統 No.70（3.19±0.
63％、n=5）を第２次選抜系統とした。この２系
統については現在品種登録準備中である。また、
尾崎らは筒栽培において、根重とグリチルリチン
酸含量がともに高水準な系統を育成している18)。

５．おわりに
このように、栄養繁殖については国内での実生

産を可能とする品種の整備が進みつつある。収量
および品質の安定性から、現状では栄養繁殖が現
実的と思われる。しかし、従来のストロン繁殖の
みでは増殖に多大な時間を要することから、種苗
供給が生産規模拡大の律速となる。このことか
ら、効率的な種苗増殖体系の確立に現在取り組ん
でいる。また、繁殖効率、栽培にかかる作業効率
および植物体の環境適応性を考慮すると種子繁殖
が望ましく、将来的にはそれを可能とする品種の
育成が望まれる。
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図４ 生育期間と主根のグリチルリチン酸含量の関係．
異なるアルファベット間に５％水準で有意差あり
（Tukey-Kramer の HSD検定）。ウラルカンゾウの実生
繁殖株を調査対象とした。



特集 技術開発 ２ 栽培技術

北海道における農業機械化と薬用植物研究の歴史および
機械化薬用植物栽培の展望

（独）農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究センター 村上 則幸

１．はじめに
北海道の農家戸数は昭和35年の23万４千戸から

平成25年には４万２千戸まで減少している。この
農家人口の減少に伴い、北海道の１戸あたりの平
均耕地面積も昭和35年が3.5ha であったのに対
し、平成25年には25.8ha に達しており、都府県の
15.0倍となっている。機械化に代表される省力栽
培技術が、労力不足を補い、規模拡大により農地
を維持している。

しかし、今後は現行技術での農地の集積による規
模拡大への対応にも限界が来ており、特に水田作
地帯では今後の大幅な農業人口の減少により、一
層規模拡大が進むことが予想される1)。このような
状況の下、既に機械化栽培体系の確立されている
水稲や小麦等の主要作物においても、より省力的な
作業技術栽培体系の構築が求められている。

その一方で、国際的な競争力の面で厳しい主要
作物以外で収益性が高く、省力かつ大規模栽培可
能な作物を求める動きもあり、薬用植物には、中
国等での価格の高騰などの理由から国内生産の拡
大が望まれており、特に北海道では将来の輪作体
系において一翼を担える作物として期待されてい
る。今後の生産拡大の一つのカギが栽培の省力化
であり、主要作物と同様の機械化栽培体系をいか
に構築するかが課題となっている。

そこで、本報ではこれまでの、北海道における
農業機械化と薬用植物研究の歴史をひも解きなが
ら、将来の機械化薬用植物栽培について、研究事
例を交えて展望する。

２．北海道における機械化農業の歴史と現状
（１）農業機械化の歴史

北海道においては戦前より、試験研究機関等に
海外製のトラクタや畑作、酪農用作業機が輸入さ

れ、一部で使用されていた。
図１に示すトラクタは北海道農業研究センター

で戦前使われていたケロシン（灯油）を燃料とす
るトラクタである。大正時代に生産された、国内
に現存するトラクタとしては最古のもののひとつ
である。

これらの事例はあるものの、内燃機関を搭載し
た屋外作業機による圃場作業の本格的な機械化は
昭和30年代の国産耕うん機の普及からである。

その他では、脱穀機等の定置型機械については、
モータ駆動のものが戦前より使われていた。

飛躍的に省力化が進んだのは水田作である。昭
和40年代に登場した田植え機、収穫機（コンバイ
ン）が急速に普及したことにより水田作の機械化
一貫作業体系が完成し、現在に至っている（表１）。
（２）畑作の機械化

北海道の主要な畑作物である豆、テンサイ、小
麦、バレイショについては、機械化作業体系が完
成しており、北海道は大規模であることから、ト
ラクタをはじめ海外製の作業機が数多く導入され
ており、小麦については、上述の水稲以上の省力
化を実現している。
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図１ BEST社製トラクタ(1925年頃)



国産作業機についても、ダイズ、タマネギなど
で用いる畦間除草機では、国産メーカの製品が広
く使われており、特に有機栽培等の特別栽培では
欠かせない作業機となっている。

野菜の移植作業については、機械化研究の歴史
が長く、多くの市販機がある。収穫についてもダ
イコン、ニンジン等の根菜類については収穫機が
普及している。キャベツ等の葉菜類の収穫につい
ては研究の歴史は長く、市販機もみられるものの
マーケットの求める損傷等の基準が高く、広く普
及するには至っていない。

３．薬用植物栽培の歴史
（１）北海道における薬用植物栽培の歴史

明治以降、北海道において数多くの薬用植物が
栽培、あるいは栽培試験が行われていた。例えば
薄荷（ハッカ）は最盛期の昭和14年には、作付面
積２万ヘクタール、実に世界の７割の薄荷が北海
道北見市周辺で栽培されていた2)。しかし、その
後は安い海外製に押され次第に衰退していく。現
在は滝上町等でわずかに栽培されている3)。
（２）北海道農業研究センター（北海道農業試験場）

での研究の歴史
文献4-5)によると北海道農業試験場時代に以下

の研究が報告されている。以下にその概要を示
す。
①カンゾウ

昭和28年
長野県で栽培されていたソ連北東部及中国を原

産とするウラルカンゾウを導入
昭和29年から
北大薬学部との共同研究開始、海外種の導入と

栽培適否試験を実施
昭和32から34年
種子の発芽温度に関する試験、種子の発芽促進

処理促処措、不良環境地帯での栽培を目的とした
適応性調査

昭和33年以降
根腐菌に関する研究
昭和34年
根中エキス並びにグリチルリチンサンの分布に

関する研究
三要素吸収量に関する研究
昭和35年
良質なカンゾウ（Glycyrrhiza glabra Linne）の

選定
昭和38から43年
粗粒火山礫地帯（勇払）での適応性に関する試

験
②ミブヨモギ

昭和12年から
栽培適否試験開始
昭和19年
山科２号を優良品種に選定
昭和22年
北系 A-14号（銀葉）を優良品種に選定
昭和26年
F18号（石狩）を優良品種に選定
昭和24年以降
栽培試験を中止

③センキュウ
明治33年から
石狩、後志、胆振、上川及び網走で栽培
昭和元から10年
栽培時期並びに種根の大小と品質に関する試験
昭和10年
葉枯病防除試験

④キッソウ
北海道に導入された年次は不明
昭和元から12年
栽培適否並びに摘心に関する試験

このように、北海道農業試験場では長年薬用植
物の研究に取り組んでおり、その成果は民間企業
や他の試験研究機関へと引き継がれていった。

最近になって主に中国での需要の増大や、中国
での環境保全を目的とした輸出規制等により国内
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表１ 水稲10a あたりの全国平均作業時間の推移（時間）

昭和40年 昭和50年 平成12年 平成20年

田植え 24.4 12.2 4.7 3.5

稲刈り・脱穀 47.9 21.8 5.6 3.8

農林水産統計「農産物生産費調査より」



生産強化の動きを受けて、北海道での大規模生産
を実現するための省力的な機械化栽培技術等の研
究が進められている。

以下に、生産現場の実情に適した薬用植物の省
力栽培方法として、既存の作業機を利用した生薬
オウギの収穫作業の省力化に関する研究事例6)等
を交えて、北海道における機械化薬用栽培につい
て展望する。

４．薬用植物栽培の機械化
（１）既存作業機の汎用利用
１）ゴボウ収穫機による生薬オウギの収穫

生薬オウギの原料はマメ科の多年生草本で、生
薬に用いる部位は根であり、強壮、利尿、血圧降
下、止汗作用がある。根はほぼ円柱形で長さは
30～100cm、根頭径0.7～２ cm でところどころに
側根をつける。収穫は地上部を茎葉処理後に根を
堀取る。生薬成分を含まない茎部は異物となるた
めこれを除去等して調製し、洗浄、乾燥を経て出
荷に至る。

根の形状がゴボウに似ていることから、ゴボウ
収穫機（Ｔ社 HR900）を用いた機械収穫体系と慣
行の収穫体系で作業能率や負担を比較した。

慣行の収穫作業はゴボウリフタ用い人力で堀
取った根の土を払い、所々に集積した後にパレッ
トに積込んで回収する（図２）。機械収穫体系は
収穫機オペレータと補助作業者の２人体系で行っ
た。補助作業者は機械で掘り取れなかった根を人

力で堀取り、ストッカーからこぼれた根を拾う（図
３）。
２）作業能率

作業能率は表２に示すように収穫機の利用によ
り、従来手作業で行っていた掘り取り作業の省力
化により慣行の4.1倍に向上した。ただし、圃場
作業効率は途中、ベルトや搬送部分に詰まった土
や茎葉を取り除く作業のためにより低下した。収
穫機の引き抜き率は89％であり、表３に示すよう
に、機械により収穫できる根とできない根とは形
状に違いのある事が明らかとなった。以上の結果
より、根の形状によっては、残根の人力収穫負担
が増大する可能性はあるものの、ゴボウ収穫機の
導入がオウギの収穫作業能率と作業負担の改善に
有効であると考えられる。
（２）薬用植物栽培の省力化に向けて

上述の生薬オウギの例にもみられるように、開
発コストの問題等から専用機開発が困難である薬
用植物栽培の機械化については、まず既存機械の
汎用利用についての検討が重要である。特に北海
道の畑作地帯においては、生産者がテンサイやバ
レイショ等の移植機や収穫機を保有しており、そ
れらの機械が利用できれば、作業の省力化面から
薬用植物導入のハードルが下がる。

汎用利用を含め薬用植物の機械化栽培で問題と
なるのは、薬用植物は一般の作物に比べて個体間
の形状・性質的なばらつきが大きく、作業対象と
なる部位の形状などを絞り込むことが困難な点で
ある。そのため、形状などの個体間差が大きくて
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図２ 従来の作業方法

図３ ゴボウ収穫機による収穫

表２ 作業能率の比較

作 業 体 系
調 査 年 単位 慣行

2006年
機械

2007年

作 業 人 数 （人） 6 2

作 業 能 率 （人・時/ha） 156.3 38.3

圃 場 作 業 効 率 (％) 71.4 64.8

表３ 引き抜き精度とキバナオウギの形状の関係

引抜き根 残根 ｔ検定結果

主 根 長
(cm) 46±9.7 33±4.9 １％水準で有意差あり

根 頭 径
(mm) 13.1±4.8 9.1±3.6 ５％水準で有意差あり

平均値±標準偏差



も対応できようにしようとすると、機械が複雑・
高価になる。さらに所要動力の増大等により、コ
ストやメインテンスの問題から普及が困難になる
ことが懸念される。そこで以下の点に留意する必
要があると考える。
①特に原料のばらつきが大きい収穫用の機械では

構造の複雑化を招かない範囲で把持機構部等の
材質、形状などを工夫する。

②ばらつきが産地、品種などで特定の傾向にあれ
ば部分的にアタッチメントにする。

②自動化技術による可能性
小型コンピュータなどによる、制御技術が比較

的安価になってきていることから、将来は複雑な
機構を用いなくても自動制御技術を活用して、構
造をシンプルにしてかつ広範な作業条件にも柔軟
に対応できる可能性がある。

その一例として、油圧制御式の汎用移植を示
す8)。

田植え作業との競合による労力不足の回避がカ
ボチャの栽培定着のために重要であることから、
田植え前定植での霜害の影響を受けにくい大苗
ポット、田植後の定植省力化のためのセル成型苗
の双方に対応し、作業分散を可能にすることを目
的として開発した（図４）。移植機は苗の供給を
人力により行う半自動式のトラクタ直装式で、開
孔器の昇降並びに開閉はトラクタの油圧を利用す
る。距離センサにより走行距離を検出して、設定
の間隔で油圧シリンダを制御して植え付けを行
う。ユニットの交換により、セル成型苗、ポット
苗に対応できる。本機によって、ポット径12cm

の大苗を移植したところ、作業速度は13cm/秒で、
株間40cm 設定では、約３秒/苗の植え付けが可能
で、人力作業と比較し省力効果が確認できた。自
由自在に株間が設定でき、苗の形状にもアタッチ
メントの交換などで柔軟に対応でき、かつ安価な
作業機は今後、薬用植物のような多品目少量生産
で有望かもしれない。

５．まとめ
畑作物を中心とした農作業省力化の知見から、

薬用植物の機械化栽培技術の展開方向を検討し
た。薬用植物の機械化栽培は、機械開発への投資
では野菜等と同様に厳しい面があるが、既存機械
の汎用利用を軸に考えると、新たな作業機の導入
コストを抑えて、省力的な薬用植物栽培が実現で
きるばかりでなく、既存機械の稼働率向上にもつ
ながり、農業経営全体へプラスとなる可能性もあ
る。

薬用植物栽培の省力化に貢献できるよう、微力
ながら今後も研究を進める所存である。
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図４ 試作汎用移植機
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植物工場における薬用植物の栽培・生産

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部 育種生理研究室長 吉松 嘉代
（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部育種生理研究室 特任研究員 乾 貴幸

１．はじめに
超高齢化社会の日本では、生活習慣病、認知症、

更年期障害等の、現代医学（西洋医学）だけでは
治療が困難な疾患が増加している。最近、これら
の疾患に対し、漢方薬が有効なことが科学的に証
明されるようになり、臨床現場においても漢方薬
の使用量は増加しており、漢方薬を処方する医師
は全体の89.0％に上る（2011年の日本漢方生薬製
剤協会の調査）。また、厚生労働省においても、
2010年より「統合医療プロジェクトチーム」を設
置し、臨床現場における漢方薬の安全性・有効性
の科学的根拠の創出を推進している。現在、漢方
薬市場は着実に成長している（図１）。

その一方、漢方薬の原料となる生薬（その多く
は植物生薬）の供給は、その約90％（2008年の日
本漢方生薬製剤協会の調査では87.8％、2011年の
東日本大震災後はさらに上昇）を海外からの輸入
に依存している（表１）。そして、その多くが中国
産である（同調査において83.0％）。

漢方薬は通常複数の生薬より構成されており、
たとえば、風邪の引き始めにしばしば処方される
葛根湯は、甘草、葛根、麻黄、桂枝、芍薬、生姜、
大棗の７種類の生薬より製造される。
漢方薬は、一生薬でも欠けると製造で
きなくなるため、多品目の生薬が必要
である。しかし、個々の生薬の使用量
は、日々の食糧となる野菜や穀物等の
農作物に比べてはるかに少なく、原産
国においても栽培化は進んでいない。
生薬の供給の多くは、依然として、野
生植物の採取に依存している。従っ
て、輸出国の気象や経済・政治状況な
どによって影響を受け、恒常的な需要

を満たすには不安定な状態であり、現に麻黄（表
１：９位）や甘草（同：１位）の輸入は制限され
ている。

一般に薬用植物は、栽培期間が長く、栽培が難
しく費やす労力が大きいため、農業労働者の高齢
化が進む日本では栽培が敬遠される傾向が強い

［厚生労働省 薬用植物の利用開発等に関する検
討について（中間まとめ）平成14年３月］。また、
その含有する薬用成分の組成・含量は、生育環境
により大きく左右され、収穫時期や乾燥・保管及び
加工条件も生薬の薬用成分含量に影響を与える。

このような背景の中、植物工場における薬用植
物の栽培（植物生薬の生産）は、表２に示すよう
な優れた点を持ち、生薬の安心・安全な安定供給
に有効である。

本稿では、生薬「甘草」の基原植物であるウラ
ルカンゾウと、生薬「黄連」の基原植物であるセ
リバオウレンについて、植物工場における薬用植
物の栽培・生産について紹介する。

２．「甘草」について
日本薬局方1）において、生薬の「甘草」は、「本
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図１ 「漢方製剤等」の年次別生産金額（平成23年「薬事工業生産動態統計年報」
より）



品 は Glycyrrhiza uralensis Fischer 又 は
Glycyrrhiza glabra Linné（Leguminosae）の根及
びストロンで、ときには周皮を除いたもの（皮去
りカンゾウ）である。本品は定量するとき、換算
した生薬の乾燥物に対し、グリチルリチン酸（C42

H62O16：822.93）2.5％以上を含む」と規定されて
いる。前記２種の植物のうち、日本で漢方・生薬
製 剤 等 の 原 料 と し て 使 用 さ れ て い る の は
Glycyrrhiza uralensis Fischer（ウラルカンゾウ）
より製造された「甘草」である。
「甘草」は、漢方薬としての使用頻度及び使用量

が最も多く、医療用漢方製剤148処方中109処方
（73.6％）に、また、一般用漢方製剤294処方中213
処方（72.4％）に配合されている2、3）（図２）。そ
の主成分であるグリチルリチン酸（図３）は、抗
炎症、肝臓保護、抗アレルギー作用等の薬理活性
を有し、また、砂糖の200倍とされる強い甘み4）

を有することから、医薬品、化粧品、甘味料とし
て広く利用されている4）。
「甘草」の供給のほとんどは中国からの輸入品

（主に野生植物より製造）である（表１、図２）5）。
近年、「甘草」資源の枯渇化が顕在化しているため、
中国では資源保護のための政策（採取制限、輸出
規制等）が強化されている5）。さらに、中国や欧

米でも「甘草」の需要は増加し、また、最近の中
国の著しい経済成長に伴う物価・人件費上昇も相
まって供給価格が高騰し、「甘草」資源の持続的確
保が困難になっている。「甘草」は、第二のレア
アースとも呼ばれるようになっている。
「甘草」の安定確保あるいは国内商業生産を目

指し、これまでに多くの圃場栽培研究が行われて
きた5-10）。最近ではいくつかの成功例が報告さ
れているが、多くの報告例において「甘草」の栽
培品は概して野生品よりもグリチルリチン酸含量
が低く、日本薬局方の規定値2.5％以上1）を満た
すためには、少なくとも３年以上の栽培期間が必
要とされている5、8）。野外栽培は、異常気象や
2011年の東日本大地震のような自然災害及び原発
事故のような人為的な環境かく乱等の影響を受け
やすい。
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表１ 2008年の使用量上位20生薬の使用量及び生産国（原料生薬使用量等調査報告書-平成20年度の使用量－平成23年７月15日
日本漢方生薬製剤協会生薬委員会より）

表２ 植物工場における薬用植物の栽培・生産の利点



我々は、2001年頃からウラ
ルカンゾウの組織培養物の誘
導と効率的増殖に関する研究
を開始し、2006年頃より植物
工場での「甘草」生産に関す
る研究を開始した。2008年下
半期からは、医薬基盤研究所、
鹿島建設、千葉大学の三者の
共同研究「甘草の人工水耕栽
培システムの開発」を実施し
た（但し、2009年は豊田通商
を加えた四者）（図４）。本研
究は、産官学の高次元での連
携の好例として第９回産学官
連携功労者表彰（2011年９月
22日）において、厚生労働大
臣賞を受賞した。

３．植物工場におけるウラル
カンゾウの水耕栽培

一般に、水耕法で栽培した
植物の根は分枝根が多く根部
が肥大しないことから、肥大
した根を生薬として使用する
薬用植物の生産において、水
耕栽培の実用化は困難である
とされてきた。我々は、1990
年頃より、循環型湛液水耕法
による薬用植物の生産に関す
る研究を実施し、地上部を使
用部位とするケシ、キダチコ
ミカンソウ、ジギタリス、ハッカ、クソニンジン
等の薬用植物については、生育期間の短縮、薬用
成分含量と収量において良好な結果が得られた。
しかし、地下部を使用部位とする生薬の生産には
不向きであった。

そこで、植物工場内でのウラルカンゾウの水耕
栽培のための水耕栽培装置（根が水耕液中に浸さ
れず、植物体の根部はハイドロボール、パミスサ
ンド等の支持体中で生育し、下方から毛細管現象
により肥料養液が供給される）11）を考案し、閉鎖
温室内（温度20-25℃、相対湿度50-60％、明期

14-16時間／日）でウラルカンゾウ培養苗の水耕
栽培を行った。植物材料は、ウラルカンゾウ組織
培養体２系統のうち、閉鎖温室内での土耕栽培（鉢
栽培）で、根の収量及びグリチルリチン酸含量が
より高かった系統を選択し、さらに、本系統の培
養シュートより、植物組織培養での増殖効率の高
いサブクローンを得、水耕栽培装置へ植付けた。
閉鎖温室内の土耕栽培（鉢栽培）では、根のグリ
チルリチン酸含量が2.5％以上になるまでに1000
日以上を要した。一方、水耕栽培で得た根

（Gu2-3-2）のグリチルリチン酸含量は、400日後
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図２ 「甘草」を取り巻く状況

図３ ウラルカンゾウに含有される代表的な薬用成分とその作用



に2.95％、740日後に5.22％となり、同生育環境の
土耕栽培に比べてグリチルリチン酸の生産効率が
高く、同水耕「甘草」は、日本薬局方の他の規格：
確認試験（TLC 法）、乾燥減量、灰分、酸不溶性灰
分、エキス含量（希エタノールエキス）において
も規定値を満たした（図５）。

ウラルカンゾウの野外での筒栽培で生産され
た、グリチルリチン酸含量2.5％以上を満たす「甘
草（２年生根）」は、フラボノイドであるリクイリ
チン含量が、市場品に比べて低いと報告されてい
る9）。リクイリチン（図３）は、「甘草」の主要成
分の一つで、抗うつ、抗酸化や神経栄養作用（ア
ルツハイマー型認知症やパーキンソン病等の神経
変性の疾患の治療に効果的とされている）が報告
されている12）。我々が約２年間（740日）の水耕
栽培で得た甘草（根）は1.0％以上のリクイリチン
を含有していたことから、植物工場での水耕栽培
は甘草が含有するフラボノイド類の生産方法とし
ても優れていることが判明した。

４．植物工場での水耕栽培に適したウラルカンゾ
ウ優良株の選抜と育成

栽培環境に適した薬用植物優良系統の選抜は、

生薬生産効率をより高めるために重要な要素の一
つであり、種々（導入元や形質が異なる）系統の
種子は選抜材料として好適である。筑波研究部圃
場栽培のウラルカンゾウは開花・結実が困難なた
め、北海道研究部で採取した３系統のウラルカン
ゾウ種子を材料に水耕栽培に適した優良系統の選
抜及び優良株の選抜を行った。

ウラルカンゾウの原産地は中国北部、モンゴル
である。1993年の生物多様性条約（CBD）発行以
降、各国で「遺伝子資源へのアクセスと利益配分

（ABS）」のルールづくりが行われ、資源保有国が
自国の天然資源に対しての主権的権利を主張する
ようになっている。そこで、供試種子は1993年以
前から国内に保有されていたことが確認できた植
物の種子を用いた。

まず系統間の形質の差の確認のため、３系統それ
ぞれの種子より育成した植物体を、前述の水耕栽培
装置に植付けて閉鎖温室内で半年及び１年間水耕
栽培して根の収量と二次代謝物含量を調査し、い
ずれの形質も最高値を示した１系統を選抜した。

次に、グロースチャンバー室内（温度25℃、相
対湿度60％、明期18時間／日）で前述の選抜系統
の種子より育成した植物体（20個体）を水耕栽培
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図４ 「甘草人工水耕栽培システムの開発」（2008-2011）



して根の収量と二次代謝物含量を調査し、グリチ
ルリチン酸含量が高く根の収量が良好な優良株２
クローンを選抜した。本株は、植物組織培養での
増殖効率が低いものの、水耕栽培で得たストロン
を挿し穂とする挿木増殖が可能であり、本優良株
の苗（GuTS71-08IV2）を同様に200日間水耕栽培
した結果、二次代謝物高生産性が維持されている
ことを確認した（根中の含量：グリチルリチン酸
2.5％、リクイリチン0.7％、グリシクマリン0.
3％）。これらの優良株及び増殖法については特許
を出願した13）。

５．植物工場におけるセリバオウレンの水耕栽培
生薬「黄連」は、日本薬局方1）において、「オウ

レ ン Coptis japonica Makino, Coptis chinensis
Franchet, Coptis deltoidea C.Y. Cheng et Hsiao
又は Coptis teeta Wallich (Ranunculaceae）の根を
ほとんど除いた根茎である」と規定されている。

黄連は、苦味健胃、整腸、止瀉等の作用を有し、
胃炎、二日酔い、高血圧、神経症等に用いられる
黄連解毒湯のほか、漢方処方の約１割に配合され
る重要生薬の一つである2）。また、その主成分で
あるベルベリンは、抗菌、抗炎症作用に加えて、
血中 LDL コレステロール濃度や血糖値を低下さ
せる作用14、15）などメタボリックシンドロームに
対する効果からも注目されている。

日本産黄連の品質は高く、かつては海外にも輸

出されていた。しかし、日本薬局方の規格を満た
す生薬の生産には、畑栽培で５年、林床栽培では
15年以上の長い栽培期間を必要とし、農家の高齢
化に加え、薬価の低下や安価な中国産黄連に押さ
れて国内栽培は衰退し、2008年には静岡県、富山
県、福井県等で350kg が生産されるのみで、その
使用量の９割以上を海外からの輸入に依存してい
る16、17）。

そこで、高品質かつ安心・安全な黄連の効率的
な生産技術の確立を目指し、セリバオウレン（C.
japonica Makino var. dissecta Nakai）の植物工場
での水耕栽培を試みた。

組織培養により継代・増殖したセリバオウレン
の培養苗を材料に、20℃、相対湿度60％、14時間
明期（約100μmol/m2s）の条件で、支持体にパミ
スサンド（大江化学工業、粒度2.4～5.0mm）を使
用し、養液に推奨の１/４～３/４濃度のマツザキ
１号・２号（マツザキアグリビジネス、推奨濃度：
１号6.0g ＋２号4.0g/８ L）を用い、底面潅水方
式（図６）11）にて、半年及び１年間水耕栽培した。

収穫根茎は、葉柄、茎及び根をなるべく除去し、
50℃で３～４日間乾燥し、第16改正日本薬局方の
黄連の項に準じて、確認試験（TLC 法）、鏡検（内
部形態の確認）、純度試験（ヒ素）、灰分、酸不溶
性灰分、乾燥減量、ベルベリン含量の測定等、各
種日本薬局方試験を行い、その適否を判断した（い
くつかの試験はスケールダウンで実施）。
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図５ ウラルカンゾウ選抜サブクローン（Gu2-3-2）の水耕栽培



水耕栽培の結果、図７に示すような植物体が得
られ、水耕栽培品の根茎乾燥物を畑で５年間栽培
した日本産黄連市場流通品と比較すると、形状は
比較的似ていたが、水耕栽培１年品では分岐が増
加する傾向が認められた（図８）。また、確認試験

（TLC 法）の結果、水耕栽培品は、市場流通品の
日本産黄連、中国産黄連と同様にベルベリン標準
品とほぼ同じ Rf 値（0.5付近）に黄緑色の蛍光ス
ポットが得られ、日本薬局方規格に適合していた。
また、中国産黄連には、日本産黄連には認められ
ないスポットが Rf 値0.3付近に認められるが、本
水耕栽培品は、日本産黄連と同一の TLC パター
ンを示し、水耕栽培品においても TLC により日
本産オウレンを基原とすることを確認可能であっ
た（図９）。さらに鏡検（内部形態観察）、及び、
純度試験（ヒ素）、灰分、酸不溶性灰分、乾燥減量
の測定の結果、いずれの項目も日本薬局方の規格
に適合していた（表３）。

第16改正日本薬局方では、黄連のベルベリン含

量の規格値として、「換算した生薬の乾燥物に対
し，ベルベリン[ベルベリン塩化物（C20 H18

ClNO4：371.81）として]4.2％以上を含む．」と規
定されている。HPLC 法によりベルベリンを定量
した結果、水耕栽培では約半年間とわずかな栽培
期間で８％以上の高いベルベリン含量を示し、栽
培１年後でも高含量が安定的に維持されているこ
とが明らかとなった。

上記結果をもとに、栽培１年間当たりに換算し
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図６ セリバオウレンの水耕栽培概要

図７ 水耕栽培セリバオウレン（約１年間）

図８ 畑作及び水耕栽培オウレンの根茎

（A）畑作５年品、（B）水耕栽培半年品、
（C）水耕栽培1年品、― : 1 cm

図９ 市場流通品黄連及び水耕栽培黄連の確認試験（TLC法）
結果



た栽培面積当たりの根茎収量及びベルベリン収量
を算出すると、水耕栽培半年品は根茎収量が
13g/m2・年、ベルベリン収量が1.1g/m2・年であっ
た。同じく、水耕栽培１年品は根茎収量が
40g/m2・年、ベルベリン収量が3.3g/m2・年であっ
た。すなわち、栽培期間を半年間から２倍の１年
間に延長することにより、根茎収量・ベルベリン
収量を約３倍に高めることが可能であった。ま
た、これら収量は、畑栽培の１年間当たりの換算
収量の一例、根茎収量が10g/m2・年、ベルベリン
収量が0.74g/m2・年を上回った。

以上、今後、栽培条件の最適化による更なる収
量増加も期待され、植物工場における水耕栽培に
より、日本薬局方の規格に適合した黄連を短い栽
培期間で効率的に生産可能であることが示され
た。

６．おわりに
以上のように、植物工場での水耕栽培に適した

薬用植物優良苗とそれぞれの薬用植物に好適な装
置及び栽培環境の組合せにより、生薬あるいは薬
用成分の効率的生産が短期間で可能であることが
示された。

植物工場で生産された生薬が医薬品として製品
化された事例は未だなく、また、生薬・漢方製剤
業界内では、野生品を栽培品より良品とみなす傾
向が強い。そこで、2012年度から、医薬基盤研究
所を中心に、厚生労働科学研究「人工水耕栽培シ
ステムにより生産した甘草等漢方薬原料生薬の実
用化に向けた実証的研究」を開始し、複数の企業・
大学の協力のもと、「甘草」をはじめとした漢方薬
原料生薬の安心・安全な安定供給を目指し、水耕

栽培による生薬生産の実用化を進めるとともに、
生産された生薬の安全性・有効性の検証を進めて
いる。
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特集 技術開発 ２ 栽培技術

薬用植物の筒栽培とその応用

(株)新日本医薬 岩国本郷研究所 末岡 昭宣・吉岡 達文

１．はじめに
株式会社新日本医薬岩国本郷研究所は2006年10

月、安全性の高い高品質な国産生薬の生産を目的
とし、山口県岩国市と進出協定を締結後、新日本
製薬株式会社岩国本郷研究所として開設された。
その後、平成24年４月、グループ会社である株式
会社新日本医薬へ所属が移り、現在に至っている。

生薬となる薬用植物の中には根茎を利用するも
のが多く、本研究所では開設当初より効率良く根
茎を肥大させる方法の１つとして、塩ビパイプ等
を使用した立体的な栽培に取組んできた。この栽
培方法を、我々は筒栽培と呼んでいる。

現在までに、二十種類程度の薬用植物について
栽培試験を行っており、その中でもカンゾウ

（Glycyrriza uralensis Fisher, G.glabra Linne）・
ムラサキ（Lithospermum erythrohizon Seib. et
Zucc.）については実用栽培を見据えた重要品目
として栽培試験に取り組んできた。今回、この２
品目を中心にこれまでの栽培試験について報告す
る。

２．カンゾウの筒栽培
１）背景

重要生薬の甘草は、現代医薬品原料とされ、ま
た、約７割の漢方処方に配合される。甘味料、矯
味料などとしても多用されており、我が国では、
医薬品原料だけでも年間千数百トンが輸入されて
い る。そ の 基 原 植 物 は Glycyrrhiza uralensis
Fisher および G. glabra Linn.であり、日本では
その全量を輸入に頼っている。しかしながら、近
年資源の枯渇化や品質の低下などが危惧されてお
り、甘草資源の安定供給対策が急務であると考え
られている。特に、2000年６月、中国政府から草
原資源の生態環境の保護と砂漠化防止のため、乱
獲や自由な販売を禁止する通知が出され、日本国
内での栽培が必要であると考えられるようになっ
た。また、尖閣諸島をめぐる問題からレアアース
の輸入が困難になった例があり、生薬も輸入が困
難になる可能性があると懸念されているほか、農
薬などによる汚染も心配されている。現在、いま
だ本格的な生産には至っていないが、様々な分野
で研究･栽培試験が行われ、カンゾウの国内栽培
が現実味を帯びてきている。
２）供試材料及び栽培方法

カンゾウの国内実用栽培に向け、まず次の３項
目を設定し、2007年より栽培試験を開始した。

⑴地下部の生育が速いこと
⑵グリチルリチン(以下ＧＬと略記)含量が2.

5％以上であり再現性があること
⑶２年間の栽培で乾燥重量200g/筒(根頭部･細

根を除く)以上収穫できること
配合の異なる10種類の培土を用い、直径10㎝、

長さ50～80㎝の塩ビパイプに、排水用の穴（径５
～７ mm）を５～13個開けたキャップを底に付け、
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異なる３ハウスに設置した。筒間は最大20㎝と
し、１筒に１本または３本のプラグ苗を移植、も
しくは播種(３箇所各１粒)を行った。ハウス内は
無加温とした。

ウラルカンゾウの種子はモンゴル由来、スペイ
ンカンゾウの種子は（独）医薬基盤研究所薬用植
物資源研究センター北海道研究部のものを使用し
た。甘草屋敷（山梨県甲州市塩山）由来を含むウ
ラルカンゾウ培養苗は、武田薬品工業(株)京都薬
用植物園より、またウラルカンゾウとスペインカ
ンゾウのストロン苗は大阪薬科大学から恵与を受
けた。培養苗はクリーンルーム内で増殖し、順化
後に使用した。

2008年には塩ビパイプに替わる新たな素材とし
て、耐水紙を利用した栽培筒の開発を始め、試験
の後、2010年には数種の薬用植物で栽培確認試験
をスタートしている。
３）収穫

最初の収穫は2007年11月より、８～10ヶ月栽培
した地上部のある程度大きくなった１年栽培品を
収穫し、２年目は2008年11月より前年に収穫しな
かった残りの株を収穫した。３年目以降は、各機
関より譲り受けた系統から生産したクローン苗を
栽培し収穫を行った。一部のものは３年間栽培を
行ったが、基本的な栽培期間は２年とした。
４）結果

これまでの筒栽培試験の結果、以下のようなこ
とが確認できている。
① 発芽処理した種子を直播すると，分枝が少な

く、先端と根元の径が変わらない円柱形の太い

主根が得られた。
② １筒に３粒の種子を蒔くと発芽期間に差があ

り、その後の生育に大きく影響をし、３本が同
じ程度に太く肥大することは少なく、１～２本
は太く生長したが、１～２本は細いものとなっ
た。

③ プラグ苗を植付けた場合には根は数本に分か
れ、それぞれが肥大した。生育が速い株では１
年で生重量200ｇ、２年で400ｇを超えるため１
本植えで十分であることが分かった。

④ 発芽期間の差などによって、初期生育が遅れ
ると、他の株の陰となり、生育が妨げられるこ
ともあってか、その後も大きく生育することは
無く、収穫量も著しく低下した。

⑤ 実生栽培品では、１年目はストロンの発生は
少なく、２年目も栽培筒内が乾燥状態にあるた
めストロンの発生は大幅に抑制される結果と
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写真１．ウラルカンゾウの花

写真２．ウラルカンゾウの筒栽培

写真３．収穫したウラルカンゾウの根
（筒栽培２年栽培品）



なった。
⑥ 筒底の穴数は径５～８ mm で数が多い方が

収量の増加傾向が見られた。
⑦ 筒内培土の違いや肥料の有無・種類で生育に

大きな差が見られたが、ハウス内の土壌によっ
ても大きく生長が異なった。これまでの土壌分
析の結果、幾つかの傾向を確認できている。

⑧ 実生栽培品では根茎の肥大及びＧＬ含量に大
きなバラツキが見られた。栽培期間が１年から
２年になることで根は肥大し収穫量は増加した
が、ＧＬ含量は微増に留まった。

⑨ 実生栽培品のＧＬ含量の平均は１年生1.
08％、２年生1.12％であり、２年間の栽培では
2.5％を超えるものは非常に少ない結果となっ
た。

⑩ ＧＬ含量は主根よりもストロンやストロンか
ら伸長した根の方が高い傾向があることを確認
したが、根の肥大の速いものはＧＬ含量が低く、
また、根色が薄いものも低い傾向にあった。

⑪ 実生２年栽培品の主根とストロンのＧＬ含量
を比較した結果、ストロンの方が主根よりも約
0.5～1.5％高い結果となった。

⑫ 研究所での筒栽培試験では、ウラルカンゾウ
の茎は真っ直ぐ上方へ伸びずに、横方向へ広が
るように伸長した。このため、筒の設置間隔が
広い方が生育は良く、筒間の違いにより収穫量
に大きな差が見られた。十分に根を肥大させる
ためには筒の設置間隔を広くすることが望まし
いが、ハウス内に設置できる本数が減ってしま
うため、収穫量や品質・作業量やコストなどトー
タル的に考え、最適な条件を選定しなければな
らない。

⑬ スペインカンゾウはウラルカンゾウと比較
し、茎は直立に伸長する他、地上部・地下部と
も生育が早く病害虫も発生しにくい事が分かっ
た。

３．ムラサキの筒栽培
１）背景

ムラサキ Lithospermum erythrorhizon Sieb.et
Zucc.（ムラサキ科）の根はシコン（紫根・硬紫
根）と呼ばれ、薬用・草木染・化粧品等の原料に

供される。わが国ではムラサキは絶滅危惧種 IB
に指定されており、野生のムラサキを見つけるこ
とは極めて困難となっている。

シコンは中国や韓国等から野生品が輸入されて
いる。ムラサキは生育環境や栽培条件などの影響
を強く受け、形態や薬効成分シコニン含量なども
変化するため、再現性の高いシコンを確保するこ
とが強く求められている。一部、極少量であるが
国内栽培品も出回っているものの品質的には十分
ではない。
２）供試材料及び栽培方法

栽培試験に使用した種子は､長野県の野生種よ
り採種、系統保存されてきたものを甘藤製薬株式
会社より分与して頂いたものである｡

栽培方法は、カンゾウと同様であるが、ムラサ
キの栽培は非常に困難と言われており、試験栽培
開始直後は、栽培自体の可能性を探るものであっ
た。その後、栽培の可能性を見出し、実用栽培へ
向け、次の３項目を設定した。

⑴地下部の生育が速いこと
⑵シコニン含量が1.0％以上であり再現性があ

ること
⑶１年間の栽培で乾燥重量100g/筒(根頭部・細

根を除く)以上収穫できること
３）収穫

栽培１年目の収穫は12月に行い、それ以降は、
１年栽培品・２年栽培品とも10月～12月に収穫を
行った。４年目からは栽培期間を１年とし、11月
までに収穫を終えるように変更した。
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写真４．ムラサキの筒栽培



４）結果
これまでの試験栽培により、得られた結果とし

ては以下のようなことが挙げられる。
① 培土の種類によって、地上部の生育，根の伸

長と肥大化は大きく異なる。
② 排水良好な培土が根をよく生長させる。
③ 高温多湿と給水不足・給水過多が根に損傷を

与える。
④ 栽培筒下部に水が停滞すると、根腐れを起こ

し色素を失う。
⑤ シコニン含量は１年生（根皮表面は滑らか）

で0.4～1.1％、２年生（多くの皺）で0.5～1.5％
であった。

⑥ 野外での筒栽培や露地栽培では、地上部の生
育、根の伸長と肥大化、シコニン含量がハウス
内での筒栽培に比べ、若干劣る傾向が見られた。

⑦ １年栽培品に比べ２年栽培品では根皮は厚く
なるものの中心部も肥大するため、全体では含

有量が増加しない傾向が見られた。根を複数分
岐させ、それぞれを肥大させることでシコニン
含量を増加させる栽培が今後必要である。これ
までの栽培試験の結果、１年栽培と２年栽培で
は現時点で２年栽培をするメリットは見当たら
ず、１年栽培で十分であると考えられる。
今回、筒栽培によるムラサキの栽培試験結果及

び苗の安定生産が可能となったことから、シコン
の生産は十分に可能である。また、ハウス内栽培
においては、気象条件の影響を受けにくいため、
収量・品質とも安定生産が見込める。更に、連作
による影響が少ないため、同一場所での栽培が可
能である。

４．その他薬用植物の筒栽培
１）供試材料及び栽培方法

カンゾウ・ムラサキの他、これまでに以下の薬
用植物について筒栽培試験を行ってきた。

アマチャヅル、オタネニンジン、キキョウ、キ
バナオウギ、コガネバナ、サラシナショウマ、ア
カヤジオウ、カイケイジオウ、シャクヤク、チク
セツニンジン、トウキ、ハマボウフウ、マオウ、
ミシマサイコ

栽培筒は50～80㎝の塩ビパイプを使用し、カン
ゾウ・ムラサキと同様、最大10種類の試験培土を
用いた。栽培期間は種類により異なり１～３年と
した。
２）結果

これまでの栽培試験の結果、筒栽培を行うこと
で、栽培年数の短縮、収穫量の増加、収穫物の調
整作業の効率化などが確認できており、幾つかの
ものについては、栽培だけを考えれば、規模拡大
も十分可能である。

５．病害虫防除・雑草防除
カンゾウは非常にアブラムシが付きやすく、生

育初期から栽培期間を通して発生した。また、ハ
ウス内ということもあり、ハダニやアザミウマ類、
ヨトウムシ等の発生も目立つ。害虫が発生する
と、生育が抑制されると共に場合によってはウィ
ルス感染も心配される。収穫量にも大きな影響を
及ぼすため、防除が重要であるが、現在のところ
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カンゾウに適用のある農薬は無く、そのため、野
菜類に適用のあるデンプン剤やＢＴ剤を使用し防
除を行っている。これは、カンゾウに限ったこと
ではなく、ムラサキや他の薬用植物も同様である。

また、デンプン剤等は昆虫の気門を塞ぎ窒息死
させるものであり、人・植物・環境には非常に優
しい反面、薬剤が十分にかからなければ効果は無
く害虫の卵や蛹には効果が無い。また、天候によ
り効果が左右されることが多く、持続性がなく予
防効果も無いため、防除は困難となり、散布回数
も多くなる分、作業的にもコスト的にも負担と
なっている。

一方、雑草に関しても、除草剤が使用できない
現状では、除草に掛かる時間やコストは大きく、
栽培を行う上での重要課題となっている。現在
は、通路やハウス・圃場の周りにマルチや防草シー
トを敷くことで防草対策を行っている。

薬用植物を栽培していくことを考えるならば、
雑草防除・病害虫防除は解決しなければならない
重要な課題であり、国内栽培を普及させるために
も使用可能な農薬の登録を含め検討が急がれる。
ただ、安全性の意識が高まっている現在、農薬を
使用しない栽培法の検討も必要であることを承知
しておかなければならない。

６．まとめ
岩国本郷研究所は、現在７年目を迎えているが、

これまでの筒栽培試験から、多くの薬用植物でそ
の有効性を確認できている。

しかしながら、実用栽培化に向けてはクリアし
なければならない課題も多く、特にコストの問題
が大きい。栽培筒の設置や収穫には多くの人手が
掛かるが、現状ではこれら作業の機械化は困難で
あり、栽培本数の増加と共に人件費も増加する。
これらの問題から、筒栽培での実用栽培化は厳し
い状況にあるが、これまでに得た知見は非常に重
要で、これを元に問題解決への糸口や新しい栽培

方法が見つかっている。カンゾウでは筒栽培を応
用したストロン抑制短筒栽培という方法を用い露
地栽培に着手している。これに関しては「地方自
治体と連携した甘草栽培プロジェクト」において、
当研究所所長である吉岡が詳しく述べている。

現在の生薬・薬用植物の輸入価格を考えると、
国産というだけでは価格差を埋めることは不可能
である。

また、国内での薬用植物の栽培は、ほとんどが
委託栽培であり、野菜や花卉のような市場が無い
ため、栽培・生産しても出口が無く、新規参入を
阻んでいる。

今後、薬用植物の国内栽培の普及を真剣に考え
るならば、まずは出口を作ることであり、品質の
良いものを作れば流通できるという安心感を持た
せることである。

施設園芸や花卉栽培で培ってきた技術を薬用植
物の栽培に取り入れることで、レベルは向上し、
国内栽培は可能になると思われる。しかし、その
時に流通体制が整っておかなければ、普及には繋
がらない。

今日、薬用植物に対し関心が高まってきている
中、国も動き始めている。これまでにない最大の
チャンスであり、この機会を逃す訳には行かない。
弊社は薬用植物の栽培に取り組み始めて僅か数年
の小さな会社であるが、国内栽培の普及に向け少
しでも貢献できるよう努力していきたい。
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ウラルカンゾウ（Glycyrrhiza uralensis Fischer）の
国内栽培を目指して

大阪薬科大学 芝野 真喜雄

まえがき
甘草は、漢方薬（医療用漢方製剤：148処方、一

般用漢方製剤：294処方）の約70％に配合される重
要な生薬である。その基原植物は、ウラルカンゾ
ウまたはスペインカンゾウで、漢方薬に使用され
ている多くがウラルカンゾウの根はたはストロン
を基原としている。その主成分はグリチルリチン
酸で、ショ糖の約150倍の甘味を有している。第
16改正日本薬局方は、生薬・甘草として、グリチ
ルリチン酸含量を2.5％以上と規定している。一
方で、甘草は、甘味料や矯味料、健康食品原料と
して味噌や醤油、スナック菓子、サプリメントな
どの様々な食品やタバコなどに使用される。日本
では、2009年までは毎年約1500t が中国、アフガ
ニスタン、トルクメニスタン、オーストラリアな
どの国々から輸入されていたが、2011年や2012年
では約2500ｔが輸入されている。さらに、主成分で
あるグリチルリチン酸は、これ自身、アレルギーや
慢性肝炎の治療薬として、また医薬部外品として大
量に使用される。この抽出原料としてのエキスの輸
入量を含めると年間数万トンの野生のスペインカン
ゾウ、ウラルカンゾウを日本一国だけで消費してい
ることになる。自生地の中国でさえ、甘草輸入国と
なりつつある現在、世界で甘草資源の奪い合いが起
きている。著者は、これまでに漢方薬に使用されて
いるウラルカンゾウ
の国内栽培を実現す
るために基礎研究を
行ってきた。今回の
総説では、現時点に
おけるウラルカンゾ
ウ実用栽培に向けた
著者の考えを述べた
いと思う。

１．苗の確保
日本国内にカンゾウ属植物は自生しない。そこ

で、重要になるのが苗の確保である。現在、様々
なルートにより国内に種子が輸入されているが、
いつまで継続できるかは不透明である。また、現
段階では、実生苗による２～３年の栽培期間（国
内での目標栽培年数は２～３年、可能であれば２
年）において、グリチルリチン酸含量2.5％を確保
することは非常に困難であると考えられている。
一方、カンゾウ属植物は、ストロン（走出茎）を
出すことから、このストロンを使用した栄養繁殖
が可能であり、これまでの研究からは、ストロン
苗による栽培で、収量、グリチルリチン酸含量と
もに良い結果を得ている。さらに、ストロン苗は、
親植物のクローンであり品質面からも安定してい
る。ストロンからの不定根のグリチルリチン酸含
量は、実生の主根の含量と比較して、高値を示す。
欠点として、実生苗の様に、簡易に大量の苗を確
保することが難しいことである。
ストロン苗の作製

著者は、秋の収穫が良いと考えている（春収穫
により根の貯蔵糖が消費され、グリチルリチン酸
含量が高い値を示す）。収穫時に不定芽のはっき
りしている直径0.5～1.5cm 程度のストロンを苗
用に確保する。続いて、不定芽を３個以上になる
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ように長さ５～10cm に切断し、露地に用意した
育苗床で、深さ５ cm 程度になるように覆土する。
春に株間15～20cm になるように横向きに定植を
行う。筒栽培の場合は、苗用のストロンは長さを
５ cm 程度にして、縦向きに定植する。

２．栽培品種の必要性
先にも記述したが、生薬・甘草の生産を目的と

したウラルカンゾウ栽培では、２～３年の期間で、
収量とグリチルリチン酸含量2.5％以上を確保し
なければならない。仮に５年間栽培しても、グリ
チルリチン酸含量2.5％以上を確保できなければ
商品価値は無い。そこで、栽培農家の特殊な技術
や栽培地に左右されること無く、一定の品質を確
保できる栽培品種が必要である。優良品種が育成
できれば、ストロンを用いた栄養繁殖で苗が確保
でき、国内栽培が進むであろう。また、著者は、
特許等に縛られない栽培品種を育成し、将来的に
は、数種類の栽培品種による種子の確保を視野に
研究を進めなければならない。

３．栽培法の検討
カンゾウ属植物は、図１のように数メートル下

の地下水を求めて主根を伸ばし、乾燥地帯でも生
育することができる。さらに地表近くをストロン
が走り、生育場所を拡大させる。即ち、露地栽培
では、収穫には多大な労力が必要となる。そこで、
塩化ビニール製のパイプ（直径10cm ×長さ
100cm）を用いた筒栽培法を試みている。この方
法は自生地である半砂漠地帯の乾燥状態を模倣的
につくることができる点で優れている。また、こ
の栽培法は主根を収穫することを目的にしている

のが特徴である。即ち、ストロン
の生長を抑え、主根を太らせるこ
とができる。当初は、筒が地上に
あり、近畿地方での真夏の高気温
により筒内温度が上昇し、ウラル
カンゾウの生育に悪影響を及ぼす
のではないかとの懸念があった。
しかしながら、試験栽培地の気温
が37℃を超えても生長が著しく阻
害されることはなかった。また、

露地栽培では除草作業に大変苦労するが、筒栽培
法は、地上より約１ m の高さに植栽することか
ら、雑草との生存競争は無い。欠点としては、筒
への培土挿入作業に時間がかかること。収穫時の
機械化が確立できていないことである。以上のよ
うな欠点を克服するための栽培研究は続けてお
り、より実用栽培に近づける努力をしている。最
近では、長芋栽培との技術共有を図りながら長さ
150cm の筒栽培で単位面積当たりの収量改善を
試みている。
筒栽培
長所：自生地の環境を再現でき、１メートルに近

い主根を収穫できる。
除草作業など、植え付けた後の管理が容易
である。
雨量の多い日本において、主根部分を乾燥
状態にすることができ、GL 含量が高い。

短所：筒などの材料コストが高い。
筒への土入れなどに手間が掛かり、結果的
にコスト高になる。
収穫などに対して、機械化が困難である。

（長芋の筒栽培で技術が先行しており、機
械化が可能かもしれない）

露地栽培
長所：多くの作物に使用されている汎用農機具が

応用できる。
低コスト生産ができる可能性が高い。
広大な面積で栽培でき、大規模栽培に適する。

短所：根の生長が筒栽培に比較して悪い。
ストロンの生長により横へ広がる。
現状では登録農薬が無く、除草管理に多大
な労力が必要。
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４．肥料
自生地が半砂漠地域であり、アルカリ土壌の貧

栄養状態が予想されたため、筒内の培土について
種々検討を加えた。しかし、筒内を川砂のみや無
施肥の状態などにすると生育は極端に悪くなる。
また、露地栽培では、栽培地の土壌に影響される。
すなわち、一般的に無施肥では生育が悪いが、施
肥すると逆に生育が悪くなる例も経験している。
栽培地の土壌により、一般作物並みに施肥する必
要がある。将来、さらに研究が進み、画期的な栽
培法が発見されるかもしれないが、現段階で、グ
リチルリチン酸産生能は、栽培条件による影響よ
りも栽培系統による要因の方が大きいと考えられ
る。即ち、我々は、グリチルリチン酸高産生能を
有する系統の選抜に研究の重点を置いてきた。

５．目標収穫量
ウラルカンゾウ１株当たり約150～200g の収量を

目標にしており、その乾燥歩留りは約40～50％であ
る。すなわち、１株で約80g の収量となる。10アー
ル当たり12000本の株が植栽可能で、乾燥重量約
960kg の甘草が生産できることになる。また、先に
も述べたが、筒の高さを150cm にした場合や筒間
隔の改良により更に収量増加を見込める。小規模
でも単位面積当たりの収量増加を追求する。

６．今後の課題
国内での実用栽培を実現するには、どうしても農

薬が必要であろう。一刻も早くアブラムシ駆除や除
草に対する農薬登録が必要である。また、生薬生

産のための栽培研究は、薬用植物や生薬の専門家
である大学の薬用植物園や国や県の薬用植物栽培
試験場などが中心となり進めて来た歴史がある。
今後は、このような薬学研究機関に加え、農学部や
農業試験場をはじめ、様々な作物の育種技術をもつ
技術者や農業経営者などと連携して展開すること
が理想である。また、1970年以降、安価な中国産生
薬の使用によって衰退してしまった国産生薬ではあ
るが、国内での甘草安定供給をはじめ、かつて国内
生産していた生薬の復活・発展に挑戦したい。
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特集 技術開発 ２ 栽培技術

北海道におけるスペインカンゾウの栽培と選抜

（独）農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究センター

鈴木 達郎・森下 敏和・六笠 裕治

１．はじめに
カンゾウは医薬品原料あるいは甘味料として広

く利用されている。需要は世界的に高まりつつあ
り、また生産国の資源枯渇問題等もあり国内供給
体制構築に対するニーズが高まりつつある。本稿
では、北海道農業研究センターにおけるこれまで
のカンゾウ研究の紹介に加え、最近開始したスペ
インカンゾウのグリチルリチン酸及びグラブリジ
ン等の高含有系統の選抜などについて紹介する。

２．北海道農業研究センターにおけるカンゾウ研
究

カンゾウは、昭和29年12月に北海道農業研究セ
ンター（当時の北海道農業試験場）と北海道大学
薬学部との共同研究により北海道にはじめて試験
材料として導入され、寒地における新しい産業資
源の素材として試験が開始された。導入当所は海
外から多数のカンゾウ属植物を導入し比較試験を
行うとともに、生育適応性等が試験された。また、
発芽温度や種子の硬粒等に関する試験に加え、昭
和32年からは、不良環境地帯における栽培を目的
に、各地で栽培試験を実施している。その結果、
グリチルリチン酸濃度は当時の輸入品と比較し幾
分低かったものの、北海道においてもカンゾウの
栽培は可能と結論付けている。また北海道に適す
るカンゾウ属植物としてスペインカンゾウが有望
と報告している。昭和41年からは勇払において、
スペインより導入したカンゾウ種子等を用いて、
栽植密度試験、肥料試験（施肥量試験、三要素試
験、追肥試験）などを実施した。３年間の試験の
結果としては、ウラルカンゾウと比較しスペイン
カンゾウでは、主根の発達が良好でストロンの発
生割合が少なかったこと、グリチルリチン酸の濃

度が高かったことが報告されている。一方、収穫
に相当な困難が生じたため適切な収穫機械の検討
が必要なこと、個体差が相当認められることから
今後は育種も重要となること等が報告されてい
る。ここまでの研究をもって北海道農業研究セン
ターでの試験は一旦完了となった。

３．北海道におけるスペインカンゾウの高グリチ
ルリチン酸個体及び高グラブリジン個体の選
抜

カンゾウの生産効率向上には、栽培・収穫技術
の開発、除草剤登録等に加え、品種開発も重要で
ある。ウラルカンゾウについては既に選抜が行わ
れており、グリチルリチン酸高含有系統が民間企
業より品種登録出願されている。一方、スペイン
カンゾウについては、グリチルリチン酸高含有系
統等の選抜例はあまりない。また、スペインカン
ゾウは抗酸化能や抗菌性を有するとされるグラブ
リジンを含有する。そこで、スペインカンゾウを
材料に、グリチルリチン酸やグラブリジン濃度が
高く、また地下部重の大きい個体の選抜を試みた。

試験は、北海道農業研究センター芽室研究拠点
（北海道河西郡芽室町）の圃場にて、平成22年-24
年の３年間実施した。スペインカンゾウの種子
は、独立行政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研
究センター北海道研究部からの分譲により入手
し、初年度の５月19日に圃場に播種した。施肥は、
N:P:K=9:36:21kg/10a を作条施肥し、「薬用植物・
栽培と品質評価 part10、カンゾウ」（薬事日報社）
に準じて栽培管理を行った。播種後、２週間に１
度の間隔で中耕除草を行い、株間は手で除草した。
２年目および３年目は、萌芽直後の時期に追肥を
行った。
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栽培初年目は、５月中旬以降に曇天・低温状態
が続いた。また播種後に降雨が続き、発芽不良で
苗立ちに至らないものがみられた。一方で、テン
サイ用のペーパーポットに播種し、テンサイ用の
移植ごてにて幼苗を圃場移植する方法も試みた。
ペーパーポットに播種したものは順調に発芽し、
圃場移植後も苗立ちは順調であった。ペーパー
ポットに播種し移植する方法は、種子を直接圃場
に播種した場合と比較し労力を要するものの、技
術的にはテンサイで利用されているシステムをそ
のままカンゾウに応用できる可能性がある。苗立
ち後は定期的な除草は必要であったが、生育は順
調であった。栽培２年目に入ると、個体は大きく
なったが、畦間を完全に塞ぐまでの地上部生育が
得られなかったこともあり、種子播種区、ペーパー
ポット移植区ともに定期的な除草を必要とした

（図１）。
夏に入ると葉に斑点が生じ、葉が脱落する症状

（葉枯れ症状）が若干観察された。３年目（2012）
は、６月後半までは順調に生育したものの、７月
に入ると、葉枯れ症状が出現した。７月中旬以降
は圃場全体で大規模な葉枯れ症状が生じた（スペ
インカンゾウ、ウラルカンゾウともに同様の症状
が観察された）。秋になると、
全個体の半数以上が枯れ、残り
の個体も生育が抑制された。葉
枯れ症状の原因については、生
理障害や病気などが考えられ
る。なお、症状が多発した平成
24年は７月以降の降雨量が多
く、また残暑が厳しい記録的な
高温年であった。カンゾウは暑
さと湿潤条件に強い作物ではな
いと考えられるため、これら気
象条件が発生を助長した可能性
が考えられる。一方、葉枯れ症
状がほとんど観察されない個体
も存在した。今回栽培した植物
材料は種子由来であり、個体毎
に遺伝的背景が異なる。そのた
め、個体の中には上記症状に抵
抗性のある遺伝的な因子が存在

する可能性がある。今回選抜した系統の再評価が
急がれる。

収穫は、栽培２年目および３年目に行った。収
穫作業、および根の粉砕・分析作業には大変な労
力を要する。そこで選抜の省力化を目的に、栽培
２年目の個体を用いて地上部重と地下部重の関
係、及び地下部重とグリチルリチン酸濃度の関係
を調査した。その結果、地上部の生育が旺盛な個
体は地下部重も大きく、またグリチルリチン酸濃
度は、地下部重と相関関係が認められなかった（表
１）。これらは栽培３年目の調査でも同様の傾向
であった（表１）。このことから、例えば地上部の
生育が旺盛な個体をまず目視で一次選抜し、その
中から地下部のグリチルリチン酸濃度の高い個体
を選抜することで、グリチルリチン酸濃度とグリ
チルリチン収量の両者が多い個体を効率良く選抜
出来ると判断した。

今回の選抜では、葉枯れ症状のほとんどない個
体も優先的に選抜した。上記の方法にて、栽培３
年目の11月に800個体から37個体に絞り込んだ。
収穫は地下部（根部及びストロンの両者）を手で
掘り起こし、ストロンの一部は温室に鉢あげして
栽培維持し、残りの地下部は乾燥させ重量を測定
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図１．栽培圃場の写真（栽培２年目）

表１ 地上部重、地下部重、グリチルリチン酸濃度、グラブリジン濃度の相関行列

 ***: 0.1 ns: 

ns ns

ns ns

ns ns ns



した後、電動ミルを用いて粉末化した。地上部に
ついても収穫し、乾燥の後、重量を測定した。粉
末化した地下部は、定法に従い HPLC を用いてグ
リチルリチン酸濃度（２年目、３年目収穫個体）、
及びグラブリジン濃度（３年目収穫個体のみ）の
測定を行った。

栽培２年目においては、収穫した個体のグリチ
ルリチン酸濃度の変異幅は1.44-3.24％であり、2.
5％を超える個体が８個体見られた。一方地下部
重は大きいものでも100kg/10a 程度であった。３
年目においては、グリチルリチン酸濃度の変異幅
は1.30-3.08％であり、2.5% を超える個体が７個
体あった。グラブリジンについては、濃度の変異
幅は0.006-0.275％であり、グリチルリチン酸の
変異幅と比較しかなり大きかった。また、グリチ
ルリチン酸濃度とグラブリジン濃度の相関解析を
行ったところ、両者の間には統計的に有意な相関
関係は認められなかった（表１）。以上より、地下
部重が大きく、グリチルリチン酸濃度・グラブリ
ジン濃度の両者が高い個体を選抜することは可能
と考えられた。

続いて、上記データを参考に有望個体を選抜し
た（図２）。地下部重が大きく成分濃度の比較的
濃い系統、及び成分濃度が濃く地上部が比較的大
きい個体をそれぞれ選抜した。「選抜個体４」，及

び「選抜個体５」は、葉枯れ症状がほとんど無く、
地下部重が大きく、またグリチルリチン酸濃度、
グラブリジン濃度の両者が高いため、有望な素材
と考えられた。

４．おわりに
３年間の栽培でまず問題となったのは雑草制御

である。特に生育初期はカンゾウの生育量が少な
いこともあり除草剤の登録は必須と考えられる。
また、葉枯れ症状については、激発すると収量が
激減するため心配な要素であるが、現時点では北
海道内での栽培実績が少なく対策の要否は判断で
きない。今後は、各地での栽培による情報蓄積が
重要と考えられる。また、収穫の機械化も大きな
課題であるが、効率的に収穫できる機械が開発さ
れつつあるとのことで、大いに期待する。

今回選抜した系統の利用については、まず他品
種との比較が重要と考えられる。カンゾウのグリ
チルリチン含量は気象条件、土壌条件により異な
るため、同じ条件で比較し特性を正確に把握する
必要がある。また、葉枯れ症状に強い可能性があ
るため、交配母本としての利用価値についても検
討予定である。また、北海道産カンゾウを用いた
高付加価値食品等の用途開発も、リスク分散の意
味で重要な課題と考えられる。

今回の試験では北海道の畑作地帯での選抜を
行ったが、当該地域は小麦などの単価の高い畑作
物を生産できる地域であり、またカンゾウは複数
年栽培が必要なため輪作体系への導入には大きな
ハードルがある。一方で、北海道のオホーツク沿
海地域では耕作未利用地・耕作放棄地が急速に拡
大しつつある。これら地域には土壌凍結地帯も含
まれる。また、地価が極めて安いため長期間栽培
を続けても経済負担が小さく生産調整（出荷調整）
が可能で、カンゾウ栽培に有望な可能性がある。
今後は上記地域での選抜も検討も必要と考えられ
る。
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図２ 選抜個体の地下部重とグリチルリチン酸濃度
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特集 技術開発 ２ 栽培技術

麻黄（マオウ）の国内栽培を目指して

金沢大学医薬保健研究域薬学系 御影 雅幸

１．はじめに
麻黄は葛根湯、麻黄湯、小青龍湯、麻黄附子細

辛湯などの重要漢方処方に配合される漢方生薬で
ある。我が国では現在、麻黄のほぼ全量を中国か
らの輸入に依存しているが、中国政府は資源保護
と沙漠化防止を理由に1999年１月から麻黄の輸出
を禁止しており、現在は便宜的に加工品として供
給されている。実際、資源国である中国では農地
開墾のために自然破壊が進み、また乱獲の影響も
あり、マオウ資源が急速に減少している。このよ
うな状況から、我が国での栽培供給の必要性が高
まっている。

麻黄の原植物は、第16改正日本薬局方（以下、
日局）でマオウ科マオウ属の Ephedra sinica
Stapf, E. intermedia Schrenk et C.A.Meyer お
よび E. equisetina Bunge の３種であると規定さ
れ、さらにアルカロイド含量（エフェドリンとプ
ソイドエフェドリンの総和）が0.7％以上である
ことを規定している。従って、日局適の麻黄を栽
培生産するためには、これらの規定をクリアする
必要がある。

麻黄の原植物が日本に導入された時期は明確で
はないが、平安時代の『本草和名』に和名「加都
祢久佐（かつねくさ）」、『和名類聚抄』に「加豆禰
久佐」と記載され、これは「褐根草」の意でマオ
ウ属植物の根が褐色であることに由来したものと
考えられ、他の薬用植物とともに古い時代に海外
から導入され、実際に栽培されていたことの証し
であると考えられる（吉澤ら、2005）。一方、栽培
に関する記載は残っておらず、大々的な栽培は行
なわれなかったものと推察される。

麻黄は中国において1980年代から本格的な栽培
が始まったとされ（筆者の甘粛省における調査）、
現在では甘粛省の他、内蒙古自治区（図１）、寧夏

自治区（図２）、新疆ウイグル自治区などで栽培さ
れている（Mikage et al., 2005）。すでに栽培技術
に関しては確立されているように見受けられる
が、一方で栽培品のアルカロイド含量の不足や、
それに伴う価格の低下により、近年では栽培を放
棄する農家や団体もでてきており、麻黄栽培に際
してはアルカロイド含量確保のための技術開発が
必要である。

本稿では、中国における麻黄栽培の現状ならび
に筆者らの研究結果を紹介しつつ、今後の国内生
産に向けて解決すべき問題点等について述べる。
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図１：麻黄の栽培（内蒙古自治区）

図２：麻黄の栽培（寧夏自治区）



１．種苗の確保
（１）種子繁殖

中国における麻黄栽培では、一般に種子による
繁殖が行なわれており、一部で野生品の移植や株
分けが行なわれている。内蒙古自治区では種子採
取を目的とした粗放栽培も行なわれており、種子
は新疆省を始めとする他の地域に運ばれて栽培さ
れている。筆者らの調査では、内蒙古自治区では
苗床に播種した３年生の苗を畑に定植していた

（図３）。また、新疆省では春に発芽させたものを
夏に移植する方法も行なわれていた。

中国では種子の海外持ち出しを禁止しているの
で、日本で種子を確保するには現有の株から日本
で生産する必要がある。これまで、日本の野外で
は種子の結実が困難であったが、近年の筆者らの
研究により、ビニルハウスなど乾燥した条件下に
保管することにより多数の種子が得られることが
明らかになった。現在、１/2000a あるいは１
/5000a のワグネルポットに植えた１株から200粒
以上の種子が採取可能となっている（図４）。野
外での結実が悪いのは、日本では空中湿度が高く、
乾燥地に適応したマオウ属植物の花粉は飛散しに
くいことが原因である可能性が考えられる。な
お、今年の５月の晴天日中に、野外の雌株の珠孔
管に花粉をつけた葯を接触させて受粉を試みたと
ころ、多数が結実し、種子が得られた（図５）。来
年度からはこの方法によって露地栽培株からも多
数の種子が得られるものと期待している。

種子は休眠せず、採りまきしても通常10日前後
で発芽する（図６）。発芽率は野生株からの採集

品ではばらつきが大きいが、金沢大学で得られた
種子では70～80％と良好である。発芽率の悪化に
は種子を食害する昆虫の存在が上げられ、産地国
を問わず、どこの種子からも確認している。現在、
昆虫種の同定など詳細を検討中であるが、現時点
では日本（金沢）では確認されていない。

発芽温度についてもそれほど外気温の影響を受
けず、富山市内の屋外で12月初旬に播種しても正
常に発芽した。一方、30℃を超えるようなビニル
ハウス内では発芽が抑制される結果を得ており、
正確なことは今後検討したい。

発芽後の移植については、中国では３月と９月
とする情報を得たが、金沢で発芽後１ヶ月程度の
苗を盛夏に移植しても悪影響は見られなかった。
なお、マオウは低温にも強いが、双葉の状態で凍
みると枯れるので、冬期の播種では注意を要する。
また、発芽時にはナメクジ被害にも注意を要する。
（２）栄養繁殖

種子繁殖は効率が良いが、遺伝的に安定しない
という欠点がある。一方、株分けや挿し木法など
栄養繁殖に依れば遺伝的に安定した株が得られ、
とくに今後栽培に適した品種が選抜できた折に
は、これらの方法で高品質種苗の生産が行なえる。

株分けは一般に挿し木法に比して大型の株が得
られる利点がある。マオウ属植物の中には地下に
根茎を引いて繁殖する性質を有するものがあるの
で、そうした植物では容易に株分けができる。と
くに E. sinica や E. distachya はその性質が強い。
一方、日局品では E. intermedia や E. equisetina
は根茎を引いて繁茂する性質が弱く、株分けによ
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図３：マオウ（Ephedra sinica）の苗床（３年生苗） 図４：ビニルハウス内で成熟したEphedra sinica の雌毬果



る大量増殖は困難である。
マオウ属植物の挿し木法については藤田ら

（1967）による報告があるが、活着率は E. dista-
chya の木質茎では15％、草質茎では０％であっ
た。筆者らは、E. sinica について、秋期に挿し木
し、人工気象器内で管理することにより発根率が
上がり、３月に定植することにより活着率が上が
ることなどを明らかにしている（投稿準備中）。
今後、さらに改良を加えることにより、草質茎を
用いた挿し木により多量の種苗が確保できると考
えている。

２．栽培適種の選択
野生では、日局収載３種の中で E. sinica およ

び E. intermedia は砂地、黄土、岩場やがれき地
など生育土壌を選ばないが、E. equisetina では岩
場やがれき地にしか生育していない。中国の栽培
地においても、一般に栽培されているのは E.
sinica であり、他の２種は栽培が困難であると考
えられている。実際、ロシア（ブリアチア）、モン
ゴル、キルギスおよびトルコ産の種子を日本で栽
培してみると、もっとも容易に生育するのは E.
dahurica (=E. sinica) であり、E. intermedia や
E. equisetina はやや困難である。加えて、E. sin-
ica は他の２種に比して根茎を引いて増殖する性
質が強く、定着後は自ら増殖し生え広がる。また、
根茎で増えた株を新苗として利用できる利点もあ
る。一方、野生品では、E. sinica、E. intermedia、
E. equisetina の順にアルカロイド含量が高く、ア

ルカロイド含量を指標とした場合には E. equise-
tina が有利であり、今後栽培化を検討する価値が
ある。

３．栽培用土
ワグネルポットを含む鉢植えでは、「プランター

の土」（秋本天産物）など市販の園芸用土での生育
が最も良好であり、次いで赤玉土、川砂などであ
る。逆に生育が悪いのは山砂、桐生砂、鹿沼土な
どで、これらの用土では根の発育が悪く、地上部
の生育も良くない。園芸用土の成績が良いのは、
土の柔軟さによる根張りの容易さと適度な化学肥
料成分であると考えられる。ただし、同一土壌で
２年以上栽培すると、アルカロイド含量が低下し
たり、根腐れを起こしたりするので、毎年植え替
える必要がある。今後、野外での大規模な栽培に
あたっては、海岸や河岸近くの砂地が適している
と考えており、実際の栽培に際しては一般的な畑
土をも含め様々な土壌で実験する必要がある。加
えて、今後は水耕栽培（養液栽培）についても検
討する予定である。

４．灌水と施肥
E. sinica の自生地は、一般に砂地を始めとする

痩せた土地であり、降水量も少ない場所である。
E. intermedia や E. equisetina の自生地はさらに
乾燥が強い傾向がある。一方、このことはマオウ
属植物が水分や栄養分を嫌っていることを意味す
るのではなく、水分や栄養分が豊富な土地では他
の植物がよく育って生存競争に負けるからであ
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図５：Ephedra sinica の種子
図６：Ephedra sinica の発芽苗



る。すなわち、マオウは他の植物に覆われて日射
を遮られると容易に枯死するため、環境の良い場
所では自生することが困難である。マオウ属植物
も水分や養分を好むことは他の多くの植物と同様
である。栽培にあたっては他の一般的な植物と同
様の灌水量と施肥量で問題はない。ただし、適度
な灌水と施肥により雑草が生育してくるので、こ
まめな除草が必要である。なお、野生地の土壌
pH は８前後のアルカリ性であるが、E. sicina の
栽培実験では、アルカリ剤の添加で生長がとくに
良好になるという現象は確認されていない。

５．品種の選抜と改良
（１）品種選抜

野生では、同一環境に生育する株においても、
株中のアルカロイド含量やアルカロイドの組成比
が大きく異なる（図７）。筆者らはすでに、アルカ
ロイド含量は遺伝的要因以上に生育環境の影響を
受けていることを明らかにしており（Kondo et
al., 1999）、一方、アルカロイド含量組成は遺伝的
要因に支配されていることを明らかにした（投稿
中）。エフェドリンとプソイドエフェドリンの薬
理作用が異なることが報告されているので、株を
選択することにより意図するアルカロイド組成を
有する株を作出することが可能となる。また、同
じ E. sinica でも、根茎を引いて増殖する性質が
強いものと弱いものがあるように思われるので、
選抜の基準としたい。
（２）品種改良

これまで、マオウ属植物の交配などに依る品種

改良報告はない。筆者らは、昨年度から E. sini-
ca についてアルカロイド含量の高い雌雄株間で
の交配実験をしており、すでに種子および発芽苗
を得ている。今後は、日局収載品種間の交配など
を行なうことにより、栽培品種として優秀な株、
すなわちアルカロイド含量が高く、栽培が容易で
生長が早く、株分けでの増殖が容易な株を得るこ
とも可能となろう。

６．アルカロイド高含量麻黄の生産
医薬品としての麻黄栽培では、収穫物の総アル

カロイド含量が日局規定の0.7％を超える必要が
ある。現在中国における麻黄栽培の主目的はエ
フェドリン抽出原料の供給であり、アルカロイド
含量が野生品に劣る栽培品は工場側の引き取り価
格が低く、長年栽培した末に栽培を断念する農家
も少なくない。今後は、如何にしてアルカロイド
高含量株を生産するかという技術開発が必要とさ
れている。

先述したように、アルカロイド含量の多寡は、
遺伝的要因以上に生育環境の影響を強く受けてい
る。自然環境下では、雨量が少なく、土壌 pH が
高い場所に生育する株にアルカロイド含量が高い
傾向がある（Wang et al., 2005）。また、希釈した
塩水を灌水することによりアルカロイド含量が高
くなることも明らかになった（大富ら、2013）。今
後のさらなる研究が待たれる。なお、アルカロイ
ドは含窒素化合物であるが、生育地土壌中のアン
モニア体窒素や硝酸体窒素含量との相関は認めら
れなかった（Kondo et al., 1999）。

７．収穫
マオウ属植物は灌木であり多年生である。寒冷

地では毎年地上部草質茎の大半が枯れ落ち、春に
根頭部あるいはわずかに残った木質茎から新梢が
生じる。E. sinica では、温暖地や北陸の積雪地帯
では冬期に地上部が枯死することはなく、春に少
数の充実した枝の節から新梢が生じ、その後多く
の前年枝が枯死して地上部が更新する。よって、
秋期に地上部全てを刈り取っても株が弱ることは
ない。

一方、アルカロイド含量が高くなる収穫時期に
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図７：同じ地域に生える Ephedra sinica の個体によるアルカ
ロイド含量と組成比の変化（モンゴル）



ついては種々の報告があり、E. sinica に関しては
概ね７月～11月の含量が高い。ただし、７月頃に
地上部全てを刈り取ると、その後は新たな茎が生
じてこないため光合成が行なえず、株に大きなダ
メージを与えることになり、枯死する危険性もあ
る。温暖地では11月、寒冷地では10月頃が適切で
あると考えている。中国の栽培地では、11月頃に
新梢が生じ、その頃のアルカロイド含量が最も高
いとする情報を得たが、日本では確認できていな
い。

８．害虫
中国の自生地あるいは栽培地において、アリマ

キが着いた若枝、雄毬花を食べる昆虫、種子を食
べる昆虫などを見たが、日本（金沢）においては
確認していない。また、中国の麻黄栽培地におい
ても深刻な害虫の被害はなく、農薬はいっさい散
布していない。

９．今後の課題
以上に述べた事項が解決された場合、最終的な

段階として野外における大規模栽培に移行するこ
とになる。

先述のごとく、麻黄栽培において重要なことは
灌水と除草対策である。雨が多い日本において
は、苗が根付いてからの灌水は、よほどのことが
ない限り不必要であると考えている。一方で、降
雨量が多いため、雑草対策は中国における栽培地
以上に手間がかかることが予想される。中国では
１人の人間が管理できるマオウ畑の面積はおよそ
2000㎡で、雑草の中で厄介なのは根茎を引いて広
がる単子葉植物であるとされる。春先からこまめ
な除草が必要となる。マルチも有効であろうが、
E. sinica では数年後には地下に根茎を引いて傍
らから芽生えてくるので、その頃には外す必要が
ある。

また、収穫時の機械化を図る必要もあろう。中
国でも試験的に行なわれているが、収穫時に根頭
部を刈ってしまうと株は枯死するので、うまく
行っていないようである。機械化に合わせて、平
坦地に栽培するか、畝を作って栽培するかなど検
討を要する部分もある。

最後に、マオウ属植物は覚醒剤原料となるエ
フェドリン含有植物であるので、栽培に際しては
十分な管理も必要であろう。実際には、原料の麻
黄が市中で自由に購入できるので、エフェドリン
を得るためには市販「麻黄」を購入する方がよほ
ど得策であると考えられるが、各株に認識番号を
つけて管理し、かつ監視カメラを設置するなど、
相応の管理は必要であろう。

なお、現時点では麻黄の市場価格は低く、マオ
ウは換金作物としての価値はほとんどないと考え
られる。実際、中国においても販売価格の安値に
より栽培を断念する例が多い。また、発芽苗では
収穫できるまでに５～６年を要しており、それま
で収入は望めない。参考までに、麻黄の生産者価
格は新疆省において2011年時点で４元（約60円）
／ Kg であったこと、また2012年まで８年間栽培
して一度も収入がなく、栽培を断念した農家が
あったことを付記しておく。

参考文献
○大富規弘，野村行宏，井出達也，大野剛史，毛利千香，

御影雅幸：マオウ属植物の栽培研究（第２報）海水が
シナマオウの生長およびアルカロイド含量に及ぼす影
響．薬用植物研究，35（1），1-8（2013）

○藤田早苗之助，栗原孝吾：麻黄の挿し木繁殖（第１報）．
衛生試験所報告，85号，112－114（1967）

○吉澤千絵子，井出万紀子，御影雅幸：麻黄に関する史
的考察（１）古来の正品並びに和産麻黄の原植物につ
いて．薬史学雑誌，40(2)，107-116（2005）

○ Wang, L. -L., Kakiuchi, N. and Mikage, M.：
Studies of Ephedra Plants in Asia. Part 6.
Geographical changes of anatomical features and
alkaloids content of Ephedra sinica．J.Nat.Med., 64
(1), 63-69 (2010)

○ Mikage, M. and Kakiuchi, N：The Recent Situation
of the Resources of Chinese Crude Drug Ma-huang,
Ephedrae Herba．J.Trad.Med., 22 (Supplement 1),
61-69 (2005)

○ Kondo, N., Mikage, M. and Idaka, K.：
Medico-botanical Studies of Ephedra Plants from the
Himalayan Region．Part Ⅲ．The causative factors of
variation of alkaloid content in herbal stems．Natural
Medicines, 53(4), 194-200 (1999)

特産種苗 第16号

－57－



特集 技術開発 ２ 栽培技術

「一企業における薬用植物栽培の取り組みとその課題」

株式会社ツムラ 生薬本部生薬研究部 武田 修己

当社は主として医療用漢方エキス製剤（漢方薬）
を製造・販売しており、その原料として生薬を使
用しています。その品質は、厚生労働省が薬事法
に基づいて定める日本薬局方、日本薬局方外生薬
規格等で規定されています。生薬は植物に由来す
るものが最も多く、この他に、菌類、鉱物、動物
等を基原としています。原料生薬の約80％を中国
に依存し、約15％を国内から調達しています。し
かし、中国の著しい経済発展に伴い、中国国内で
の生薬需要も高まっています。また、天候異常、
自然災害等が生薬調達リスクとして懸念されてい
ます。

生薬調達リスクを分散するために、日本産の生
薬の品目数・生産数量の拡大が求められています。
一方、医療費抑制策のもとで医療用漢方製剤の価
格は定期的な薬価基準の改定により低下が続く現
状があり、原料生薬の品質・数量だけでなく価格
の安定化が課題となっています。

本稿では、国内における原料生薬の安定確保と
薬用植物栽培の取組みについてご紹介いたしま
す。

１．原料生薬の安定供給の課題
かつて日本国内でも人参、黄連、当帰など、多

くの生薬が生産されていましたが、中国から潤沢
に輸入されるようになり、衰退してきました。日
本特産農産物協会の統計によれば、1989年には21
品目、1,793ha の栽培が行われていましたが、薬
事法において専ら医薬品として規定される薬用植
物1）については、2007年には13品目、287ha に減
少しています。就農者の減少・高齢化を背景にし
て、漢方薬原料としての伝統的な薬用植物の栽
培・加工技術を持った人材・生産団体組織は失わ
れつつあります。

漢方薬の原料生薬となる薬用植物は、一般の農
作物と比較して栽培技術の改良が遅れています。
播種、移植、除草管理、収穫、加工（皮むき、地
上部のい切除など）の機械化は不十分です。発芽、
生育のバラツキが大きく、品種改良が行われてい
る品目は少ない現状です。また、使用可能な農薬
が少なく、機械化や生産拡大を進める上での課題
となっています。特に、新規の品目の場合、登録
農薬がないことが普及・拡大を進める上での障壁
となっています。

しかし、センキュウ（川キュウ）、キバナオウギ
（黄耆）、トリカブト（附子）等、近年栽培面積が
増加している品目もあります。国内には農作物の
高い栽培技術を有する生産者が多く、高品質な生
薬を安定供給できる潜在力は高いと考えていま
す。

２．原料生薬の安定確保の取組み
当社は、国内に生産拠点を設けて、30年以上に

わたり生薬の契約栽培に取り組んでいます。2012
年、九州（熊本）に新たな拠点を追加し、合計６ヶ
所（北海道・岩手・群馬・高知・和歌山・熊本）
の体制で国内生産の拡大を図っています（図-１）。
特に北海道においては、2009年７月夕張市に生薬
の生産・加工・保管拠点として、子会社を設立し
ました。

（１）安全な生薬の安定確保
原料生薬の品質は、全てのロットについて試験

を実施し、合否判定を行っています。その品質規
格は日本薬局方だけでなく、漢方製剤の品質を確
保するための成分定量、残留農薬試験など、当社
独自の品質管理基準を設定しています。特に、生
薬は天然物であるために、「ツムラ医薬品 GMP」
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において、生薬について専門知識と品質鑑別能力
を有し、５年以上の実務経験があるものの中から
生薬管理責任者を任命し、最終的に納入される原
料生薬の品質を確保しています。

現在、契約栽培において、必要な種苗を提供し、
栽培方法、使用農薬、収穫、乾燥調製方法などを
記載した「生薬生産標準書」をもとに生産者を指
導する体制を確立しています。栽培から工場に納
入するまでの各段階の情報を栽培履歴等の文書と
して記録・収集・保管し、履歴の追跡・遡及を可
能とするトレーサビリティ体制の下で生薬を生産
しています。各産地の生薬出荷ロット単位で肥料
や農薬などの使用状況をデータベース化すること

によって、生薬の品質を確保しています
（図-２）。

2010年に、これまでの取り組みを基礎
として、生薬の安全性と品質の保証体制
を更に強固なものとするために、「生薬
生産の管理に関する基準書（ツムラ生薬
GACP）」の体制を確立し運用を開始し
ました。「ツムラ生薬 GACP」は、ⅰ）ツ
ムラ生薬 GACP ガイドライン、ⅱ）生薬
生産標準書、ⅲ）生薬生産履歴、ⅳ）監
査、からなる仕組みです。監査は、一般
農作物の GAP（農業生産工程管理）の認
証制度を参考にした当社独自の監査方法
を取り入れ、生産者と協力して安全な生
薬の確保を図っています。

生薬の価格は、一般の農作物と同様に、
異常気象、需給バランス等による生薬相
場の影響を受けて変動する場合がありま
す。品質・数量の確保だけでなく、価格
安定化は重要な課題です。このため、当
社では、「自社管理圃場」の拡大を目指し
ています。この管理のもとで、栽培に係
るコスト構造の把握とそれに基づく生薬
の価格設定が可能な圃場で生産すること
によって価格安定化を目指しています。
この仕組みによって栽培上の課題を抽出
し、栽培技術を改良しています。また、
種苗管理、栽培管理、収穫・加工のノウ
ハウを蓄積できると考えています。

（２）栽培技術の改良
薬用植物は穀物、蔬菜類などのメジャーな作物

と比較して、下記の点が栽培導入・拡大の課題と
してあげられます。

１）栽培期間が長い。収穫までに４～６年かか
る品目もある。

２）品種改良がされていない品目が多い。発芽
期間が長く、成長、開花、結実のバラツキが
大きい。

３）登録農薬が少ない。
４）栽培工程の機械化が進んでいない。
５）薬用部位の採取・選別、加工・乾燥、保管
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図-１ 国内の生薬生産拠点と主な生産品目
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図-２ 生薬栽培から流通までのトレーサビリティー体制



に厳格な管理が求められる。
当社は、生産者、国内試験・研究・行政機関等

の協力の下、生薬の生産性向上と、品質安定化を
目指して栽培技術の改良に取組んでいます。

以下、国内栽培の事例と野生品の栽培化による
新規栽培品目追加への取組みをご紹介します。

１）センキュウ栽培の機械化
センキュウはセリ科の多年草 Cnidium offici-

nale で、その根茎を生薬川キュウとして用いま
す。秋に根茎を植付け、翌年４月に地上部が伸長
し、８月には畝間を覆う状況となり、11月に根茎
を収穫します（図-３，４）。

センキュウは冷涼な気候を好み、主に北海道で
栽培しています。生産栽培を通じて栽培の効率
化・大規模機械化に取組んでいます。施肥、植付
け、除草管理、収穫の作業について、現地で他の
主要農作物の栽培で使われている機械を導入する
ことによって、生産者の作業負担を軽減し、大規
模での栽培が可能となり、センキュウ栽培を普及
することができました（図-５）。

収穫時期には収穫・加工と並行して、植付け用
の根茎（種芋）の調製が手作業で行われています。
収穫後、直ちに根茎を植えつけるため、この作業
は生産者への負担が大きく、機械化を急ぐ必要が
ある課題です。
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図-５ センキュウ収穫へのビートハーベスターの適用

図-４ センキュウの生育盛期（８月～９月）

図-３ センキュウの萌芽期（４月末～５月）

図-７ オオツヅラフジの主要成分のHPLC分析

図-６ オオツヅラフジの茎と根の形態



２）オオツヅラフジの栽培研究
オオツヅラフジ Sinomenium acutum

のつる性の茎及び根茎で、通例、横切し
たものをボウイ（防已）として生薬に用
います。主として茎を用います。

オオツヅラフジの茎はとはん茎と地
表を這うほふく茎に区別されます（図-
６）。薬用部位には図-７に示すアルカ
ロイドを主とする特徴的な成分が含有
されています。

図-８に示すように茎の直径とオオツ
ヅラフジに特徴的な成分であるシノメ
ニン（sinomenine）とマグノフロリン

（magnoflorine）の各含量との間に正の
相関関係が認められました。また、とは
ん茎はほふく茎に比べて含量が低く、特
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図-９ 試験栽培品と市場流通品との外観の比較
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表-１ オオツヅラフジ栽培品と市場品（野生品）の比較
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図-８ オオツヅラフジのとはん茎とほふく茎の直径と成分含量の相関



にシノメニンには顕著な差異が認められることを
明らかにしました。

試験栽培品の外観を市場流通品と比較した結
果、やや色の違いが認められましたが、日本薬局
方（日局）に基づくその他の品質試験を行った結
果、規格に適合しました（図-９）。

表-１に示すように試験栽培品のシノメニン
（sinomenine）含量は市場流通品（とはん茎とほふ
く茎は共に含まれる）と比較して低含量となりま
したが、栽培管理においてほふく茎に覆土するこ
とによって含量を高められることを明らかにしま
した2）。

現在、棚栽培法での栽培条件を検討しています
（図-10）。栽培体系を確立後、除草剤等の農薬登
録拡大が栽培普及の課題になります。
３）品種改良

品種改良について優先品目を決めて進めてきま
した。これまでに、柴胡については高品質で多収
性のシマサイコの新品種「黄太静（キタシズカ）」、
蘇葉では精油含量が高く香りが強く、色素含量（ア
ントシアニン）の高いシソの新品種「赤芳（セキ
ホウ）」、附子では成分含量安定化の面からトリカ
ブトの新品種「奥紫（オクムラサキ）１号」を作
出し、品種登録を行った（図-11）。これらの登録
品種を用いて契約栽培を行っています。

３．まとめ
漢方薬の安定供給において、薬用植物の国内栽

培は重要な課題です。多くの生産者、団体、試験・
研究・行政機関の協力の下で、機械化による大規

模で効率的な栽培技術の導入、新技術の開発など、
栽培技術の改良を行っています。機械化におい
て、優良品種育成、採種技術の改良等による発芽・
生育の均一化と除草剤の登録が必要と考えます。
また、生産に使用できる種苗の導入、増殖、長期
保存は重要な課題です。

医薬品原料として安全な生薬を安定確保するた
めに、今後も契約栽培を基本にして、薬用植物の
栽培管理と品質管理に関する仕組み（ツムラ生薬
GACP）を更に充実し、高品質な漢方薬の提供に
貢献していきます。

４．引用文献
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基準の一部改正について」薬食発0123号第３号、(2012)
２）佐野朋子ら、日本生薬学会第58回年会講演要旨集,

357(2011)
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特集 技術開発 ３ 品質評価及び利用技術

LCMSを用いた生薬の評価について

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部

栽培研究室室長 渕野 裕之

はじめに
生薬は天産品であることからその品質には大き

くばらつきがある。そのばらつきの要因は例えば
産地や収穫後の加工調製法など多くのことが考え
られる。

薬用植物総合データベースは平成22年度から厚
生労働科学研究費補助金創薬基盤推進研究（創薬
総合推進研究）事業にて独立行政法人医薬基盤研
究所薬用植物資源研究センター長川原信夫が主任
研究者となり「漢方薬に使用される薬用植物の総
合情報データベース構築のための基盤整備に関す
る研究」という研究課題にてその構築が開始され
た。本データベースは、薬用植物を扱うすべての
人に対して有用な情報を与えるデータベースを目
指し構築を開始した（http://mpdb.nibio.go.
jp/）。本研究は、漢方薬に使用される薬用植物の
総合情報データベースの構築を通じて、漢方薬の
品質、有効性並びに安全性確保
と国内における効率的増殖法の
確立及びその情報公開による薬
用植物栽培振興による行政支援
並びに漢方製剤原料となる貴重
な遺伝資源の緊急的確保と維持
を目的とした生物資源に関する
研究支援、産業振興に寄与する
ことを目的とする。本データ
ベースの中核をなすのは、国内
市場流通生薬を業界団体の協力
のもと収集した「モデル試料生
薬」であり、それをもとに成分
分析データ情報（TLC 写真）、
官能データ情報（味、色）、内部
形態情報、遺伝子の鑑別部位及

び基原鑑別に関する情報、生物活性情報のデータ
を付加し総合的薬用植物データベースの構築を
行っている（図１）。本稿においては、このモデル
試料生薬を用いて LCMS を用いた品質評価につ
いて詳しく述べる。
モデル試料生薬の利用方法と管理

各モデル生薬は、漢方処方としての使用方法を
考えいずれも熱水抽出を行い（２時間）、その後１
週間凍結乾燥を行った。得られたエキスは、
LCMS 分析、TLC 分析のほか、本データベースに
登録する各種情報（官能試験、生物活性、遺伝子
解析、局方試験、内部形態観察）を担当研究拠点
にて検討された（図１）。なお、このモデル試料生
薬は当研究所の管理番号（NIB-○○○○）を付与
し、モデル試料管理システムにより在庫管理され
ている。入手後に入手元からのその生薬に関する
情報をこのシステムによりエキスの保管状況、生
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薬の入出庫記録などがすべて管理
されている。また各モデル生薬は
実体顕微鏡を用いた高精細な画像
を取得後（上記 DB より閲覧可
能）、真空パックされ生薬名ごと
に基盤研の温度制御された標本室
内に厳重に保管されている。2012
年10月現在、46品目751種類のモ
デル生薬が収集されている。

作成された熱水抽出エキスはま
ず LCMS の測定を行なった（図
２）。こ れ ら の デ ー タ 比 較 は
LCMS データ（m/z と保持時間の
組み合わせ）の allignment 後に
umetrics 社製 SIMCA P +にて多
変 量 解 析 を 行 な っ た。LCMS
データの取り扱いにおいては al-
lignment 処理が重要であり、これ
を疎かにすると異なった結果を与
えてしまう。得られた LCMS
データを SIMCA P +に流し込み、
産地、基原、調製法などの情報を
元に主成分分析（PCA）、判別分
析（O2PLS）を行い、マーカーと
なるような化合物を LCMS から
推定した（図３）。また LCMS で
は構造を確定できないものは
LCNMR/MS にて確認した。ま
た、生薬の品質評価にあたっては
生物活性との比較が必要となる。
生物活性評価として当センターに
おいては抗炎症作用の指標となる
NO 産生抑制活性評価を行った。
LCMS データと活性値を多変量
解析で判別分析を行い活性化合物
を特定することを検討した（図
４）。
１）オウレンの産地による成分差

オウレンは10種類（四川省産５、
雲南省１、重慶市２、福井県１、
岐阜１）の流通品が収集された（図
５）。TLC による比較によれば日
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本産と中国産では明確な差が見ら
れた。LCMS データと産地との
相関における O2PLS では高い信
頼性で判別が可能であり、いくつ
かの産地を決定づけるマーカー化
合物ともいうべき成分が確認され
た。結果的には palmatine、cop-
tisine は国内産は含量が少なく、
epiberberine は全く含まれていな
かった。また逆に m/z 352の分子
量を与える化合物を日本産にのみ
含有することが分かった（図６）。
本化合物は現在同定中であるが、
日本産と中国産を判別する重要な
マーカー化合物となる可能性があ
る。現在これらモデル試料生薬の
遺伝子による鑑別が並行して行わ
れており、その結果との比較によ
り明確になると思われるが、日本
産は Coptis japonica の系統と考
えられ、中国産とは異なっている
と思われる。また日本産に含有さ
れていない epiberberine は濃い
赤色を示す成分であり、今回のオ
ウレンモデル試料の熱水抽出エキ
スの色調からも明確に差が見られ
た。
２）サンシシの基原による成分差
について

サンシシは国内産の山梔子のほ
か、中国産の水梔子と呼ばれる長
手のものが流通している。またそ
の中間種もあるとされる。LCMS
データと産地別また長手、丸手別
に判別解析を行ったところ良好な
結果が得られた。判別分析の
S-plot において m/z331のピーク
が判別に寄与していることがわか
り、その構造を確認するために
LC-NMR/MS を用いて解析を試
みた。使用した LC-NMR/MS は
Bruker 社製 NMR に Agilent 社
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製 LC を接続した LC-NMR に流
路を split させ MS を検出に用い
たものである。LCMS において
得られた LC 情報を元に該当する
ピ ー ク を loop strage 法 に て1

H-NMR 測定を行った（図９）。
その結果 Epijasminoside A を含
む混合物と推定されたが本化合物
については引き続き解析を行って
いる。
３）ビャクジュツの atractysu-
crose 類について

ビャクジュツの熱水抽出エキス
の LCMS においては ESI,APCI
両イオン源を用いたが、ともに精
油成分の検出には至らなかった。
産地別では浙江省産の LCMS パ
ターンは他の産地とは異なる
TIC パターンを与えた。浙江省
産以外ではいずれもESI-TOFMS
の negative mode では m/z 593を
示す３つのピーク、m/z 737を示
す５つのピークが観測された。こ
れらはいずれも MS/MS のデータ
が一致しており異性体と考えられ
た。ビャクジュツからは sucrose
に様々なアシル基が結合した
atractysucrose 類が報告されてい
るがそれらの構造から推定される
MS と一致する。浙江省産にはほ
とんど含まれていなかった。ビャ
クジュツ、ソウジュツは精油成分
ばかりが注目されるが、熱水抽出
では主に抽出されるのはこれら
atractysucrose 類である。これら
の生物活性は一部報告されている
ものの情報は不十分であり今後の
生物活性評価が待たれる。
４）チンピの産地間の成分差につ
いて

チンピは市場流通品18種類（浙
江省７、陝西省１、吉林省１、湖
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北省１、広東省新会２、和歌山４、
愛媛１、日本産地不明１）が収集
された。メタノール抽出エキスの
薄層クロマトグラフィー（TLC）
比較においては、広東省新会産の
み異なるプロフィールを与えた

（図 13）。熱 水 抽 出 エ キ ス の
LCMS からはやはり精油成分が
失われておりフラボノイド類が主
に検出された。主成分分析を行う
と広東省新会産のみが全く異なる
グループを形成した（図14）。検
出されたフラボノイド類の含量を
比較すると例えば浙江省産の中で
もかなりの幅があることが分かっ
た。新会産チンピは最も良質とさ
れているが、他産地と比較して
Nobiletin、Tangeretin 含量が突
出して多く、逆に Narirtin が極め
て少なかった。チンピの基原植物
は Citrus unshiu および C. reticu-
lata と局方には規定されている
が、成分的な比較から新会産は C.
reticulata である可能性が高いが、
遺伝子鑑別の結果を待たねばなら
ない。チンピは古いものほど良品
とされるいわゆる「六陳」の一つ
であり、今後は収穫年ごとのデー
タを比較していく予定である。
５）生薬のNO産生抑制活性につ
いて

モデル試料生薬における生物活性
と多変量解析による活性成分分析

一酸化窒素（NO）産生抑制活
性は抗炎症活性の一つのスクリー
ニング法として知られるが、今回
収集されたモデル試料生薬の熱水
抽出エキスの各試料ごとの NO
産生を調べた。そのうちのショウ
キョウを例にとり説明する。

ショウキョウの熱水抽出エキス
での活性において試料間に大きな
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差 が 見 ら れ た（図 16）。LCMS
データと NO 産生抑制活性結果
を SIMCA-P +に流し込んだ。最
初に述べたように、両データ間の
判別分析での s-plot 解析を行う
ことで、活性の発現に大きく寄与
していると思われる成分を容易に
推定することが可能になる。ここ
で得られた活性成分と思われる
m/z から、活性本体はショウキョ
ウの主要成分である[6]-gingerol
であると推定された。その後市販
標品にて同定された。[6]-gin-
gerol は濃度依存的に NO 産生抑
制活性を示すことがわかり、ショ
ウキョウの抗炎症作用の活性本体
の一つと考えられた。ショウキョ
ウの場合すべてのモデル試料は雲
南省産であるために産地と活性と
の相関を見ることはできなかった
が、産地と活性の比較を行うこと
も可能である。

結論
薬用植物総合情報データベース

構築の一環として、モデル生薬を
用いた LCMS 分析を行い産地や
調製法、基原間での成分差異を考
察した。その結果、多くの場合産
地や基原により成分の違いを見出
すことができた。また生物活性
データとして NO 産生抑制活性
を検討したがロット間で差が見ら
れた生薬に関しては多変量解析に
より活性化合物を特定することが
できた。これらのデータは順次
アップロードされる予定であり、
今後生薬関係の研究者のみなら
ず、漢方関連企業にも役立つ情報
になると考える。

本稿においては薬用植物総合情
報データベースでの成分分析情報
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の内容のみを重点的に紹介した
が、同時に遺伝子解析、組織培養、
栽培・増殖、副作用情報、エキス
収量、各種生物活性などの検討が
行われておりこれらの総合的な
データベースは最終的に今後の漢
方関連産業の振興に寄与するもの
と期待する。

謝辞
今回の内容において生薬の NO

産生抑制活性を行っていただいた
元医薬基盤研究所薬用植物資源研
究センター特任研究員（現小太郎
漢方製薬研究員）大根谷章浩博士、
LCNMR/MS 測定を行っていただ
きました医薬基盤研究所共用機器
実験室赤木謙一副室長に深謝いた
します。またモデル生薬の収集に
関しまして日本漢方生薬製剤協
会、日本生薬連合会、東京生薬協
会にご協力いただきました。深謝
いたします。
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特集 技術開発 ３ 品質評価及び利用技術

遺伝子解析技術を用いた薬用植物基原種の鑑別

国立医薬品食品衛生研究所生薬部第一室長 丸山 卓郎
（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部育種生理研究室 主任研究員 河野 徳昭

富山大学和漢医薬学総合研究所教授 小松かつ子

Ａ．遺伝子情報を利用した薬用植物の鑑別の行政
への利用

1968年の「分子進化の中立説」の提唱と1985年
の PCR (Polymerase Chain Reaction) 法の発見
は、遺伝子の塩基配列の違いから種の系統関係を
探る分子系統学を興し、その手法は現在、進化・
分類学や考古学、法医学など、さまざまな研究に
応用され、医療における遺伝子診断や犯罪捜査に
おける DNA 鑑定、遺伝子組み換え作物の検査等
の場で、実用化されています。生薬、薬用植物の
分野においても例外ではなく、これまで組織形態
や含有成分を基にして行われていた生薬の分類、
鑑定を、遺伝子情報により行う研究が、近年、さ
かんになされており、その技術は、既に一般的な
ものと言って良い水準に達しております。このた
め、現在では、遺伝子解析技術を生薬行政の場に
生かす取り組みがなされております。

遺伝子情報を用いた薬用植物の分類、鑑定技術
を行政の場に利用することを考えた場合、二つの
道筋があります。一つは、日本薬局方や日本薬局
方外生薬規格（局外生規）への新規収載品目の基
原種の確認が挙げられます。薬局方は、５年ごと
に大改正があり、その間、２回の追補が発出され
ます。近年の薬局方の作成方針には、「保健医療
上重要な医薬品の全面的収載」が掲げられており、
一般用漢方製剤承認基準の拡充などに伴い、その
構成生薬の薬局方及び局外生規への積極収載が図
られております。しかしながら、新規収載候補品
目の収載原案を作成する際、基原植物に混乱が見
られる場合がしばしばあります。このような場合
に、遺伝子情報を用いた基原植物の鑑別が効力を
発揮します。

遺伝子情報による薬用植物の鑑定技術の二つ目
の利用法は、純度試験法への利用です。基原植物
鑑別の試験法への利用を考えた時、“確認試験”と

“純度試験”の２種が想定されますが、遺伝子を利
用した試験設定には、PCR 法の利用が欠かせませ
ん。このものは、微量のゲノム DNA から必要な
遺伝子領域を指数関数的に増幅する技術です。
従って、正品を検出するための試験法である確認
試験の場合、多量の不適合品中に少量の正品が含
まれていた場合でも陽性となってしまい、機能的
な試験法の設定は困難です。一方、不適合品を検
出するための試験法である純度試験の場合、PCR
法の性質を利用し、検出感度の高い試験法の作成
が期待出来ます。

国立衛研生薬部では、遺伝子解析技術の生薬行
政への応用として、生薬、シゴカの基原種調査と、
その結果を基にした、PCR-RFLP 法による純度
試験について検討を行ってきており、本稿では、
その概要について、紹介します。

（１）シゴカの基原種鑑別
シゴカは、ウコギ科エゾウコギ、Eleuthero-

coccus senticosus (Ruprecht et Maximowicz)
Maximowicz の根茎を基原とする生薬で、2006年
発出の第十五改正より局方収載された生薬です。
局方収載に先立ち、日本薬局方調査会生薬等委員
会で、原案作成が行われました。その際、参照試
料として用いたシゴカ、34 個体について成分分
析を行ったところ、主要成分である eleuthero-
side 類や isofraxidin の含量に大きなバラツキが
見られ、基原植物の異なる試料の混入が疑われま
した。そこで、各試料よりゲノム DNA を調製し、
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核 rDNA の internal transcribed spacer (ITS) 領
域の塩基配列解析を行ったところ、主に２種の配
列が見出されました。その内の一つは、正品であ
るエゾウコギの配列と一致し、この塩基配列を有
する試料は、エゾウコギを基原としていると推定
されました。このものは、全試料の2/3を占めて
いました。もう一方の配列は、マンシュウウコギ
E. sessiliflorus (Ruprecht et Maximowics) S. Y.
Hu 等の配列と一致し、この配列を持つ試料は、
エゾウコギとは別の同属植物を基原としているこ
とが明らかとなりました。従って、市場に流通す
るシゴカには、同属植物を基原とする偽品が1/3
程度、存在していたことになります。遺伝子鑑別
のテーマからは外れますが、成分分析の結果と合
わせると、偽品には、eleutheroside B 及び iso-
fraxidin が含まれていないことが明らかになり、
日本薬局方のシゴカの確認試験には、HPLC によ
る eleutheroside B の検出が採用されました。

（２）シゴカのマンシュウウコギ類に対する純度
試験

市場中のシゴカにマンシュウウコギ類が高い割

合で混入していることが明らかになったことか
ら、次に、遺伝子情報を利用したシゴカのマンシュ
ウウコギ類に対する純度試験法の設定を検討しま
した。前述した２種の ITS 配列中には、６箇所の
塩基置換が見出され、その内の一つは、偽品由来
の配列において、制限酵素 NcoI の認識配列に位
置していました。そのため、この領域を含む約
300 bp の DNA 断片を PCR により増幅し、その
増幅産物を NcoI で処理する純度試験法を設計し
ました。偽品を５％含有する疑似試料11検体を作
成し、実際に、試験を行ったところ、いずれの試
料においても、偽品に由来する制限酵素断片を確
認することが出来ました。従って、この試験法で
は、少なくとも５％の偽品の混入を検出可能であ
ると考えられます。

遺伝子情報を利用した純度試験に利用可能な簡
便な技術としては、他に、ARMS 法と呼ばれる種
特異的なプライマーを用いた PCR 法があります。
このものを利用した純度試験については、現在、
産官学連携の研究班により、テンナンショウの掌
葉半夏に対する純度試験の検討を行っています。

また、ARMS 法、PCR-RFLP 法を用いた、ビャ
クジュツのソウジュツに対する純度試験法が、第
十六改正日本薬局方の参考情報として、収載され
ております。

遺伝子情報を利用した生薬の純度試験法の今後
の課題は、第一にコストダウン、次に、生薬から
の簡便な DNA 調製法を利用しつつ、純度試験法
として十分な検出感度を保証する点です。後者に
ついては、天然物である動植物を原料とする生薬
では、調製される DNA の品質に生薬の個体差が
大きく影響するため、正確な定量は、ほぼ不可能
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図１．エゾウコギとシゴカ（枠内）

図２．PCR-RFLP 法を用いたシゴカの純度試験
PC, 100% E. sessiliflorus; NC, 100% E. senticosus
NTC, no template control
Samples A to D are 5% E. sessiliflorus in E. senticosus



だろうと感じています。従って、研究レベルにお
いて、多数の検体について試験を行い、「少なくと
も○○％以上の混入を検出出来る感度を有する」
という形での感度保証の仕方をせざるを得ないだ
ろうと思います。
参考文献
Maruyama T. et al., Planta Med., 74, 787-789 (2008).
丸山ら、生薬学雑誌、64, 15-20 (2010).
Kondo K. et al., J. Jpn. Bot., 84, 356-359 (2009).
丸山ら、生薬学雑誌、64, 96-101 (2010).
厚生労働省、第十六改正日本薬局方、2049-2052 (2011).

（丸山卓郎）

Ｂ．生薬及び基原植物の遺伝子鑑別情報の薬用植
物総合情報データベースへの収載

はじめに
（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター

（以下、センター）を中心とする研究班 * では、薬
用植物総合情報データベース（以下、総合 DB）の
構築を進めている。総合 DB は、主に漢方薬に使
用される生薬及びその基原植物の基本情報から成
分や栽培法の情報に至る、多種多様なカテゴリー
で構成されているが、その一角をなすのが生薬及
び基原植物の遺伝子鑑別に関する情報である。本
稿では総合 DB 構築研究における遺伝子鑑別情報
収集の概要と、収載されるデータの一例について
紹介したい。

遺伝子鑑別情報の総合DBへの収載
センターでは、漢方薬に使用される薬用植物の

総合情報データベースの構築を進めており、平成
25年3月より公開を開始した（アドレス：http:
//mpdb.nibio.go.jp）。本データベースの最大の
特徴が、国内に実際に流通する生薬を「モデル生
薬」として、それらに関する成分等の「実測デー
タ」を分析・取得し、収載する点である。その実
測データのひとつが、生薬及びその基原となる薬
用植物の遺伝子鑑別に関する情報である。（総合
DB の構築並びに、モデル生薬の詳細については、
本誌87-93ページを参照されたい。）

近年、遺伝子情報を用いた生薬及び基原植物の
遺伝子鑑別は、高度な技能や経験が要求されない、

客観的な結果が得られやすい鑑別手法であること
から、その有用性及び汎用性が認知されるように
なり、多数の報告がなされている。そこで、小松
かつ子富山大学教授を研究分担者とする、本デー
タベースの遺伝子鑑別情報カテゴリーにおいて
は、生薬及びその基原植物の遺伝子鑑別に関する
論文情報及び、国際遺伝子情報データベース

（DDBJ/EMBL/GenBank、以下、DDBJ）に登録
されている塩基配列情報等の「学術情報」を体系
的に整理すること、並びに、モデル生薬の鑑別対
象遺伝子領域の塩基配列を「実測データ」として
解析・収集し、国内に流通する生薬の多様性の範
囲を確認することを主な目的とし、重要度の高い
生薬から順にデータの収集、そして総合 DB への
収載を進めている。

遺伝子鑑別情報のデータ収集項目
生薬及び基原植物の遺伝子鑑別に関する情報の

データベース化にあたり、収載するデータの項目
について検討を行い、まず、収載データを「遺伝
子情報」と「遺伝子鑑別情報」に分け、学術情報
及びモデル生薬の遺伝子情報のそれぞれについ
て、下記の項目のデータを収集することとした。

遺伝子情報についてはまず、[生薬名]、学術情
報であるか、モデル生薬の情報であるかを区別す
る[データ区分]、モデル生薬の場合はその管理番
号を登録する[管理番号]、そして[遺伝子領域]の
各データ項目を設けた。塩基配列及びその関連情
報については、DDBJ の情報を引用できるよう、
その書式を踏襲し、[Accession no.]、[Locus]、
[Sequence]等の項目を設けた。データを取得し
た試料に関する情報、遺伝子情報取得時の PCR
条件、プライマーの配列、本遺伝子情報を用いた
鑑別結果の概要等は[備考]欄に、また、本遺伝子
情報を要素とする多重整列解析または分子系統樹
の画像は[遺伝子鑑別関連情報]に収蔵することと
した。

次に、遺伝子鑑別情報については、[鑑別法]の
項 目 に sequencing (direct)、sequencing
(cloned)、 PCR-RFLP、 ARMS、 MASA、
PCR-SSCP、AFLP、ISSR、RAPD 等の鑑別方法
の種別を、また、[鑑別レベル]の項目に、科、属、
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種、変種、品種、系統といった、どのレベルでの
鑑別が可能か、そして[鑑別結果]の項目に、具体
的な鑑別結果の情報を収載することとした。これ
らに加え、PCR 条件や用いたプライマーの配列等
を収載する[備考]欄、鑑別の対象となる生薬、及
び関連する生薬名を記す[（関連する）生薬名]の
項目、そして、遺伝子情報で登録した各モデル生
薬の配列情報及び DDBJ 登録配列の情報を登録
する[遺伝子情報]の項目を設けた。鑑別結果に関
する文献等の情報は[鑑別結果情報]に収載するこ
ととした。本項目中の[関連情報ファイル]のデー
タ形式は自由度が高く、多重整列解析の結果や、
分子系統樹、RFLP や AFLP 等の電気泳動のパ
ターンの画像も収蔵することも可能である。ま
た、文献に関しては、[PubMedID]、[書誌情報]
の項目に加え、内容の要約などを記す[備考]欄を
設けた。

以上のように、収載されるデータ項目は多岐に
わたるが、データベースの閲覧方法は非常にシン
プルであり、これらの情報はすべて、生薬名から
簡単なクリックのみの操作で閲覧することができ
るようになっている。

モデル生薬データの収載 －オウゴンを例に－
上述のデータ項目について、実際にどのように

データを収集しているか、その流れを生薬オウゴ
ンを例に説明したい。オウゴン（黄芩）はシソ科
のコガネバナ(Scutellaria baicalensis Georgi)の周
皮 を 除 い た 根 を 基 原 と す る 生 薬 で あ る1)。
Scutellaria 属には同属植物として、S. galericula-
ta、S. lateriflora、S. altissima、 S. incana などが
あり、本属の遺伝子鑑別に関する文献を検索する
と、葉緑体 DNA rpl16 遺伝子及び rpl16 遺伝子
と rpl14 遺伝子間のスペーサー領域（以下、
rpl16-rpl14 領域）の多型を利用した陸上植物の
識別法について報告した Nakamura らの方法2)に
よる、Hosokawa らの報告3)がヒットした。また、
DDBJ に登録されている Scutellaria 属植物の遺
伝子領域について検索すると、rpl16-rpl14 領域
の他 psbA-trnH 領域、trnL-trnF 領域等の塩基配
列情報が得られた。これらの情報から、rpl16-
rpl14 領域の多型情報により Scutellaria 属の植物

種レベルでの識別、そして、生薬オウゴンの基原
植物の鑑別が可能と判断され、モデル試料につい
て、同領域の塩基配列情報を解析、収集すること
とした。

まず、Scutellaria 属植物の rpl16-rpl14 領域の
塩基配列情報を DDBJ から抽出し、総合 DB の遺
伝子情報に登録し、次いで、遺伝子鑑別情報に
Hosokawa らの文献情報を登録した。実測データ
の取得については、中国河北省、山東省、内蒙古
自治区、陜西省の各省を産地とする生薬オウゴン
のモデル生薬、15件の検体について rpl16-rpl14
領域の解析を行った。各モデル試料の検体につい
て、DNeasy Plant Mini Kit (QIAGEN) を用い生
薬からゲノム DNA を調製し、PCR の鋳型とし
た。Nakamura らの設計したプライマーで、PCR
酵素に KOD-plus (Toyobo)を用いて増幅を行
い、得られた増幅産物についてダイレクトシーケ
ンシング、またはクローン化の後、シーケンシン
グを行った。得られた塩基配列について多重整列
解析を行い、変異点等を抽出したところ、モデル
試料3検体に DDBJ 登録配列と1塩基の変異が認
められた。この変異点は、Scutellaria 属植物種間
の変異の幅を越えるものではなく、S. baicalensis
種内の変異と考えられる。すなわち、今回供試し
たモデル生薬より得られた塩基配列データから、
これらはいずれも、S. baicalensis を基原とするも
のであることが確認されたとともに、オウゴンの
国内流通生薬における rpl16-rpl14 領域の変異の

「幅」が示された。総合 DB には上記の変異点の
情報が鑑別結果情報に、そして、各検体の塩基配
列の情報がモデル生薬の管理番号毎に登録されて
おり、それぞれの産地や成分の情報などとともに
参照することが可能である。

データベース遺伝子鑑別情報の今後の展開につい
て

平成25年度よりデータベース研究は実質的な2
期目に入り、データの増強、カテゴリーの追加等
を行う発展的研究の段階に進んでいる。今期は、
各カテゴリー間のデータの相関解析を予定してお
り、取得した遺伝子情報と成分情報等、他のカテ
ゴリーとの横断的な解析により、生薬及び薬用植
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物の多様性に関する新たな知見が得られると期待
される。
おわりに

第十五改正日本薬局方第一追補参考情報に「遺
伝子情報を利用する生薬の純度試験」が収載され
た4)ように、今後、生薬の品質管理の現場におい
て遺伝子情報を用いた鑑別法の重要性はますます
高くなるものと考えられる。本データベースに収
載される遺伝子鑑別に関する情報が、生薬及びそ
の基原植物の遺伝子鑑別に携わる方々の情報源と
して活用され、さらには、生薬の遺伝子鑑別手法
の普及の一助となれば幸いである。

＊総合 DB は、厚生労働科学研究費補助金創薬基
盤推進研究事業「漢方薬に使用される薬用植物の
総合情報データベース構築のための基盤整備に関
する研究」、「薬用植物栽培並びに関連産業振興を
指向した薬用植物総合情報データベースの拡充と
情報整備に関する研究」の一環として構築を進め
ている。
参考文献
1) 第十六改正日本薬局方（平成23年3月24日 厚生労働

省告示第65号）, pp. 1457-1458
2) Nakamura I. et al., Breeding Sci.47, 385-388 (1997)
3) Hosokawa K. et al., J. Ethnopharmacol.99, 105-108

(2005)
4) 第十五改正日本薬局方第一追補（平成19年9月28日

厚生労働省告示第316号）, pp. 200-201
（河野 徳昭）

Ｃ．生薬の多様性解析のためのインデックスとし
ての遺伝子情報

はじめに
生薬の品質評価では基原植物の同定、成分分析、

薬理試験（in vitro、in vivo）、臨床的評価が行われ
る。その内、第一にすべきことが生薬の同定であ
り、従来、比較組織学的手法が用いられてきたが、
熟練を要する上に、指標となる形質が植物の生長
度合や環境により変化するため客観性を欠く場合
があるという問題があった。近年、植物の分子系
統学の発展にともない、生薬学分野においても遺
伝子解析が盛んに行われるようになり、生薬の同
定に応用されるようになった。DNA の塩基配列

は環境に影響されない遺伝の一次情報であり、4
つの塩基で表されるため明瞭である。従って、生
薬の基原となる薬用植物とその関連植物の遺伝子
多型を明らかにし、分類群に固有な塩基配列を見
いだしておけば、生薬から得られた DNA の塩基
配列をこれと比較することにより容易に基原種を
同定できる。多くの遺伝子情報が国際遺伝子情報
データベース（DDBJ と略す）に登録されている
ので、これを参考にするのが便利であるが、登録
されている植物の同定の正しさや生育地域による
遺伝子多型も考えられるので、実際上は、自分で
採集した複数の植物を正確に同定し、遺伝子の塩
基配列を決定して、植物種固有のマーカー配列を
見いだす必要がある。生薬の同定には、核 rDNA
の ITS 領域、葉緑体 DNA の matK 遺伝子、trnK
遺 伝 子、trnK-rps16 intergenic spacer 領 域、
trnL-F intergenic spacer 領域などが用いられて
いる（伝統医薬データベース http://dentomed.
u-toyama.ac.jp 参照1)）。一般に生薬の基原植物
は近縁な数種に及ぶことがあり、植物学的に未整
理な分類群であれば、生薬の同定は容易ではない。
このような場合、生薬の成分化学的品質評価の結
果も統一性を欠き、Chemotaxonomy 上の事実を
見逃すことになる（大黄、莪朮、党参など）。さら
に、多様性が顕著な分類群（栽培が広域にわたっ
ている薬用植物などで見られる）を整理する上で
は、同一種につき多数の植物材料を収集し、それ
らの遺伝子解析を行い、分類群の全体像を明らか
にすることが不可欠である。ここでは党参を例に
して、種の多様化の様相を示すとともに、基原種
が同定されたことにより明瞭になった成分の種間
差について述べる。

薬用Codonopsis 属植物の遺伝的多様性と党参の
基原

党 参 は キ キ ョ ウ 科 の Codonopsis pilosula
(Franch.) Nannf.、C. pilosula Nannf. var. mod-
esta (Nannf.) L. D. Shen.、C. tangshen Oliv.の
根に由来する生薬で、中国では強壮薬として食欲
不振、疲労倦怠、咳嗽、口渇などに繁用され、ま
た薬用人参の代用として処方に配合されることも
多い。近年、日本においても需要が増しているこ
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とから、党参の品質確保を目的として、
Codonopsis 属植物の遺伝子多型に基
づく同定法を開発し、中国及び日本の
市場流通品の基原を明らかにした2)。

2008年から３年間にわたって党参の
産地である中国甘粛省、湖北省及び重
慶市で調査を行い（図３）、Codonopsis
属植物の栽培品または野生品95検体及
び党参市場品57点（各２検体を使用）
を 収 集 し た。こ れ ら に つ い て 核
rDNA の ITS 領域を PCR 法で増幅
し、ダイレクトシーケンスにより塩基
配列を決定した。Electropherogram
では、同一箇所に二重のピーク（ヘテ
ロ型のピーク）が確認されたため、ノ
イズと区別するために、副ピークの高
さ/(副ピークの高さ+主ピークの高さ)が20％以
上のものをヘテロ型と判断した（クローニングに
よる確かめ実験も行った）。その結果、２種１変
種の ITS1-5.8S-ITS2領域は長さ655 bp で、各領
域はそれぞれ257 bp、163 bp、235 bp であった。
同属３分類群の種間及び種内の多型の解析には上

流から122番目、226番目、441番目及び489番目の
塩基が重要で、さらに C. tangshen の種内多型の
解析では135番目、489番目及び500番目の塩基が
重要であった。

C. pilosula には11タイプの塩基配列、C. pilosu-
la var. modesta には5タイプの塩基配列、C.
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表１ Codonopsis 属植物の ITS 領域の塩基配列タイプと交配に関与したと考えられる両親の塩基配列タイプ
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AB769260,
EF190460*3 C G C G G C C T A T C T G C A G 5

P1 AB769261 * * Y * * * * * * * * * * * * * P0 (C C T T) × PM0 (T C T T) 5
P2 AB769262 * * Y R * * * * * * * * * * * * 2
P3 AB769263 * * Y * * * Y * * * * * * * * * P0 (C C T T) ×   S0 (T T T T) 11
P4 AB769264 * * Y R * * Y * * * * * * * * * 1
P5 AB769265 * * Y * * * * * * Y * * * * * * P0 (C C T T) ×   Q0 (T C C T) 1
P6 AB769266 * * Y * * * * * * * * Y * * * * P0 (C C T T) ×   T1 (T C T C) 2
P6' AB769267 * * Y * * * * * * * * Y * * R * 1
P7 AB769268 * * T * * * Y * * * * * * * * * S0 (T T T T) × PM0 (T C T T) 7
P8 AB769269 * * T * * * * * * Y * * * * * * Q0 (T C C T) × PM0 (T C T T) 1
P9 AB769270 * * T * * * Y * * Y * * * * * * S0 (T T T T) ×   Q0 (T C C T) 3
P10 AB769271 * * T * * * Y * * * * Y * * * * S0 (T T T T) ×   T1 (T C T C) 1

Codonopsis sp.*1 S0 AB769272 * * T * * * T * * * * * * * * * 4

PM0
AB769273,
EF190461*3 * * T * * * * * * * * * * * * * 7

PM0' AB769274 * * T * * * * * * * * * * * * R 1
PM1 AB769275 * * T * * * * * * * * Y * * * * PM0 (T C T T) ×   T1 (T C T C) 1
PM2 AB769276 * * T R * * * * * * * * * * * * 2
PM3 AB769277 * * T R * * Y * * * * * * * * * PM2 (T C T T) ×   S0 (T T T T) 2
PM4 AB769278 * * T R * * * * * Y * * * Y * * 1

T0 EF190462*3 * * T * * * * * * * * * A * * * 0
T1 AB769279 * * T * * * * * * * * C * * * * 9
T2 AB769280 * * T * * * * * * * * Y R * * * T0 (G T A) × T1 (G C G) 1
T3 AB769281 * * T * A * * * * * * C * * * * 13
T4 AB769282 * * T * R * * * * * * C * * * * T1 (G C G) × T3 (A C G) 7
T4' AB769283 * * T * R Y * * * * * C * * * * 2
T5 AB769284 * * T * R * * * * * * Y R * * * T0 (G T A) ×   T3 (A C G) 5

Crude drug samples*2

Baitiaodangshen (No.26659b) Q0 * * T * * * * * C * * * * * *
Tojin (No.26991a) T0 * * T * * * * * * * * * A * * *

Numerals above sequence are aligned nucleotide positions of C. pilosula  which correspond to all other species.   Y = C and T, R = A and G, M = A and C
Asterisk indicates the identical nucleotide to which of C. pilosula (accession No. EF190460).
*1 The shape of flowers with half-inferior ovary is similar to that of C. pilosula, while that of leaves is similar to that of C. tangshen.
*2 The nucleotide sequence is only found in crude drug samples. Parenthesis numerals show specimen reference number of Museum of Material Medica, Institute of Natural Medicine, University of Toyama.
*3 Lin T, Hsieh C, Agrawal D, Kuo C, Chueh F, Tsay H, J. Food Drug Anal. , 15, 428-432 (2007).
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Number
of plant
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C. pilosula var. modesta

C. tangshen

Sequence type of supposed parental  lineages
    (nucleotides at 135, 489 and 500)

Sequence type of supposed parental lineages
    (nucleotides at 122, 226, 441 and 489)Species Sequence

type (ITS)
ITS1

Nucleotide position
ITS2Accession

number
(DDBJ)

図３．中国におけるCodonopsis 属植物の調査地域（2009年及び2010年）
● C. pilosula; ■ C. pilosula var. modesta;
▲ C. tangshen;
〇× C. pilosula 及び C. pilosula var. modesta;
〇▲ C. pilosula and C. tangshen.



tangshen には6タイプ（タイプ T0は DDBJ に報
告があり、党参市場品のみに認められた）の塩基
配列が認められた（表１）。これらの内、ヘテロ型
の塩基を示さない純系のタイプは、C. pilosula の
タイプ P0、C. pilosula var. modesta のタイプ
PM0、C. tangshen のタイプ T0、T1及び T3であっ
た。さらに、花の形状や子房半下位の特徴は C.
pilosula に類似するが葉の形状は C. tangshen に
類似した Codonopsis sp.も純系のタイプ S0を示
し、また甘粛省産白条党参（民族薬物資料館保存
生薬標本 No.26659）に認められたタイプ Q0も純
系であった。この２タイプは塩基配列の類似性、
産地などから C. pilosula に属すると判断した。
以上の純系であった７種類の塩基配列タイプを考
慮することにより、Codonopsis 属２種１変種の多
様な塩基配列の成因は、表１のように考察された。
例えば、C. pilosula の中で最も出現頻度が高かっ
たタイプ P3は、タイプ P0とタイプ S0が交配す
ることにより生じたものと考えられた。また、C.
pilosula var. modesta ではタイプ PM0が最も頻度
が高かったが、この地域に C. pilosula のタイプ
P0またはタイプ S0が侵入しそれぞれタイプ PM0
と交配すると、タイプ P1やタイプ P7が生じるな
どのように考察され、多様性の軌跡を追うことが
できた。C. tangshen ではタイプ T3と T1が多く
見られ、両タイプが交配したと考えられるタイプ
T4も多かった。C. tangshen は、C. pilosula やそ
の変種と明らかに分布域を異にし、湖北省や重慶
市に分布したが、タイプ T1の関与がタイプ P6や
タイプ PM1に見い出されたことは興味深い。

分類群または塩基配列タイプを分けるマーカー
配列が明確になったことから、次に生薬「党参」
の中国市場品の基原を検討したところ、甘粛省産
党参ではタイプ PM0、P3、PM1、P1及び P0が多
かった。大多数が C. pilosula であり、甘粛省文県
に産するもののみ主として C. pilosula var. mod-
esta に由来した。品質良好とされる「紋党参」と
称する市場品はタイプ PM0、PM1及び T1であっ
た。C. tangshen に由来する市場品は湖北省、重
慶市、陝西省の市場に認められた。日本市場では
貴州省産と甘粛省産の党参が主流ですべて C. pi-
losula であったが、河南省産党参のみ C. tangsh-

en のタイプ T0、T2を示した。多くの市場品が、
塩基配列タイプの異なる個体の混合品であり、栽
培地の状況を反映しているものと考えられた。

薬用Codonopsis 属植物の成分的差異
遺伝子解析により Codonopsis 属植物及び党参

市場品の基原を確証した上で、生物活性の報告が
ある７成分（アルカロイド：Codonopyrrolidium
A、Codonopyrrolidium B；フェニルプロパノイ
ド：Tangshenoside I；ポ リ ア セ チ レ ン 類：
Cordifolioidyne B、Lobetyolinin、Lobetyolin、
Lobetyol）を定量し、分類群間の差異を検討し
た3）。その結果、C. pilosula 及び C. pilosula var.
modesta の主な成分は Codonopyrrolidium B であ
り、C. tangshen に 特 徴 的 に 多 い 成 分 は
Tangshenoside I 及び Codonopyrrolidium A であ
ることが明らかになった。Lobetyolin はほぼ共通
して含まれていた。C. tangshen のタイプ T1は、
C. pilosula var. modesta からなる「紋党参」市場
品中に混在していたが、C. tangshen の成分的特
徴を有していた。なお、塩基配列タイプの違いに
よる差異は認められなかった。

おわりに
党参を例にして、遺伝子情報は生薬の基原種の

鑑別はもちろんのこと、薬用植物の多様化の軌跡
を追う手段になることを示した。C. pilosula また
はその変種と、C. tangshen との間で交配があっ
た可能性が示されたことから、今後栽培地におい
て交配が進めば、各種の成分的特徴が不明瞭にな
ることも考えられる。遺伝子資源の確保の観点か
ら、純系の系統は保護していく必要性があろう。
参考文献
1) 文部科学省地域イノベーションクラスタープログラ

ムグローバル型（Ⅱ期）「ほくりく健康創造クラスター」
広域化プログラム（2008～2012）により作成した。

2) He J. Y., Zhu S., Komatsu K., Goda Y., Cai S.
Q., J. Nat. Med., 10. 1007/s11418-013-0780-1
(2013).

3) 何敬愉, Zhu S., 小松かつ子, 合田幸広, 蔡少青, 日
本生薬学会第60回年会講演要旨集, p.263, 2013.

(小松かつ子)
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特集 技術開発 ３ 品質評価及び利用技術

味認識装置による漢方処方並びに生薬の品質評価

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター種子島研究部 安食 菜穂子

１．はじめに
漢方薬などの原料となる生薬は天産品であるた

め、原植物（動物、鉱物）が同じであっても、生
育環境、遺伝的形質、収穫時期、調製法、貯蔵法、
新旧などの違いにより、形態や成分含量に違いが
ある。またそのことは、これらの味や色、におい
にも変化をもたらし、場合によってはノンコンプ
ライアンス（医師に処方された薬を患者が医師の
指示通りに服用しないこと）の原因となる場合も
ある。現行の日本薬局方（第十六局）1)において
は、医薬品各条の規定の他、通則、生薬総則、製
剤総則及び一般試験法の規定により、収載される
医薬品の適否が判定される。通則には、「医薬品
各条の規定中、性状の項は参考に供したもので、
適否の判定基準を示すものではない」と記載され
ている。しかし、生薬総則には、「生薬の性状の項
のうち、におい、味及び鏡検時の数値は、適否の
判定基準とする」との記載があり、生薬や生薬か

ら調製される漢方処方における官能の表現が化学
的合成医薬品と比べて重要視されている。一方、
味には客観的な基準が無く、これまで試験者の感
覚に基づいて、「甘い」、「苦い」といった表現をさ
れてきており、客観性のある評価基準の設定が望
まれている。

我々は近年開発・実用化された味認識装置を用
い、漢方処方や生薬の客観的な味評価の可能性に
ついて検討を行っている。本稿では、味認識装置
の測定原理ならびにこれまでの検討例を数例紹介
する。

２．味認識装置による味測定の原理
2-1．味認識装置とは

味認識装置は、九州大学の都甲らによって開発
された、食品等の味を測定する装置である。現在、
市場に出回っているさまざまな食品や飲料の味の
評価は、専門家による官能検査や化学分析に依存
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図１ 味認識装置概観図



しているのが現状である。しかしながら官能検査
においては、検査員間の意見が揃わない場合があ
るという問題や、文化・伝統や価値観の異なる各
人の好みを理解することが難しいなどといった問
題がある。また、化学分析においては、糖度計（屈
折率）や HPLC（カラム分離）等を用いた分析が
行われているが、味物質の種類が膨大であること
や、味には相互作用があるために、得られる結果
がヒトの感覚とは異なるという問題がある。この
ような状況を打開するために、今から約20年前に
九州大学の都甲らは、ヒトを模倣した「人工脂質
膜を用いたマルチチャンネル味覚センサ」を発明
し、味を測るという概念を作り出した。
2-2．味認識装置の原理

生体では、呈味物質が舌の味細胞先端のマイク
ロビリー膜に吸着することで味細胞の細胞膜に電
位変化が生じる。この電位変化は特性の異なる味

細胞毎に異なっており、これらを神経回路網が計
算（パターン認識）していろいろな味を識別して
いると考えられている2)。味認識装置ではこの生
体の味認識メカニズムをモデルとし、味検出に重
要な働きをする脂質を高分子化合物で固定化した
人工脂質膜センサを用いて、呈味物質の吸着によ
る脂質膜の膜電位変化を情報として取り出してい
る(図１)。その際に、特性の異なる味細胞に相当
するものとして、応答特性の異なる脂質をセン
サープローブの膜材料として用い、これらの脂質
膜センサープローブから得られる複数の信号をコ
ンピュータでパターン認識して味の識別を行
う3)。
2-3．味認識装置による味強度測定

味測定のプロセスを図２に示す。人の唾液に相
当する基準液として、無味に近く、かつ脂質膜セ
ンサープローブの出力が安定である、塩化カリウ
ム(30mM)と酒石酸(0.3mM)を溶解した水溶液
を用い、サンプルを測定する前に基準液について
測定し、その測定値を Vr(mV)で表す。次に、サ
ンプル溶液に脂質膜センサープローブを浸したと
きの測定値を Vs、サンプル測定終了後に再び測
定した基準液の測定値を Vr’と定義する。基準
液とサンプル溶液の測定値の差 (Vs-Vr) が脂質
膜センサープローブの出力値となり、この値はヒ
トに置き換えると、口の中にものを含んだ際に感
じる味（先味）に相当すると考えられる。また、
サンプル測定の前と後での基準液の測定値の変化
(Vr’-Vr) は、脂質膜に味物質が吸着したことに
よって膜の電荷密度や構造が変化したことに由来
すると考えられる。ヒトに置き換えると口の中の
ものを飲み込んだ後もしばらく口の中に感じる

「後味」に相当すると考えられ、この値を CPA
(Change of membrane Potential caused by

特産種苗 第16号

－78－

表１ 各種センサープローブが主に応答
する味の特性

AAE

CT0

CA0

C00

AE1

AT0*)

AN0

AC0  (AC0)**)

 (AC0)

*) AT0 
**) 

表２ 各種基本味溶液組成

 (30 mM)  (0.3 mM)

 (30 mM)  (3.0 mM)

 (300 mM)  (0.3 mM)

 (30 mM)  (0.3 mM)  (10 mM)

 (30 mM)  (0.3 mM)  (0.1 mM)

 (30 mM)  (0.3 mM) α  (0.01%)

 (30 mM)  (0.3 mM)  (0.05%)

図２ 味測定のプロセス



Adsorption) 値と定義する4)。現行の各センサー
プローブの特性を表１に示す。また、表２に、各
味の基準となる味物質を示す。基準味物質とサン
プルについて得られるこれらの値を基に、「刺激
の量の変化を知覚し得る弁別閾（刺激の識別が可
能な最小値）は、刺激の強さに比例する」という
ウェーバーの法則に基づいて、人間が感じる味強
度の違いを推定する5-7)。ヒトが「味が違う」と認
識できるのは、その味が1.2倍濃く（または薄く）
なった場合とされており、この1.2倍の変化を推
定値１目盛りとして表している。本稿中の数値０
は、ほぼ無味である３倍希釈した基準液の味を表
している。なお、マイナスの値は、センサの閾値
が低いために得られる値であり、ヒトでは無感覚
であると考えられる領域である。

３．複数種類の漢方処方エキスの識別に関する検
討例8)

漢方処方は複数の生薬から構成され、構成生薬
を混合して煎じた湯液、粉砕した粉末、または抽
出エキスなどが内用及び外用に適用される。この
ように複数の生薬が混合された漢方処方につい
て、味認識装置を用いることによる各処方の味の
識別の可能性を検討した。

５種類の漢方処方（葛根湯、小柴胡湯、小青竜
湯、六君子湯、苓桂朮甘湯）のエキス各８～９社
分の水溶液について、味認識装置を用い、酸味、
旨味、苦味、渋味及び甘味の５つの味要素の強度
を測定した。それぞれの処方の構成生薬を表３に
示す。また、従来の日本薬局方記載用の試験方法
に基づいた、ヒトによる味覚試験も同時に実施し
た。その結果、味認識装置を用いた測定によって
各味について得られた「味の違いを表す数値」に
は多数の各処方間で有意差が認められた (図３)。
また、本実験に用いた各処方エキスが示した５つ
の味の要素それぞれの平均値のレーダーチャート
を図４に示す。小柴胡湯と苓桂朮甘湯は、それぞ
れの構成生薬が大きく異なるにも関わらず、ほぼ
同一の味のパターンを示したが、渋味の部分で有
意な差が認められた (図３, ４)。

ヒトによる味覚試験においては (表４)、小青
竜湯を除き、酸味を表現した人はいなかった。他

方、味認識装置による測定では、
小青竜湯に加えて葛根湯で有意
に酸味が示された。葛根湯と小
青竜湯は、ヒトでは辛味が感じ
られていた。辛味は、味細胞で
感じる味ではなく、辛味物質で
あるカプサイシンに応答する受
容体は42℃以上の高温を感知す
るタンパク質であることがわ
かっている9)。葛根湯の場合、
ヒトではこの辛味で酸味がマス
クされた可能性が考えられる。
また、ヒトによる味覚試験では、
旨味を表現した人がいなかった
が、これは、これまで生薬や漢
方処方に関して旨味を考えると
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表３ 各漢方処方の構成生薬

図３ 各漢方処方エキス間の味の違い
酸味(A)，旨味(B)，苦味(C)，渋味(D)，甘味(E) について，それぞれ処方間で比較した．各棒グラフ
は平均値(±標準偏差，n = 8 -9) を表す．また，グラフ中の“a”は葛根湯に対して，“b”は小柴胡湯に
対して，“c”は小青竜湯に対して，“d”は六君子湯に対して，“e”は苓桂朮甘湯に対して，それぞれP
＜0.0001で有意差が認められたことを示す．
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いう概念が無かったためと推察さ
れる。

味認識装置による測定では５処
方すべてが苦味でプラスの値を示
した。他方、ヒトによる味覚試験
では、小柴胡湯と小青竜湯におい
て、苦味は表現されていなかった。
味認識装置による測定では、小柴
胡湯は他の４種類の処方と比較し
て渋味が特に強かったことから、
ヒトでは苦味が強い渋味にマスク
され、渋味だけを感じ、表現した
可能性が考えられる。また、小青

竜湯の苦味は比較的弱い一方、辛味や酸味が強い
ため、同様に苦味がマスクされたものと考えられ
た。

以上、ヒトでの表現には強い味に他の味がマス
クされる傾向がある一方、味認識装置では５種の
味について規格化することが可能であるものと考
えられた。特に、ヒトによる味覚試験では、同一
処方であっても各社毎に味の差があり、味を平均
化して表現することが難しい場合がある。他方、
味認識装置で測定した場合、味がデジタル化され
て表現されるため、容易に平均化することが出来
る。今回用いた５種類の処方すべてについて、一
定の味の傾向が見られ、処方間の味の違いが有意
な差を持って認められたことから、本装置を用い
ることによって、各処方について統一的な表現を
することが可能であると共に、客観性のある味の
測定が可能であると考えられる。

４．漢方処方葛根湯に関する検討例10)

前項では、味認識装置が種々の漢方処方エキス
の味を識別しうる可能性を示した。ところで、漢
方処方は複数の生薬によって構成されている。そ
のため、一処方の中にあっても、内服する場合に
より強くその味を示す構成生薬の存在も考えられ
ることから、漢方処方の中で最も繁用されている
葛根湯を例に、一つの処方の中でその処方の味を
決定付けている構成生薬を識別する可能性につい
て検討を行った。葛根湯の構成生薬は、カッコン、
カンゾウ、ケイヒ、シャクヤク、ショウキョウ、
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図４ 各漢方処方エキスの味パターン
基準液(1→3) (a)，葛根湯 (b), 小柴胡湯 (c)，小青竜湯 (d), 六君子湯 (e)， 苓桂朮甘湯 (f)．

表４ 漢方処方エキスのヒトによる官能表現

図５ 葛根湯構成生薬
カッコン(1)，カンゾウ(2)，ケイヒ(3)，シャクヤク(4)，ショウキョウ(5)，
タイソウ(6)，マオウ(7)．（五十音順）

(1)

(2)

(3) (4)

(6)

(7)

(5)

表５ 葛根湯ならびに葛根湯各構成生薬の煎じ液に関する官
能表現



タイソウ、マオウの７種である (図５)
葛根湯一日分量及び葛根湯の各構成生薬の一日

分量を煎じて10倍に希釈した液を測定試料として
味認識装置を用いて測定し、同時に、各煎じ液の
原液について、ヒトによる官能試験を行った。そ
の結果、味認識装置による測定において、葛根湯
の構成生薬のうち、マオウの味パターンと葛根湯
の味パターンが近似しており (図６(A))、一方、
ヒトによる官能試験においても、マオウについて

「葛根湯のような味」と表現された (表５)。また、

旨味はカッコンが、渋味については
カンゾウも葛根湯の味に寄与してい
ることが認められた (図６(B), ６
(C))。従って、葛根湯の味は主にマ
オウの味を基本として、さらにカッ
コン及びカンゾウの味によって構成
されていると推察される。

一方、葛根湯におけるマオウの様
に単独で処方独自の味を決定付ける
構成生薬が存在しない、苓桂朮甘湯
のような処方があることも分かって
いる11)。

５．日本薬局方ブシの識別に関する
検討例12)

前二項では、複数種類の生薬を混
合して製される漢方処方の味に関する客観的評価
について、複数種類の処方エキスの識別や、一処
方の中でその処方の味を決定付けている構成生薬
の識別の可能性について述べた。最後に、漢方処
方の原料として用いられる生薬の味評価の検討に
ついて、生薬ブシを例に紹介する。

ブシはハナトリカブト（カラトリカブト）
Aconitum carmichaeli Debeaux などキンポウゲ
科 (Ranunculaceae) トリカブト属 (Aconitum)
植物の塊根を様々な方法で加工（修治）して作製

される生薬であり、鎮痛や強心、冷
え性の改善作用などを有する薬とし
て用いられている。その使用の歴史
は古く、中国最古の本草書である『神
農本草経』に下品（毒をもって病を
治す薬）として収載されている13)。
また、麻黄附子細辛湯や真武湯など、
ブシが配合された漢方処方も数多く
存在し、現在でも汎用されている。
しかしながら薬用量と中毒量が近接
しているため、使用には細心の注意
が必要である。また、トリカブト属
植物は全草、特に根部にブシジエス
テルアルカロイドと称される種々の
強毒性のアルカロイドを有すること
から有毒植物としても有名である。
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図６ 葛根湯ならびに葛根湯各構成生薬煎じ液の味分布
葛根湯及び葛根湯各構成生薬の煎じ液を測定試料として，味認識装置を用いて味測定を行っ

た。レーダーチャート中の点線は葛根湯の味分布を示す。各レーダーチャート中の実線はそれ
ぞれ，マオウ (A)，カッコン (B)，カンゾウ (C)，ケイヒ (D)，シャクヤク (E)，タイソウ (F)
及びショウキョウ (G) の味分布を示す。レーダーチャート外周の数字はそれぞれ以下の味要
素を示す。酸味(AC0) (1)，塩味 (2)，旨味 (3)，酸性苦味後味 (4)，酸性苦味 (5)，渋味後味
(6)，渋味 (7)，塩基性苦味後味(AT0) (8) 及び塩基性苦味 (9)。

図７ 各タイプの日本薬局方ブシ
ブシ1 (PAR 1)，高圧蒸気処理を施されたタイプのブシ2 (PAR 2-a)，加熱処理を施されたタ

イプのブシ2 (PAR 2-h)，ブシ3 (PAR 3)．それぞれ，刻み（左）及び中末以下粉末（右）．



加工を施されていない生ブシは特に強い毒性を有
し、産地や採集時期により毒性の強弱に大きなバ
ラツキがある。

ブシはその生薬としての重要性から、第十四改
正日本薬局方第二追補14)に収載された。日本薬
局方（日局）ブシは加工法の違いにより下記の３
種類（ブシ１～ブシ３）に分類されている。すな
わち、高圧蒸気処理により加工されたもの（「ブシ
１」）、食塩、岩塩又は塩化カルシウムの水溶液に
浸せきした後、加熱又は高圧蒸気処理により加工
されたもの（「ブシ２」）及び食塩の水溶液に浸せ
きした後、石灰を塗布することにより加工された
もの（「ブシ３」）である。

一方、日局に収載されている生薬は、その各条
において性状の項に記載される“味”が適否の判
定基準とされているが、ブシについてはその強い
毒性のため、試験者の安全性を考慮して性状の項
にその味を規定していない。本項では味認識装置
による各ブシの味の評価並びに本装置による各ブ

シの識別の可能性について述べる。
各種ブシ全47検体を実験材料として用いた。こ

れらのブシは加工法により、以下のように４種に
分類した。すなわち、「ブシ１」(PAR 1) 13検体、
高圧蒸気処理を施されたタイプの「ブシ２」(PAR
2-a) 12検体、加熱処理を施されたタイプの「ブシ
２」(PAR 2-h) 11検体及び「ブシ３」(PAR 3) 11
検体である。各タイプのブシを図７に示す。中末
以下に揃えた各ブシの粉末試料を水で抽出し、味
認識装置にて測定した結果、以下 A 及び B の知
見が得られた。

Ａ．ブシの水抽出液には、全般的に塩基性苦味
後味が強く検出された他、酸性苦味、塩味及び旨
味も検出され、これらの味要素の数値は、ブシの
加工法及び測定に供した水抽出液の濃度によって
違いが認められた (図８、表６)。一方で、酸性苦
味後味や渋味及び渋味後味は検出されなかった。
これらの結果より、ブシの水抽出液はアルカロイ
ド系の苦味が突出して強く残る一方で、お茶のよ
うな渋味は感じられないと推察された。

Ｂ．日局で規定されている３種類のブシについ
て、味認識装置を用いて下記の方法で測定するこ
とで分類が可能であると考えられた。すなわち、
1) 濃度0.1mg/mL のブシ水抽出について AN0セ
ンサを用いて塩基性苦味後味値を測定する。2)
1) で得られた塩基性苦味後味の値が低い場合、
濃度１ mg/mL のブシ水抽出について AN0セン
サで測定する。ここで得られた塩基性苦味後味の
値が約４以上であれば、「ブシ１」(PAR 1) であ
り、塩基性苦味後味の値が約４未満であれば、高
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表６ 各タイプ日本薬局方ブシの味強度

PAR 1 
(n = 13) 0.87 ± 0.16

 ± 

*)

0.22 ± 0.14 0.07 ± 0.08 0.07 ± 0.03 2.18 ± 0.38 0.51 ± 0.09 0.60 ± 0.29

PAR 2-a 
(n = 12) 0.50 ± 0.10 -0.01 ± 0.05 0.03 ± 0.07 0.01 ± 0.04 1.61 ± 0.28 0.66 ± 0.12 0.19 ± 0.06

PAR 2-h 
(n = 11) 0.19 ± 0.23 0.01 ± 0.03 0.09 ± 0.05 0.04 ± 0.02 -1.33 ± 0.85 0.99 ± 0.15 10.53 ± 2.38

PAR 3 
(n = 11) 3.61 ± 1.57 0.75 ± 0.20 -0.10 ± 0.09 -0.02 ± 0.03 2.80 ± 0.23 2.50 ± 0.45 7.94 ± 0.66

*)  0.1 mg/mL  1 mg/mL 

図８ 各タイプ日本薬局方ブシの味パターン
‘塩基性苦味後味’は試験液濃度 0.1 mg/mL，その他の味については濃度
1 mg/mL
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圧蒸気処理を施されたタイプの「ブシ２」(PAR
2-a) であると判定可能である。一方、3) 1) で得
られた塩基性苦味後味の値が高い場合、濃度１
mg/mL のブシ水抽出について AAE センサを用
いて旨味値を測定する。ここで得られた旨味が負
の値であれば、加熱処理を施されたタイプの「ブ
シ２」(PAR 2-h) であり、正の値であれば、「ブ
シ３」(PAR 3) であると判定可能である (図９)。

以上、日局の各「ブシ」の味は、苦味が突出し
て強く残るのが全般的な特徴であるが、それぞれ
の加工法の違いにより少しずつ異なる味の特徴が
認められるため、その違いから「ブシ１～３」を
識別可能であると考えられる。

６．おわりに
古来、生薬の品質評価は、外見、触感、味、に

おい、色などの官能的特徴を熟練した試験者の五
感で判定する方法により行われてきた。近年の日
本薬局方においては生薬の含有成分に関して、確
認試験法並びに定量法が規定されている品目が増
加している。しかし、特定の含有成分だけではそ
れらの品質を厳密に評価することは困難であり、

現在でも五感による評価が重要である
ことに変わりはない。本稿で紹介した
例も含め、我々は味認識装置を用いた
研究を通じて、様々な生薬類の味を客
観的に評価する可能性を示してきた。
今後はこれらのさらなる品質向上を目
指し、五感による従来の評価法と味認
識装置をはじめとした各種測定機器に
よる客観性の高い評価法を組み合わせ
た品質評価法を確立したいと考えてい
る。
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図９ 味認識装置による日本薬局方ブシのタイプ識別フローチャート
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特集 技術開発 ３ 品質評価及び利用技術

薬用植物の健康食品、化粧品等としての利用

丸善製薬株式会社 研究開発本部 田村 幸吉

１．はじめに
薬用植物は、主として医薬品用途（医薬品の抽

出及び合成原料、民族医学の原料、民間薬）に使
用されるが、その他に、食料品（生鮮及び加工食
品、食品添加物、健康食品、薬膳）、香粧品（香料、
化粧品、日用雑貨）、その他（環境用、工芸品、農
業）などに広く利用されている。ここではハーブ
類を含め広い意味での薬用植物について述べた
い。

例えば、マメ科植物カンゾウの根及び根茎「甘
草」は、漢方処方や漢方エキス製剤の原料として、
ヨーロッパではハーバルメディシンとして医薬品
に使用される他、ソース調味料など食品原料とし
て、また含有成分グリチルリチン酸が、甘味及び
抗炎症作用を有することから、甘味料として食品
添加物に、あるいは化粧品に使用されている。ア
メリカではタバコ用フレーバーとして多量使用さ
れている。変わったところでは、グリチルリチン
酸が、発泡性あるいは界面活性作用を有すること
から、消泡剤やインク原料として使用された歴史
もある。

近年では、生態系への影響を最小限にしようと
するグリーンケミストリーとして提唱された環境
運動に基づき、再生可能な植物を利用しようとす
る取り組みが多くの業界において行われているこ
ともあり、植物が多方面の業界に利用されてきて
いる。その中で、多くの薬用植物は、野生品が収
穫の対象となるため、乱獲による資源の枯渇が心

配されている。そのため野生品の再生可能な計画
的な収穫法、あるいはさらに一歩進んで、栽培化
が進んでいる現状がある。

ここでは、健康食品および化粧品へ利用されて
いる薬用植物について述べる。

２．健康食品
「健康食品」という語句は、法律上の定義はなく、

表１の区分のように、食品衛生法によって規制さ
れる一般食品に含まれ、広く健康の保持増進に資
する食品として販売・利用されるもの全般を指し
ており、効能効果については表示できない。健康
食品市場は、ここ10年間１兆2000億円前後で頭打
ちとなっているが、進行する高齢化と人々の予防
意識の高まりが、底堅い消費者ニーズとなり、市
場を形成している。以前は、健康食品というと怪
しいイメージもあったが、近年では安全性および
一定の作用が確認されたものが大部分となってい
る。なお、1991年の特定保健用食品制度の創設お
よび2001年には保健機能食品制度の見直しによ
り、いわゆる健康食品のうち、国の制度として、
国が定めた安全性や有効性の基準を満たした食品
を、特定保健用食品及び栄養機能食品として、一
定の効能効果を表示することが可能となった。前
者には、植物が利用され、茶カテキン（「コレステ
ロールが高めの方に適する」とか「食後の血中中
性脂肪が上昇しにくい」）、グアバ葉、杜仲葉、ラ
フマ葉（「血圧が高めの方に適する」）などが有効
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表１ 植物が利用される商品の法的位置づけ

医薬品
化粧品

食 品

医薬品 医薬部外品 特定保健用食品 栄養機能食品 一般食品（健康食品）

薬事法 健康増進法（消費者庁）食品衛生法 食品衛生法



成分として使用されている。後者に使用できる成
分は、ビタミン類12種およびミネラル類５種に限
定され、植物起源のものは利用できない。これら
の食品については、2009年に創設された消費者庁
が所管する健康増進法により規制される。なお現
在、規制改革会議の一つのテーマとして、いわゆ
る健康食品の機能性表示を可能とする取り組みに
ついて検討されている。

健康食品に使用できる素材は、厚生労働省の
ホームページに掲載されている食薬区分のうち

「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と
判断しない成分本質（原材料リスト）」に具体的な
植物由来物のリストが公開されている。掲載され
ていない新たな素材については、基準に基づいた
食薬区分の判断を求め、リストに収載される必要
がある。

健康食品の公的な情報先として、独立行政法人
国立健康・栄養研究所が公開している「健康食品
の安全性・有効性情報」には、全てが植物起源の
ものではないが、約1000種類の素材に関する情報
が記載されており、非常に参考となる情報が掲載
されている。

また健康食品に関与する法律として、薬事法、

食品衛生法、健康増進法、JAS 法、景品表示法、
特定商取引法などがある。

西洋ハーブ類は、ヨーロッパでは医薬品（ハー
バルメディシン）として扱われているが、米国及
び日本では食品として流通しており、健康食品素
材として多用されている。一方、日本の漢方処方
に使用される生薬は、大部分が専ら医薬品として
指定され、カンゾウ、オタネニンジン、キキョウ、
タイソウなど一部の生薬が健康食品素材として利
用される。また杜仲の樹皮は専ら医薬品である
が、杜仲の葉は健康食品として利用できるように、
生薬として使用される部位と異なった部位は健康
食品素材として利用できる植物がいくつかある。

インドのアユルベーダや中南米原住民の伝統医
療など世界各地で伝統医療に使用されていた薬用
植物が、健康食品素材として紹介され、販売され
る例も見受けられが、食薬区分の認定を受けた素
材を利用する必要がある。

表２に、健康食品に使用される主な植物例をあ
げた。

３．化粧品
薬事法では、医薬品、医薬部外品、化粧品、医

療用具の４つに分類される。植物は、多くの医薬
部外品と化粧品に利用されているため、ここでは、
両者について記述し、特に両者の区別を必要とし
ないときは、「化粧品」とよぶ。医薬部外品は医薬
品と化粧品の間に位置するもので、有効成分の配
合量などについて規制されている。医薬部外品と
は、日本独自のカテゴリーで、「吐きけその他の不
快感、口臭、体臭防止、あせも防止、脱毛防止、
育毛または除毛などで人体に対する作用が緩和な
もの」で、いわゆる薬用化粧品（薬用歯磨き、薬
用石鹸など）や入浴剤の多くが該当する。使用で
きる有効成分リスト及び添加物リストが作成され
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表３ カンゾウの化粧品への使用例

使用部位 抽出溶媒 含有成分 作用

根および根茎
水溶性溶媒 サポニン、フラボノイド及びその配糖体 抗炎症、抗アレルギー

脂溶性溶媒 フラボノイド 美白、抗菌、抗炎症

葉 水溶性溶媒 フラボノイド 抗老化

表２ 健康食品に利用される植物例

訴求効能 植物例

滋養強壮 薬用ニンジン、エゾウコギ、マカ、クコ、ニン
ニク、ナツメ

肝機能改善 カンゾウ、ウコン、マリアアザミ、キク

アイケア ブルーベリー、ビルベリー、メグスリノキ

免疫賦活 オオバコ、ウコン、エキナセア、セイヨウニワ
トコ

メタボ改善 アシタバ、ギムネマ、カンゾウ、サラシア、ウー
ロン茶

リラックス カモミラ、ラベンダー、セイヨウオトギリソウ

抗老化 イチョウ、ノコギリヤシ、ブドウ、ボタンボウ
フウ



ており、製造販売においては、個別品目毎に厚生
労働大臣の承認が必要とされる。安全性及び効能
効果についての資料が要求されるが、製品への効
能効果に表示が可能である。一方、化粧品は、「人
の身体を清潔にし、美化し、魅力を増し、容貌を
変え、または皮膚もしくは毛髪をすこやかに保つ
ために身体に塗擦、散布、その他これに類似する
方法で使用されることが目的とされている物で、
人体に対する作用が緩和なものをいう」と薬事法
に記述されている。化粧品に汎用されている成分
についても書籍があり、多くの植物が利用されて
いるのがわかる。いずれにしても、健常人を対象
として身体を清潔に保つという衛生的な面と美し
く装うということが目的であって、生理作用が緩
和なものとされる。

以前から化粧品には、自然志向、エコロジー志向
などを反映して、化粧品原料として植物系の原料が
好んで使用されている。近年化粧品の有用性、生
理的作用の研究が進み、その機能、効用が解明さ
れてきており、植物がその一端を担っている。

化粧品で使用されている植物抽出物は、水溶性
抽出物と油溶性抽出物があり、含有成分を高濃度
に精製した製品も使用されている。使用される植
物部位は、花、葉、実、種子、根など全草にわたっ
ており、同じ植物か使用されても、抽出条件や使
用部位の違いで、効能は全く異なっている。例え
ばカンゾウの使用例は表３に示した。

植物抽出物の含有成分は、タンニン、フラボノ
イド、サポニン、カロチノイド、精油、アルカロ
イド、糖類、アミノ酸類である。

主な機能別成分を詳しく記述する（表４）。
①保湿作用：植物抽出物は、多糖類やアミノ酸を

含有しているので、一般的に保湿作用を有して
いる。

②抗炎症作用：炎症を起こす原因が多種存在する
ため、使用される植物も多く存在する。カンゾ
ウ含有成分のグリチルリチン酸が多く使用され
るが、カモミラ（アズレン含有）、アルニカがよ
く使用される。

③美白作用：色素沈着のメカニズムが遺伝子レベ
ルで解明されるにつれ、メカニズムに対応する
植物が使用されるようになってきている。医薬

部外品の主剤として美白効果をうたえるカモミ
ラの他、メラニン産生抑制作用が報告されてい
る植物には、油溶性カンゾウ、ソウハクヒ、シャ
クヤクなどがある。

④抗老化作用：しわ防止のために、抗酸化作用、
細胞賦活作用、血流促進作用を有する植物が利
用される。抗酸化作用を有する植物は、フラボ
ノイドやポリフェノールを有するものが多く、
チャ、ハマメリス、ローズマリーなどが、細胞
賦活作用を有する植物は、アロエ、オドリコソ
ウ、ニンジンなどが、血流促進作用を有する植
物は、イチョウ、センブリ、テルミナリアなど
がある。

⑤育毛作用：血管拡張作用及び血流促進作用を有
するセンブリ、タマサキツヅラフジ、頭皮刺激
作用を有するトウガラシ、抗炎症作用を有する
カンゾウが使用されている。

４．おわりに
近年では、環境にやさしく、再生可能な資源と

して、天然物である植物が注目され、広範囲の食
品や化粧品に配合されている。長い歴史の中で得
られた多くの使用経験から適用、効果、安全性な
どが確認され配合されてきた。国では「機能性を
持つ農林水産物」プロジェクトや各地域において
も同様のプロジェクトが始まっており、機能性食
品や機能性化粧品がプロジェクトの出口となるこ
とが期待される。一方、一般に天然物が好まれる
傾向にあるが、使用経験の長い植物といえども、
使用方法や使用量を間違えると、副作用が生じる
ことがあるので、使用には充分配慮して使用する
必要がある。

特産種苗 第16号

－86－

表４ 化粧品に利用される植物例

訴求効能 植物例

保湿
アマチャズル、アロエ、オウゴン、カッコン、
ゲンチアナ、トウキ、バクモンドウ、カンゾウ、
アシタバ

抗炎症
カンゾウ、カモミラ、アルニカ、シコン、オオ
バク、クチナシ、セイヨウノコギリソウ、アロ
エ、カワラヨモギ

美白
カモミラ、コウボク、カンゾウ、ソウハクヒ、
トウキ、シャクヤク、セイヨウノコギリソウ、
カキョク、カシス

抗老化
エイジツ、ゲンノショウコ、ホップ、スギナ、
マリアアザミ、ゲットウ、スターフルーツ、ハ
ス、カミツレ、カンゾウ



特集 情報発信及び国際化対応

薬用植物総合情報データベースの構築

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター筑波研究部

育種生理研究室 主任研究員 河野 徳昭

はじめに
独立行政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研究

センター（以下、センター）は、筑波研究部（茨城
県つくば市）、北海道研究部（北海道名寄市）、種
子島研究部（鹿児島県熊毛郡中種子町）の３研究
部からなり、生薬の基原となる薬用植物をはじめと
する多種多様な植物について、保存、栽培、育種、
成分研究、そして遺伝子工学的研究等、我が国随
一の薬用植物のリファレンスセンターとして幅広い
研究を行っている。センターは約４千４百種の植
物体、約１万３千点の種子に加え、無菌培養植物、
遺伝子クローン、生薬標本、さく葉標本などの資源
及び資料を保有しているが、わが国の財産である
これらの貴重な薬用植物資源を保存するとともに、
植物、生薬、漢方薬に関する正しい情報を広く提
供することは、センターの担う重要な使命のひとつ
である。センターでは、その情報提供の形態の一
つとしてデータベースを選び、保有する資源に情報
を付加することにより高付加価値化を進めること
を目的として、保有する重要薬用植物約100種につ
いて植物の基本情報等を収集し、平成22年３月に

「薬用植物データベース」を公開した。
また近年、生薬、漢方薬を取り巻く世界的な状

況が変遷するなかで、これらの情報を提供するデー
タベースについてもより多様な情報が求められるよ
うになっている。そのような時流に対応するため、
センターを中心とする研究班では「薬用植物デー
タベース」の基本骨格を引き継ぎ、直観的な操作性
を維持しつつ、日本薬局方に関する情報や、成分
情報等のユーザーの専門性に応じた多種多様な
データを閲覧可能な「薬用植物総合情報データベー
ス」http://mpdb.nibio.go.jp（図１）を構築し、平
成25年３月に公開を開始した。本稿では、これら

のデータベースの詳細について紹介したい。

薬用植物資源情報のデータベース化
センターは、平成17年に国立医薬品食品衛生研

究所の薬用植物栽培試験場から医薬基盤研究所に
移管され、あらたなスタートを切った。その第１
期５ヶ年の中期目標として、「医薬基盤研究所薬
用植物資源研究センターで保存する植物資源につ
き、その情報を公開し、研究者等の提供要請に応
える」という目標を掲げ、これを実行するための
中期計画として「センター保有の重要な薬用植物
等100種につき、その特性、成分、生物活性等の情
報をデータベース化し公開する」ことを決定した。

センターには多種多様な薬用植物の植物体や種
子があるが、これら植物体や種子の単体での価値
は限定的であり、いわば「物体」に過ぎない。それ
らを「資源」たらしめるものはその学名はもちろん、
由来、成分、遺伝子型等の「情報」であり、「物体」
は「情報」とともに管理されることではじめて「資
源」となるのである。我々は、センターの保有する
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図１．薬用植物総合情報データベースホームページ
（http://mpdb.nibio.go.jp）



重要薬用植物約100種について「情報」とともに提
供することで「資源」としての高付加価値化を図る
ことを目的のひとつとし、「薬用植物データベース」

（以下、薬用 DB）を作成し、平成22年３月に公開
を開始した。この「初代」薬用 DB の構造はいたっ
てシンプルであり、対象植物の植物情報、生薬情
報、生育・栽培に関する情報、そして文献情報を収
載するものであった（図２中央部分）。

このなかで、「薬用植物 栽培と品質評価」（薬
事日報社）の情報をベースとする栽培情報は、実
際の薬用植物栽培の視点に立った情報を収載して
いる点が特徴的であり、また、植物情報中の写真
ライブラリーは各植物の、種子や苗から植物の生
育の様子、そして花や果実といった各種生育ス
テージに加え、生薬までのオリジナル写真千点以
上を収載しており、これだけでも見ごたえのある
内容となっている。

この薬用 DBは、研究者、製薬関係者、薬学生、
そして一般の方々まで幅広い層のユーザーを想定
し、クリックだけでも操作可能な「眺めて楽しい図
鑑」をコンセプトとして設計しており、平成24年に
は年間約３千件の利用があった。また大手検索サ
イトで「薬用植物データベース」をキーワードに検
索すると、本データベースがトップに表示されるよ
うになり、我が国随一の薬用植物に関するデータ
ベースとして認知されたものと考えている。

薬用植物総合情報データベースへの発展
近年の、漢方薬や生薬への関心の高まりはめざ

ましいものがあり、生薬の安全性確保
や有効利用に関する、正しい認識と知
識の普及がより重要な課題となってき
ている。また、生薬は天然物であり、
基原植物、生育（野生・栽培）環境、
調製法等の違いにより、有効成分の含
有量等、品質が左右されるため、高品
質生薬の安定供給には栽培、加工・調
製等の各分野で、生薬及びその基原植
物の基礎データに基づいた品質管理が
要求される。そのような背景のもと、
国民の健康及び薬用植物資源の確保に
資するため、生薬の多様性の範囲確認

による品質管理の基礎となる情報、並びに、漢方
薬製剤原料となる貴重な遺伝資源の確保と維持に
関する情報を広く提供するためのシステムの構築
が求められるようになった。

そのような折、厚生労働科学研究費補助金（創
薬総合推進研究事業）「漢方薬に使用される薬用
植物の総合情報データベース構築のための基盤整
備に関する研究」（研究代表者：川原信夫 薬用植
物資源研究センター長）が採択され、本研究の枠
組みでセンターを中心として、平成22年度から
３ヶ年のデータベース構築研究が開始された。

新たに構築する薬用植物総合情報データベース
（以下、総合 DB）においては、薬用 DB に収載さ
れている薬用植物及び生薬の基本情報に加え、生
薬の成分情報、内部形態情報、遺伝子鑑別情報等
の品質管理に関する情報、そして薬用植物の効率
的生産、増殖法等の資源確保に関する情報等の各
種情報を集積することになったが、既に運用を開
始していた薬用 DB は、上記のような多種かつ多
量の情報を収載し安定して提供するためには、い
ささかシステムが脆弱であり拡張性に乏しかった
ため、基本的情報は引き継ぐものの、システム的
には新規に構築することとした。

総合 DB に収載されるデータのカテゴリーは、
図２に示すように官能情報（味、色）、さく葉標本
情報、遺伝子鑑別情報、組織培養物または植物体
の効率的増殖法に関する情報、成分情報、日本薬
局方情報、内部形態情報、生物活性情報、副作用
情報、エキス情報及び食薬区分情報を含む漢方処
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図２．薬用DB及び総合DBに収載されるデータカテゴリー
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方関連情報と一気に増加した。これに伴い、構築
に関わる研究者数も、センター内で完結していた
薬用 DB 構築時とは規模を異にし、研究分担者14
名、さらに協力研究者48名を含めると総勢60名を
超える大プロジェクトとなった。

また、データベースの構築に着手するにあたり
データを収集する対象生薬としては、漢方処方エ
キス製剤生産量の約90% を占める重要処方44種1)

に配合される重要生薬75種（表１）を中心とする
ことを決定し、関連データの収集を開始した。

「文献情報」と「実測データ」
総合 DB の最大の特徴が、生薬に関する「実測」

データを収載する点である。世に存在する多くの
データベースに収載されるデータはいわゆる「文
献情報」であるが、本総合 DB では「モデル生薬」
について実測データを逐一新規に取得し、データ
ベース化を進めている。

ここで、「モデル生薬」について説明したい。「モ
デル生薬」または「モデル試料」は、日本漢方生
薬製剤協会、日本生薬連合会、東京生薬協会の関
係各社様のご協力をいただき、国内に流通してい
る生薬のロットから抽出した試料を、センターが
提供を受け、それぞれに標本番号を付け管理、保
存している試料で、国内流通生薬を代表する検体
として、本研究で成分情報や遺伝子情報等の実測
データを取得するために用いている。これら一生
薬・多検体のモデル試料から得られる実測データ
は、国内に流通する生薬の多様性、バリエーショ
ンを把握する上で重要な指標となるものと考えて
いる。また、同データは、産地や品種、系統等の
パラメータによる比較解析の基礎となり、産地に
よる成分等の特性の解析や、遺伝子マーカーの開

発等に寄与できるものと期待される。
本総合 DB は文献情報と実測データの両方を収

載しており、例えば、「効率的増殖法」カテゴリー
では、これまでに論文として報告されている増殖
法に関する情報のサマリーを文献情報に収載し、
一方、センターで行った増殖法に関する実験結果
を実測データとして収載している。同様に遺伝子
鑑別情報についても、生薬またはその基原植物の
遺伝子鑑別に関する論文情報や、国際遺伝子デー
タベース(DDBJ/EMBL/GenBank)に登録されて
いる遺伝子鑑別に利用可能な遺伝子領域の塩基配
列情報を学術情報として収載する一方、モデル試
料の同遺伝子領域の配列情報、そしてそれらを用
いた基原植物鑑別の結果等を実測データとして収
載している。総合 DB は、このような２本立ての
情報構造により、論文化された学術情報と、セン
ター保有の植物資源や、実際に国内に流通してい
る生薬の多様性を反映した実測値の両者を、ユー
ザーに提供することとした。

データベースシステムの構築
総合 DB のデータベースシステムについては、

まず、収集したデータを登録するための「データ
登録システム」から構築を開始した。登録システ
ムの構築に際し、あらかじめ各データカテゴリー
の担当者に、どのようなデータ項目が必要で、そ
れらがどのようなデータ形式であるのか（テキス
ト形式、画像形式、分析機器の汎用データ形式な
ど）、そして予想されるデータサイズなど、データ
ベース構造設計の基本となる情報について聞き取
りを行い、カテゴリーごとにデータベース構造を
固めていった。さらに、カテゴリー間で相互参照
するデータ項目などを設定し、最終的なデータ
ベースシステムの仕様が完成し、それに従って登
録システムを構築した。そして、データ検索、閲
覧時の画面遷移方法について仕様を決定し、イン
ターネット上での公開を担う、「公開システム」の
構築へと進んだ。

上記のデータベースの構築、試用による評価、
改修、そして再び評価と、登録、検索、及び閲覧
に関わるシステムのブラッシュアップを公開に向
け何度も繰り返し、平成25年３月に一般への公開

特産種苗 第16号

－89－

表１．総合DBでデータ収集の対象とした生薬一覧
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を開始した。なお、総合 DB の公開により、薬用
DB は公開を終了した。

総合 DB 本体の構築に合わせ、センターの保有
する植物体、種子等の資源を管理する、「資源管理
システム」も当時使用していたファイルメーカー
版から一新した。将来的には、保存種子の発芽試
験情報など、総合 DB とのデータの連携を図る予
定である。

また、総合 DB で取り扱うモデル生薬の管理を
行う「モデル試料管理システム」についても新規に
構築した。本管理システムでは、協力企業より提
供を受けた、生薬試料の導入履歴管理、標本管理
番号管理、研究分担者及び協力者への配布履歴管
理、そしてエキスの調製時の情報や在庫管理まで
を一元的に行っている。なお、これらのシステム構
築は株式会社富士通九州システムズに委託した。

2013年６月の時点での、登録データ数の概要は
下記のとおりである。登録生薬数135生薬（うち、
日本薬局方登録生薬数124生薬）、モデル生薬の登
録がある生薬数45生薬、モデル生薬総数751件、登
録植物数190植物。実測データの件数については、
モデル試料について LC/MS データ件数631件、
モデル試料について TLC データ件数363件、など
となっている。

総合DBの使用法
本総合 DB は「初代」薬用 DB の「クリックだ

けで閲覧できる」コンセプトを受け継いでおり、
直観的な操作で必要な情報にたどりつくことがで
きるはずである。また、専門性の高いデー
タベースにありがちなユーザー登録等を
まったく必要とせず、全公開情報にアクセ
スできることも、本総合 DB の大きな特徴
である。さらに、英語版情報も備えており、
生薬、漢方薬、薬用植物の情報の、世界へ
の発信に貢献できるものと期待している。

ここでは、導入部分について操作法を簡
単に紹介したい。まず、インターネットブ
ラウザで http://mpdb.nibio.go.jp にアク
セスすると、図１の画面が表示されるので、

「検索する」をクリックすると「生薬検索」、
「植物検索」、「化合物検索」、「モデル試料検

索」のタブが出現するので、これらをクリックし、
各検索画面へと進む。これらの検索画面のうち、
総合、生薬、化合物のものを図３に示す。もしく
は、まず全体からキーワードに該当するものを検
索したい場合は生薬、植物、化合物情報の主要な
項目に対して部分一致で検索を行う「総合検索」
も可能である。また、ここで「データ一覧」タブ
を選択すると、「薬用植物一覧」、「生薬一覧」、「日
本薬局方収載生薬一覧」、そして「漢方処方情報一
覧」が表示され、収載されている情報の全体像を
把握することができる。
「生薬検索」に進んだ場合、生薬関連の項目全体

に関する検索、項目を指定しての検索、そして五
十音表示が可能である。ここで、たとえば生薬名

「オウゴン」を入力し検索すると、生薬「オウゴン」
が１件ヒットし、基原植物名や、モデル試料件数
が30件、そして関連する遺伝子情報が60件登録さ
れていることなどが表示される。さらに生薬名

「オウゴン」をクリックすると詳細な生薬の情報
が表示される。以降、興味に応じてクリックし、
収載情報の閲覧を進めていただきたい。

総合DBのデータカテゴリー
総合 DB のデータカテゴリーは多岐にわたり、

さらに収載されている情報は多種多様であるた
め、すべてを解説することはできないが、いくつ
か代表的なカテゴリー及びその表示機能について
紹介したい。
NMR データ：生薬詳細情報から主要成分の化合
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図３．総合DBの各種検索トップ画面



物の1H、13C の NMR データを選択し、それぞれ
のチャートを閲覧することが可能である。また、
FID ファイル、JCAMP ファイルとして各データ
のダウンロードが可能である（図４）。

LC/MSデータ：モデル試料について、エキスの実
測 LC/MS チャートを収載している。これらの情報
はサムネイルで表示されているが、拡大表示、また
は、JCAMP 形式のTICデータファイルをダウンロー
ドすることも可能である。また、主要化合物について
その MS や MS/MS スペクトル情報を表示またはダ
ウンロードすることも可能である（図５）。
内部形態情報：生薬の内部形態（鏡検）情報は、

日本薬局方2)の生薬の性状の項
に記載される、適否の判定基準
に用いられる重要な情報のひと
つである。本総合 DB では内部
形態情報の項目に鏡検画像を収
載しており、一覧表示から各画
像を選択すると高解像度の画像
を閲覧することが可能である

（図６）。
官能（味）情報：生薬の味の情
報もまた、日本薬局方の生薬の
性状の項に記載される、適否の
判定基準に用いられる重要な情
報のひとつである。本総合 DB
では味情報について味認識装
置3)で取得したデータをレー
ダーチャート形式でまとめ、収
載している。例えば、オウゴン
の味情報では、モデル試料15検
体の各パラメータのデータは、
ほぼ同様のパターンに収束して
いることが見て取れる（図７）。
遺伝子鑑別情報：遺伝子情報を
用いた生薬の鑑別については、
第十五改正日本薬局方第一追
補4)から「遺伝子情報を利用す
る生薬の純度試験」として、核
rDNA ITS 領域の遺伝子配列に
基づくソウジュツとビャクジュツ
の鑑定法を基礎としたビャクジュ

ツ中のソウジュツに関する純度試験法が、参考情報
に収載されている。生薬の基原植物鑑別において客
観的な結果が得られやすい手法のひとつとして、遺
伝子情報を利用した基原植物の鑑別は今後重要性
を増し、適用範囲を拡大すると考えられ、総合 DB
でも生薬およびその基原植物、そしてモデル試料の
遺伝子配列情報及び、関連する遺伝子鑑別の文献
情報、そして、国際遺伝子データベース登録の塩基
配列情報等を収載している。

TLC 確認試験法：日本薬局方には確認試験法と
して薄層クロマトグラフィー(TLC)を用いた方法
が記載されているが、実際にどのような展開パター
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図４．生薬オウゴンに含まれるバイカリンのNMR情報の表示例

NMR
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図５．生薬オウゴンモデル試料の LC/MS情報の表示例
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ンになるのか、またその色はどのような色調なのか、
文字のみでは把握しにくい面があった。そこで、本
総合 DB では、確認試験法で用いられる条件で展
開した TLC の画像を収載し、これを閲覧できるよ
うにした（図８）。さらには、モデル試料の TLCと
の比較もできるようにした（図９）。

上記の他、薬用植物の栽培やその機械化に関す
る情報、無菌培養技術等を駆使した効率的増殖法
に関する情報、副作用情報など多種の情報を収載
している。データの収集、入力は引き続き行われて
おり、今後収載データ数はさらに増える見込みであ
る。生薬の品目やカテゴリーによってはデータが
少ない、または未収集のものもあるが、長い目で使

い続けていただき、誤植等の指摘や、このような
データがあればよいなどといったご意見、ご要望を
フィードバックしていただけたら幸いである。

なお、図に示しているデータベースのレイアウ
ト、検索、表示機能等は改修等のため変更される
可能性があることをご了承いただきたい。

総合DBの今後の展開
センターでの薬用植物のデータベース構築は、

薬用 DB から、厚生労働科学研究費で遂行された
現行の総合 DB 開発へと歩みを進めて来たが、本

特産種苗 第16号

－92－

図６．内部形態情報の表示例 （生薬オウゴンモデル試料）

図７．官能データ（味）の表示例（生薬オウゴンモデル試料、
一部拡大）

図８．生薬の確認試験法(TLC)のデータ表示例
（生薬サイコの例）

図９．確認試験法の TLC 画像と、モデル生薬との画像比較
（生薬サイコの例）



総合 DB 開発研究は平成25年４月より実質的に第
２期目に入り、発展研究へと進んでいる。

第２期となる今期は、各生薬についてデータの
取得を継続するとともに、データを収集する生薬を
増やし、情報量の拡充を進めて行く予定である。
また、新規カテゴリーとして「薬用植物のトランス
クリプトミクス・ゲノミクス情報」、稀少薬用植物
資源に関する情報「薬用植物レッドデータブック」、
また、近年の生薬・薬用植物分野における国際標
準化への対応、とくに中国伝統医学の国際標準化
(ISO/TC249) に 関 す る 情 報 の 提 供 を 行 う

「ISO/TC249国際標準化情報」の各カテゴリーを新
設し、これらの情報の収集、収載を進める予定である。

その中のひとつ、「薬用植物のトランスクリプ
トミクス・ゲノミクス情報」について詳細をご紹
介したい。現在、植物の分子生物学的研究は、薬
用そして二次代謝研究の対象としては魅力に乏し
いシロイヌナズナやイネといったモデル植物のゲ
ノム解析が完了し、ポストゲノム、そしてポスト
モデル植物時代の只中にある。次世代シーケン
サーの普及により、網羅的な全遺伝子解析は低コ
スト、短時間化が進んでいる。今後、研究者の対
象はより複雑な生合成経路を有する非モデル植物
に移行すると考えられるが、薬用植物はまさにその
ような非モデル植物の典型であり、未利用遺伝子
資源の宝庫である。このデータベース構築研究に
おいては、千葉大学斉藤和季教授を研究分担者と
し、「薬用植物のトランスクリプトミクス・ゲノミク
ス連絡会」のメンバーを中心として、センターの保
有する薬用植物資源及び、各研究者の解析対象と
する薬用植物の解析情報を収載する計画である。

これらのうち、とくに基盤研の植物資源につい
て構築する EST 情報については、植物資源と共
に提供可能であることを最大の特徴とし、随時、
目的の遺伝子のクローニング等に元植物を使用可
能であり、これらの資源と情報のペアは最先端の
分子生物学的研究の材料として、即戦力となるも
のと考えている。

また、今期の課題として、各カテゴリーに収載
されているデータ間の関係性について解析を行う
ことも検討している。例えば、ある生薬について、
産地情報と成分情報と遺伝子多型情報間で相関解

析を行い、ある産地に特徴的な成分や遺伝子型、
また、遺伝子型と成分との関係、といったカテゴ
リー横断的な相関解析により、生薬の品質や安全
性管理、そして漢方の EBM 確立に資する有用な
知見が得られる可能性がある。

おわりに
以上述べたように、センターでは薬用 DB そし

て総合 DB とデータベースの整備を行ってきたが、
我々は、収載される情報が最新であり、また、研究
者や専門家の方々の高度な要望に応えられるもの
であり続けられるよう、日々更新及び拡充を進め
ている。本データベースが、専門の方だけではな
く、幅広い層のユーザーの方々に眺めて楽しめる
図鑑として、そして、新たな発想の源として利用さ
れることを願っている。加えて、センターの保有
する優れた薬用植物資源を、総合 DB の多様な情
報と共に活用していただければ幸いである。
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特集 情報発信及び国際化対応

薬用植物栽培・品質評価指針の作成

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター

北海道研究部 菱田 敦之

１．はじめに
薬用植物栽培・品質評価指針は、日本で唯一の

薬用植物の栽培と品質に関する指針である。1992
年（昭和63年）に作成を開始して現在Ⅰ～Ⅻまで
作成された。また同指針は、「薬用植物 栽培と
品質評価」として書籍が発刊されている。

近年、薬用植物の国内栽培の再開が期待される
中で、同指針の役割は大きく、生産者、技術者お
よび企業の関心も高い。そこで、薬用植物栽培・
品質評価指針の作成の歴史、目的などについて紹
介する。

２．薬用植物を取り巻く状況
日本では、現在、高齢化社会や国民の健康志向

を背景に生薬を原料とした漢方エキス製剤の需要
が増加している。平成23年度におけるその生産金
額は1,320億円で前年度に比べ3.7% 増加した。

現在、生薬原料の83％は中国で生産され、近年、
中国の経済成長に伴い価格は上昇し、安価で良質
な生薬の入手が難しくなっている。新たな生薬の
生産地を第三国に求める気運もあり、日本の国内
栽培の再開が期待されている。

しかしながら、薬用植物はマイナー作物に分類
され、その多くは機械化、省力化栽培技術が確立
されていない。また地域の指導者、技術者は非常
に少なく、薬用植物の栽培技術の普及が困難な状
況にある。

３．薬用植物の栽培に関する指針の必要性
医薬品原料となる薬用植物は、その利用の特殊

性から生産物に一定の品質が求められている。さ
らに生薬原料となる薬用植物は、伝統的な栽培法
や、独特の加工技術があり、これらは熟練した技

術が必要な場合もある。このような理由から、生
薬及び医薬品原料となる薬用植物の栽培、加工は、
一定の品質を確保するために、伝統的な栽培技術
の知見や試験研究の成果を踏まえ公的機関が標準
的な栽培法を示した栽培指針を作成することが望
ましい。

４．日本における薬用植物の栽培指針の歴史
明治期以降において薬用植物の栽培に関する研

究は、1874年（明治７年）に東京司薬場（現、国
立医薬品食品衛生研究所）が設立されたことが始
まりである。1877年（明治10年）にフランスより
コルヒクム等25種の種子をとりよせ同場にて栽培
試験が開始された。これらの試験成果は、1887年
11月（明治20年）に「薬草培養採取法要領」とし
て官報に公示された（図１）。これが、日本の近代
における初の薬用植物の栽培指針である。この要
領では、ケシ、ジキタリス、ヒヨス、ベラドンナ、
チームス（ジャコウソウ）、ラベンデル（ラベン
ダー）、ウイキョウ、コロシント、纈草（カノコソ
ウ）、アルテアの10種の薬用植物の栽培および収
穫法法が紹介され、これらの栽培が奨励された。

その後、公的機関による薬用植物の栽培指針は
なかったが、一般書籍として、1934年（昭和９年）
に刈米、若林「薬用植物栽培法」が出版され52品
目の栽培法が紹介された。戦後1970年（昭和45年）
に公定書協会編「新しい薬用植物の栽培法」が出
版され62品目の栽培法が収載された。これらの執
筆者は、薬用植物資源研究センターの前身である
薬用植物栽培試験場の関係者が多く参加してい
る。
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５．薬用植物栽培・品質評価指針
1980年代後半、漢方製剤に用いる生薬の多くが

輸入品に依存していたことから、生薬の安定供給、
品質向上、薬用植物栽培技術の指導等の要請がな
された。そこで、薬用植物の優良種苗の確保及び
これら薬用植物の栽培技術指導を目的として、
1988年（昭和63年）に、「薬用植物実態調査、栽培
品質評価指針作成等の事業」が開始された。この
成果は、1992年から「薬用植物栽培・品質評価指
針Ⅰ～Ⅴ」として報告された（図２）。なお薬用植
物栽培・品質評価指針は、「薬用植物 栽培と品質
評価」として薬事日報社より出版されている（図
３）。

その後、「薬用植物栽培・品質評価指針」は事業
母体の変遷を経て、現在、薬用植物資源研究セン
ターが編集を担い、多くの研究者の協力を得て刊
行を続けている。最新刊は、2011年に「薬用植物
栽培・品質評価指針Ⅻ」及び「薬用植物 栽培と
品質評価Part 12」を刊行し、これまでに合計63品

目の薬用植物の栽培と品質評価法を収載した（表
１）。

５．薬用植物栽培・品質評価指針の構成
薬用植物栽培・品質評価指針では、日本薬局方

に収載された生薬や医薬品の原料となる薬用植物
を中心に、この他に世界的に重要度が高い薬用植
物も収載対象としている。指針では、基礎的な情
報の項目として、「植物名（和名及び学名）」、「利
用部位」、「植物の性状」、「生薬の特徴・産地」、栽
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図１ 薬草培養採取法要領（明治20年）
我が国初の薬用植物の栽培に関する指針

図２ 薬用植物栽培・品質評価指針（一例）

図３ 薬用植物 栽培と品質評価（Part 1～12）



培種の特徴、栽培に関する項目として、「栽培種の
特性」、「栽培法」、「栽培歴」、この他の項目として

「品質評価法」、特性分類調査表」で構成されてい
る。

本指針における栽培法は、対象となる薬用植物
の主産地を想定した標準的な栽培法を示し、必要
な作業や注意すべき点等の要点のみを記載してい
る。従って、この要点を踏まえ各地の気候風土や
実情、関係法令に合わせ、指針に示された栽培法
を適宜改良して実施することが望まれている。

品質評価は、日本薬局方に示された方法を行う
ことが前提であり、日本薬局方の改訂に際しては
最新のものに従う。また日本薬局方の規定に対応
する薬用植物の品質評価法がない場合は汎用され
ている方法に従う。

６．おわりに
薬用植物栽培・品質評価指針は作成開始から20

年が経過した。この間、薬用植物の生産者の減少、
農薬取締法の改正等、国内の薬用植物を取り巻く
情勢は大きく変化した。現在、薬用植物の栽培経
験者が極めて少なく、さらに薬用植物の登録農薬
が皆無であることから、省力化、機械化栽培技術
など先進的な薬用植物の栽培法が求められてい
る。

このような社会的状況から薬用植物栽培・品質
評価指針は国内唯一の指針として期待が大きい。
日本における薬用植物の持続的な栽培を推進する
ためには、トウキ、センキュウおよびシャクヤク
などの主な薬用植物について最新の試験研究に基
づく改訂を行い、国内の栽培化が望まれているウ
ラルカンゾウ等は栽培指針の作成が必要である。
さらに、東アジアでは伝統医療の国際標準化が議
論され、その医薬品原料となる薬用植物の栽培・
品質評価指針は、国際標準化が将来的に必要であ
ると思われる。
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表１ 「薬用植物 栽培と品質評価」で掲載された薬用植物の品目

巻 品目数 品目名 監修 発行日

Part 1 5 オウレン，ジオウ，ダイオウ，トウキ，ミシマサイコ 厚生省薬務局 1992年９月25日

Part 2 5 ガジュツ，キキョウ，センキュウ，ハトムギ，ベニバナ 厚生省薬務局 1993年11月25日

Part 3 5 エビスグサ，カギカズラ，ケイガイ，シソ，シャクヤク 厚生省薬務局 1994年11月１日

Part 4 5 ウコン，カノコソウ，サフラン，ホソバオケラ，ムラサ
キ 厚生省薬務局 1995年11月１日

Part 5 5 インドジャボク，オオバナオケラ，オタネニンジン，ゲ
ンノショウコ，ボタン

"厚生省薬務局
研究開発振興課 1996年11月１日

Part 6 5 カミツレ，キバナオウギ，ゲンチアナ，コガネバナ，ド
クダミ

厚生省健康政策局創
薬・新医療技術研究会 1997年11月１日

Part 7 5 オオカラスウリ，キハダ，クコ，クマコケモモ，ヒロハ
セネガ

厚生省健康政策局創
薬・新医療技術研究会 1998年11月１日

Part 8 5 クチナシ，センブリ，トウスケボウフウ，ハナトリカブ
ト，ブクリョウ

厚生省健康政策局創
薬・新医療技術研究会 1999年11月１日

Part 9 6 カワラヨモギ，サンショウ，センナ，ヒキオコシ，モッ
コウ，マオウ

編集；薬用植物栽培・品
質評価指針作成検討委
員会

2000年12月12日

Part 10 7 アミガサユリ，ウスバサイシン，ウツボグサ，オオバコ，
カンゾウ，テンダイウヤク，ヒナタイノコズチ 2002年３月25日

Part 11 5 ウィキョウ，オオツヅラフジ，オミナエシ，カラスビシャ
ク，ヨロイグサ 2005年７月20日

Part 12 5 イカリソウ，エンゴサク，カキドウシ，クソニンジン，
トウガン 2011年２月15日



特集 情報発信及び国際化対応

ISO/TC249における生薬・薬用植物の国際標準化の現状

国立医薬品食品衛生研究所 生薬部長 袴塚 高志

１．はじめに
現在、ISO（国際標準化機構）において中国伝統

医学（Traditional Chinese Medicine: TCM）の国
際標準化が進行しつつある。世界中に流通する
TCM 製品の一部に品質のばらつきがあり、また、
定義・表示の不調和により貿易障壁や健康被害が
生じている状況において、国際標準化が有効な対
応策であることは間違いない。一方、「標準を制
する者は市場を制す」と言われるように、国際標
準化は単純な規則作りではなく、国益を懸けた経
済戦争の一環でもある。本稿では、ISO/TC249

（中国伝統医学専門委員会（仮題））における生薬・
薬用植物の国際標準化の動向及び日本国内の関連
分野への影響について解説し、同時に日本の対応
について言及する。

２．ISO及び国際標準化について
ISO は1947年に発足した国際機関であり、2013

年７月の時点で164カ国が参加し、廃止・休止した
ものも含めて285の専門委員会（Technical
Committee: TC）において議論が進められている。
ISO の設立の目的は、世界における標準化及び関
連活動の発展の促進であり、これにより物資及び
サービスの国際的な取引を容易にすること、及び
知的、科学的、技術的及び経済的活動の分野にお
ける協力を深めることを目指している。国際標準
化 機 構 は International Organization for
Standardization の訳語であるが、「ISO」自身はこ
れの略称ではなく、“平等”を意味するギリシャ語
に由来する。その語源の通り、ISO はコンセンサ
スを基礎とした国際標準の開発を目標とし、ここ
でのコンセンサスの定義は、「本質的な問題につ
いて、重要な利害関係者の中に妥協できない反対
意見がなく、かつ、すべての関係者の見解を考慮

することに努める過程及び対立した議論を調和さ
せることに努める過程を経た上での全体的一致

（必ずしも全員の一致を必要としない）」である。
もちろん、これは理想であり、法令、習慣、風土、
等の固有の特性を持つ国々が集う以上、その特性
に影響する案件について議論する場合、全会一致
の結論に達することは稀であり、一定の譲歩を共
有する円満な解決か、あるいは、満足と不満が不
均衡に共存する決着となる場合が多い。

国際社会において類似の技術に対する規格が
様々な国または地域ごとに異なる場合、これを整
合させて技術的な貿易障壁を取り除くことは、ま
さに国際規格作成の本質的趣旨である。一方、自
国の規格を基に国際規格を策定すること、あるい
は、自国の規格をそのまま国際規格に据えること
が世界市場における自国の立場を優位にすること
もまた事実である。現在提案されている TC249
における国際規格案は、ほとんど中国国内の国家
標準や地方標準等をベースにしたものであり、こ
れは中国の経済的世界戦略に他ならない。

さて、実際の国際規格作成作業は、関連する案
件ごとに設置されるワーキンググループ（WG）
で進められる。ISO における一般的な国際規格の
作成過程は図１に示す通りであり、起草された予
備業務項目（Preliminary Work Item: PWI）が
WG にて十分に審議され、国際規格案として適切
であることを WG 内で認められた上で専門委員
会（全体会議）に NWIP として提案され、専門委
員会での承認を得て投票に付される。この投票で
採択されると WG における本格的な作成段階に
入り、作業原案（Working Draft: WD）として仕上
げられた後、再び専門委員会へ送られる。WD は
専門委員会における議論を経て、委員会原案

（Committee Draft: CD）として各国へ回付され、
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それに対する各国のコメントが収集される。その
コメント集をもとに専門委員会における審議が行
われ、必要であれば改正 CD が作成される。これ
らの手順を専門委員会のコンセンサスが得られる
まで繰り返し、あるいは、投票により決着させ、
委員会段階が終了する。その後、順次、照会段階

（国際規格原案、Draft International Standard:
DIS）、承認段階（最終国際規格案、Final Draft
International Standard: FDIS）、発行段階（国際規
格、International Standard: IS）へと進むことにな
る。

３．ISO/TC249設立の経緯
TC249は2009年設立の若い専門委員会であり、

幹事国の中国は、世界中に広まる中国伝統医学の
正しい実践と製品及びサービスの良好な流通のた
めに国際規格が必要、と主張しつつ本 TC を設立
した。中国伝統医学と漢方医学及び韓医学の関係
性が明確に規定されず、東洋伝統医学の多様性の
喪失が懸念され、また、標準化の対象（スコープ）
は１つの専門委員会がカバーできる限度を超えて
広範であったため、日本と韓国は本 TC の設立に
強く反対したが、投票は賛成多数（賛成12、反対
４、棄権７）により可決された。

古代中国医学に端を発する東洋伝統医学は、優
れた医学体系であり、中国、日本、韓国のそれぞ
れの環境で長い年月をかけて発展、成熟し、それ
ぞれの国民の健康維持及び増進に貢献してきた

（図２）。中国伝統医学、漢方医学、韓医学は、そ
れぞれ国の医療制度において管理され、また、そ
こで使用される生薬及び処方はそれぞれの薬局方

等の公定書に収載されている。３国の中ではお互
いを異なる医療体系として認識しているが、源が
共通であるだけに良く似ていることも確かであ
る。東洋以外の国からすれば、似ている部分は摺
り合わせて統一化、標準化すれば良いとの乱暴な
議論になりかねず、注意深い対応が必要である。

また、中国のロビー活動が功を奏したことは否
めないが、それとは別に、TC249設立に賛成した
多くの国は相応の理由を持つものと想像される。
様々な国と地域に広まった TCM は、その地の
人々の健康管理や疾病治療に貢献しつつ、同時に、
低品質製品の流通、無資格診療・不適正使用の横
行、名称・用語の不調和による貿易障壁、等の問
題を引き起こしている。特に、アリストロキア酸
を含む生薬が配合された痩身用 TCM 製品により
腎障害が発生した事件は、1990年代のヨーロッパ
に深刻な健康被害を与えた。従って、TCM 製品
のユーザー国である欧米やアフリカの諸国は、
TCM の国際標準化により上記の問題が解決され
ることを期待し、むしろ TC249の設立を歓迎して
いるようである。
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図１ ISO国際規格の作成手順

図２ 日中韓の伝統医学

図３ 中国伝統医学の国際標準化を要望するユーザー国



４．ISO/TC249の現状
現在、TC249における国際規格作成作業は５つ

の作業グループ（WG1：原材料及び伝統的加工の
品質及び安全性、WG2：工業的 TCM 製品の品質
及び安全性、WG3：鍼灸鍼の品質及び安全性、
WG4：鍼灸鍼以外の医療機器の品質と安全性、
WG5：用語と情報科学）及び TC215（保健医療情
報専門委員会）との Joint Working Group におい
て進められている（表１）。ISO/TC249は、本年
５月に南アフリカで開催された年次総会が４回目
を数え、設立当初の混乱を乗り越えて国際的専門
委員会としての体裁を整えつつある。以下に、年
次総会ごとのトピックスを取り上げ、TC249全体
の推移について説明する。
(１) 第１回総会（中国・北京、2010）

第１回 TC249総会では、主にTCのタイトル及び
スコープについて審議された。前年の意見調整会議
において、「Medical Device, Safety and Quality
Assurance（医療機器及び安全性と品質の確保）」
をスコープ（標準化対象範囲）にすると合意したにも
関わらず、中国事務局はスコープとして、1) 医療機
器と天然物の品質と安全性の管理、2) 用語や命名
法等の情報科学（Informatics）、3) 医療従事者の
教育及びトレーニング、4) 教育及び診療機関の運
営、5) 研究方法、等と相変わらず多岐に渡るものを
主張してきた。当然のように全体会議の議論は収束
せず、とりあえず「医療機器と天然物の品質と安全
性」を最優先事項とすることが決議され、その規格案
策定を担当するTask Force（対策委員会）の設置

とドイツがその幹事となることについて承認された。
ま た、TC249 事 務 局 は タ イ ト ル と し て

「Traditional Chinese Medicine」を主張してきた
が、これは漢方医学、韓医学の国際市場性を損ね、
その発展を阻害するものであり、また、特定の国
名がタイトルに入ることについて各国より反対意
見が続出し、タイトルは仮題の「Traditional
Chinese Medicine (Provisional)」で決着した。

第１回 TC249総会の運営は極めて未熟で不備
なものであった。審議に十分な時間が与えられ
ず、事務局のシナリオ通りの中立性に欠ける議事
進 行 が 続 い た。ま た、会 期 中 に 議 事 録

（Resolution）を確定させなかったため、翌年の全
体会議までの間に事務局が無断で修正加筆する事
態となった。例えば、第２回総会の直前に配布さ
れた前回議事録には、既成事実のように「情報科
学（Informatics）」がスコープの一つとして挙げ
られ、“現時点での優先度は低く、後に考慮される”
との但し書きはあるものの、「医療従事者の教育、
トレーニング及び臨床」及び「研究方法」がその
次に並ぶこととなった。
(２) 第２回総会（オランダ・ハーグ、2011）

第２回総会に先立ち、何の議論も無いまま５件
の新業務項目提案（New Work Item Proposal:
NWIP）が中国から提出され、そのうち２件（「ニン
ジンの種子及び種苗」及び「鍼灸の鍼」）は既に投
票が開始されていた。ISO における一般的な国際
規格作成のスケジュールは前述した通りであり（図
１）、事前審議の無い NWIP の提出や無断の投票

開始に対し、総会前日の関係国個
別打合せでは、欧米のユーザー諸
国からも非難の声が噴出した。し
かし、いざ総会が始まると、ユー
ザー諸国からは国際規格作成の実
質的な議論の開始を求める意見が
出され、タイトルやスコープ等の
根幹部分を明確にさせること、適
正な運営のための手順・規則を定
めること、等の専門委員会の体制
整備を要求する日韓との温度差が
浮き彫りとなった。

国際規格作成へ向けた作業が開
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表１ ISO/TC249におけるワーキンググループ（2013.8）

WG 名 WG タイトル（上段英語正名、下段和訳） 幹事国

WG1
Quality and safety of raw materials and traditional
processing
原材料及び伝統的加工の品質及び安全性

中国

WG2

Quality and safety of manufactured TCM* products
*noting that TCM is the provisional title in the scope of
TC249
工業的 TCM*製品の品質及び安全性
*TCM は TC249の仮のタイトル

ドイツ

WG3 Quality and safety of acupuncture needles (tentative)
鍼灸鍼の品質及び安全性（仮題） 中国

WG4
Quality and safety of medical devices other than
acupuncture needles
鍼灸鍼以外の医療機器の品質と安全性

韓国

WG5 Terminology and Informatics
用語と情報科学 中国・韓国

JWG1 Informatics
情報科学

TC249(WG5)
TC215(WG3)



始される中で、第２回総会における最大の成果は
作業グループ（WG）の設置であった。「医療機器
と天然物の品質と安全性」という広い守備範囲の
Task Force は発展的に解消され、それぞれの専
門分野を勘案して、医療機器及び天然物に関して
２つずつ、そして Informatics に関して１つの
WG が設立された（表１）。これ以降、規格作成は
WG における審議からスタートする方式となり、
専門性の高い議論が可能となった。

さらに、タイトル・スコープの先送り問題はさ
ておき、TC249の運営には格段の改善が見られた。
議事録は衆人環視の中で会期中に確定された。ま
た、今後、すべての NWIP は専門委員会において
提案の妥当性が検討されるまで投票に移らないこ
ととされた。ただし、「ニンジンの種子及び種苗」
及び「滅菌済み単回使用鍼」の NWIP については、
提出のプロセスに不備があったものの、提案内容
について総会で説明され、各国の理解が得られた
ため、締め切りを一定期間延期した上で、有効な
投票手続きと見なされることとなった。
(３) 第３回総会（韓国・大田、2012）

第３回総会より、初日と最終日に総会を開き、間
に２日間の WG 会議を挿入するサンドウィッチ型
のスケジュールが組まれることとなった。議事は
民主的に進行するようになり、運営に関する不満は
特段目立たなくなった。前回総会からの約束であ
るTC249手順書が完成し、議長及び事務局の責任、
全体会議及び WG 会議における文書と手続き、
NWIP 提案の進行手順、等について具体的に規定
された。また、WG5の案件に関する TC215との連
携は本格化し、正式に TC215-TC249 合同作業グ
ループ（Joint Working Group: JWG）が発足するこ
ととなった。一方、タイトル・スコープ問題は先送
りされ、第４回総会に TC249事務局が案を提出す
ることだけが決議された。
(４) 第４回総会（南アフリカ・ダーバン）

総会に先立って開催された日中韓３国の円卓会
議での協議も空しく、第４回総会でもタイトル問
題に決着は付かず、当面、Traditional Chinese
Medicine (TCM)（仮題）のまま据え置くことが
結論となった。ただし、当回よりインドが積極的
参加の姿勢を見せ、TC249のスコープにアーユル

ヴェーダ医学も入れるように提案してきたため、
中国事務局はスコープの確定を迫られることとな
り、次回総会において話し合われることとなった。

なお、次回の第５回総会は、2014年に京都で開
催される予定である。

５．生薬・薬用植物分野における国際標準化の動
向

現在 TC249において審議の対象となっている生
薬・薬用植物関連の案件について、タイトル、提案
国、担当 WG 及び進行度の一覧を表２に示した。
ここでは、生薬・薬用植物の分野の国際標準化の
動向について説明するため、これに関与するWG1、
WG2及び WG5における審議状況を記述する。
(１) WG1における動向

第２回総会において中国により提案された「オ
タネニンジンの種子及び種苗」に関する規格案は、
TC249において最も規格作成の進行が早く、既に
WG 及び TC での審議を終了し、国際規格原案

（DIS）として ISO 中央事務局に管理が委ねられ、
各国代表組織への照会段階に移行している。順調
に進めば、来年には国際規格（IS）として発行さ
れる見込みである。この規格案は、重量や生存率
等の性質によりオタネニンジンの種子及び種苗の
等級付けを規定するものであり、他国の利害に抵
触しそうな栽培方法、農薬、生薬の品質等の項目
に一切言及することはなく、国際規格第一号を一
刻も早く成立させたい幹事国の強い意志を感じる
提案である。一方、同じく中国から提案された

「TCM 原料生薬の重金属」に関しては、作業原案
（WD）の段階で審議が紛糾している。
(２) WG2における動向

工業的製品を対象とする WG2では、「出発物質
と最終製品の品質保証」の規格案をドイツが、「製
造工程の一般的要求事項」の規格案を日本が担当
している。また、昨年より、日本案の実用例とし
て、「紅参の工業的加工過程における要求事項」の
規格案作成が韓国の担当により開始されている。
(３) WG5における動向

生薬、製剤、機器等の形あるものに加えて、用
語、分類等も規格化の対象であり、この分野を担
当する WG5では既に２つの規格案が WD の段階

特産種苗 第16号

－100－



に進んでいる。このうち１つは中国薬典そのもの
の国際規格化を意図するものであり、もう１つは
生薬の定義をコード表示しようとするものであ
る。いずれも原料生薬や製品を正しく流通させる
ために有用であるが、日本薬局方及び韓国薬局方
を擁する日韓にとっては脅威である。

６．ISO/TC249における国際標準化の日本への
影響と日本の対応

ISO の国際規格は国家間の経済活動に少なから
ぬ変化をもたらし、しかもその影響は経済に留まら
ない。対応を誤れば、生薬価格の高騰、生薬の流
通制限、局方規格の改訂、GMP 項目の変更、等の
実害が次々に発生する。国内向けの産業に国際規
格は関係ない、独立国の法令に影響する国際規格
が成立するわけがない、等の考えはあくまでも希望
的観測であり、WTO/TBT 協定（貿易の技術的障
壁に関する協定）を盾に貿易障害の低減を求めら
れたとき、その要求を受け入れざるを得ない事態が
想定される。さらに、ISO における国際標準化で
は時間的猶予が短いことに留意するべきである。
図１に示した通り、国際規格案作成の開始が投票
によって認められた時点で、「原則的に３年以内の
国際規格発行」という期限が設定される。作成途
中で廃案となるケースも少なくないが、数年後に国
内へ波及する可能性を想定しておく必要がある。

ここでは、日本への影響が特に大きい３つの案
件について解説する。

(１) 提案「TCM原料生薬の重金属」(WG1)
この提案は生薬の重金属含量に関して金属ごと

の個別定量を求め、しかも、全生薬均一の上限値
を規定している。日本薬局方では特殊な例を除
き、鉛換算値で重金属総量について規定しており、
個別定量には対応していない。個別定量について
は世界の趨勢として将来的に対応せざるを得なく
なると思われるが、上限値の規定は各国の裁量に
任せるべきとの意見が強い。また、全生薬均一の
上限値を定めようとすれば、自然と緩い規格値に
合わせざるを得なくなるため、安全性確保の観点
からも問題があり、提案者と各国メンバーとの粘
り強い交渉が続けられている。
(２) 提案「TCM 用語 Part 1: 中国の薬用植物」
(WG5)

本提案は、500以上の生薬について中国薬典のま
ま、中国正名、ピンイン名、ラテン名、英名、基原
植物／動物／鉱物の名称、活性成分、使用部位、
採集時期、採集地での基本的処理（修治の一部）
を規定するものである。日本薬局方に収載されて
いる200品目以上の生薬のうち、ラテン名及び基原
植物名の２項目に限定したとしても、日中韓３国
で一致する生薬はわずかに30品目程度である。こ
れだけの差異がある中で、中国薬典がそのまま国
際規格になるとすれば、日本・韓国の薬局方は大き
な影響を受ける可能性がある。名称だけの問題で
はなく、その他の規格項目も改訂されるとすれば、
日本での使用経験の無い規格が適用されることに
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表２ ISO/TC249において審議されている生薬・薬用植物関連の国際規格案
規格案タイトル 提案国 担当 WG 進行度a)

Ginseng Seeds and Seedlings ? Part 1: Panax ginseng CA Meyer 中国 WG1 A
Heavy metals in natural materials of Traditional Chinese Medicine 中国 WG1 B
Traditional Chinese medicine ? Vocabulary - Part 1: Chinese Materia Medica 中国 WG5 B
Coding System of Chinese Medicine - Part 1: Coding Rules for Decoction Pieces 中国 WG5 B
Herbal decoction apparatus 中国 WG4 B
Quality and Safety of natural materials and manufacturing products made with natural
materials used in and as traditional Chinese medicine (TCM) ドイツ WG2 C

Quality and Safety of natural materials and manufacturing products in Traditional
Chinese Medicine (provisional): General requirements for manufacturing process of
finished products

日本 WG2 C

General requirements of manufacturing process for Red Ginseng 韓国 WG2 C
Coding System of Chinese Medicine: Part 2: Codes of Decoction Pieces 中国 WG5 C
Coding System of Chinese Medicine: Part 3: Coding Rules for Chinese Medicines in Supply
Chain Management 中国 WG5 C

Coding System of CMs: Part 4: Coding Rules for Formulas and their Codes 中国 WG5 C
Traditional Chinese Medicine ? Categories of TCM Clinical Terminological System 中国 WG5 C
a) 進行度 A：国際規格原案（DIS）の投票通過

進行度 B：新作業項目（NWIP）の投票通過
進行度 C：新作業項目（NWIP）の投票準備中



なり、安全上の実害の発生が懸念される。また、承
認書、製品パッケージ、添付文書などを全面的に
改訂せざるを得なくなれば、国内メーカーに多大な
時間的・経済的負担を強いることになる。さらに
は、原料の規格が変われば、そこから製造される処
方製剤の有効性・安全性を裏打ちする根拠（長年
の使用経験）も失われることになる。これに対しし
て日本は、本国際規格案に日本薬局方（及び韓国
薬局方）を中国薬典と並列で収載するよう要求し
ている。独自に発展した伝統医学に基づく以上、
日中韓の薬局方を摺り合わせて統一することは不
可能であるため、同じ様式で並列させることが最
善の対応策と考えている。実際に、「互いに国際市
場性（Global Relevance）を確立している類似の技
術・システムが存在する場合、将来的には統一され
るべきであるが、現実的に統一が困難であれば、並
立させることも選択肢の一つである。」との規定が
ISO の規則書に明記されている。
(３) 提案「中国医薬のコード化 part 1：刻み生薬
のコード規則」(WG5)

本提案は、中国薬典と中国国内での流通実態に
基づき、刻み生薬の基原植物、使用部位、修治（原
料加工）などを10数桁の数字で表記するための規
則に関するものであり、中国薬典を国際規格化す
る試みと同様の趣旨、そして、同程度に危険な提
案である。刻み生薬の定義は日中韓３国で独自に
規定され、統一することは不可能であることから、
互いに不可侵非介入となるしくみが必要である。
そこで日本は、コードの上位に国名コード（JKC）
を導入し、独立性を保つ方策を提案している。

７．おわりに
日本の TC249対策チームは、４学会と２つの

WHO 協力センターが加盟する日本東洋医学サ
ミット会議（JLOM）から派遣されている（図４）。
ISO 本体に対応する国代表機関は経済産業省の審
議会である日本工業標準調査会（JISC）が担当し、
JLOM は JISC の TC249対応国内審議団体として
機能しており、その活動は厚労省及び経産省の支
援を受けている。ただし、形式はさておき、日本
チームの実態は、病院、大学、研究所並びに企業
からボランティアで参集した20人前後の有志であ

り、国策として TCM の国際標準化に取り組む中
国や、国立の伝統医学研究所が主導的に関与する
韓国と比較して極めて脆弱である。一方で、限ら
れた人数にも関わらず、対策委員全員がすべての
国際会議に参加するだけの資金があるわけではな
い。今後の国内的課題の一つは、本稿の掲載を含
む様々な機会を得て伝統医学国際標準化への国内
理解の促進に努め、関連省庁、学会及び業界から
の人材、情報並びに資金面での支援を獲得し、継
続的に活動できる体制を構築することである。ま
た、実際に対策チームに参画せずとも、対策チー
ムへのアドバイスや国内照会における規格案への
コメント寄稿も専門家としての参加形態の一つで
あり、今まさに学会及び漢方・生薬業界における
当事者意識の発揚が望まれている。

TC249における国際標準化の対象範囲は中国伝
統医学だけでなく、漢方医学及び韓医学も含むこ
とは暗黙の了解となりつつある。日中韓の伝統医
学が独自性を有することは、TC249参加各国に理
解されるようになってきているが、欧米・アフリ
カ等のユーザー諸国としては、東アジア伝統医学
における３国間の調整よりも、国際規格を成立さ
せることにより TCM の安全性及び品質を確保す
ることが優先事項である。ユーザー諸国が日本に
望むことは、幹事国の中国と対立軸を形成し続け
る姿ではなく、東アジア伝統医学の恩恵を世界中
の人々が安心して享受できる状況に導くための立
ち振る舞いであり、日本は漢方医学の独自性を確
保し、国民の健康と国内の関連産業を守ることを
目標としつつも、先進国の一員として、より広い
視点から TC249を牽引する責務を担っている。
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特集 情報発信及び国際化対応

FHHにおける東アジア地域の生薬・薬用植物の国際調和の現状

（独）医薬基盤研究所 薬用植物資源研究センター 川原 信夫

１．はじめに
近年、漢方薬あるいは生薬への関心が高まる中

で、名称の類似、同名異物等の問題が表面化して
きている。生薬の安全性を確保し、有効利用を考
える上で、生薬の正しい認識と理解が必須であり、
各国で使用されている生薬に関する情報を収集、
整理し、共通認識を得ることは生薬、薬用植物の
国際調和の観点からも非常に重要と考えられる。
このような背景から2002年３月に北京において

「生薬・薬用植物に関する国際調和のための西太
平洋地区討論会 (FHH)」 設立のための国際会議
が開催された。本フォーラムでは、西太平洋地区
の６カ国７地域（日本、中国、韓国、ベトナム、
シンガポール、オーストラリア、香港）の生薬・
薬用植物の規制に関する関係者が一堂に会し、生
薬・薬用植物の安全性、有効性及び品質に関する
技術的な記録とコンセンサスを提供することが目
的に掲げられた。日本はその下部組織である
Nomenclature and Standardization に 関 す る
Sub-Committee 会議を主催することを受諾し、
2002年５月、FHH 東京会議が開催された。本会
議において以下の５つの専門部会 (Expert work-
ing group, EWG) が設立された。
EWG1: Nomenclature
EWG2: Testing Method in Monographs
EWG3: List of Chemical Reference Standards
(CRS) and Reference of Medicinal Plant
Materials (RMPM)
EWG4: List of Analytically Validated Method
EWG5: Information on General Test

これらの専門部会では、それぞれの分野におけ
る各国薬局方の比較表を作成することが課題事項
として議決され、EWG 2の責任者となった著者
は、試験法及び規格値に関する比較表の作成につ

いて担当することとなった。本稿では、主として
著者が FHH の専門部会において取り組んできた
各種比較表の作成並びに比較検討により得られた
知見の概要について説明する。

２．西太平洋地区４カ国（日本、中国、韓国、ベ
トナム）の薬局方収載生薬の比較検討につい
て

１）各種試験法並びに規格値の比較1)

EWG 2では将来的な国際調和を踏まえ、各国の
薬局方収載生薬について共通点と相違点を認識す
ること目的として、日本、中国、韓国、ベトナム
４カ国の薬局方に収載された生薬の試験法並びに
規格値について比較表を作成し、比較検討を行っ
た。比較表は、EWG 1 (Nomenclature) の責任者
である酒井博士が作成した共通生薬 (103種) の
比較表をもとに各国の確認試験、純度試験、乾燥
減量、灰分、酸不溶性灰分、エキス含量及び定量
法の各項目について試験法の設定の有無、試験方
法、規格値について作成した。

各国の各種試験法の比較に関して作成した表の
一例を表１に示す。この結果、４カ国局方すべて
において共通の基原植物に由来する生薬は57種で
あった。４カ国共通生薬57種に関して比較を行っ
た場合、確認試験、純度試験、灰分の３項目につ
いてはすべての局方においてほぼ設定がなされて
おり、特に TLC 法を用いた確認試験が普及して
いることが明らかとなった。一方、乾燥減量、酸
不溶性灰分、エキス含量等は設定されていない国
が多かった。また、定量法に関してはカンゾウ、
ボタンピ、ホミカにおいて共通の指標成分が各局
方に設定されていたが、試験法や規格値に相違点
が認められた。

本比較表より、東アジア地区４カ国の薬局方の
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共通点、相違点が明らかとなった。特にベトナム
薬局方（VP）と中華人民共和国葯典（CP）、また
日本薬局方（JP）と大韓民国薬局方（KP）との間
にはそれぞれ共通点が多かった。これは局方作成
に当り、VP は CP を KP は JP をそれぞれ参考に
して作成されているため、このような結果が得ら
れたものと推測された。

２）確認試験における TLC 条件及び定量法にお
ける分析条件の比較2)

本検討では前述の比較研究において対象とした
共通生薬103種に、CP 2005年版において基原植物
の変更、追加等が確認されたモクツウ、ケイガイ、
ソボクの３生薬を加えた106種を対象生薬とした。
これらの生薬をもとに各国の確認試験における
TLC 条件（展開溶媒、検出方法、呈色、指標成分）
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表１ 各国薬局方における生薬関連試験法及び規格値の比較（部分抜粋）

表２ 各国薬局方の確認試験法における TLC条件の比較（部分抜粋）



並びに各種試験法を用いた定量法における分析条
件（試験方法、溶出溶媒、検出方法）の詳細につ
いて比較表を作成した。

確認試験の比較に関して作成した表の一例を表
２に示す。この結果、TLC 法を用いた確認試験が
設定されている生薬は106種の共通生薬のうち89
種で、これらのうち４カ国局方すべてにおいて設
定されている生薬は15種であった。また、TLC の
指標成分に関しては、72生薬に何らかの指標成分
が設定されており、特にインヨウカク、サンシシ、
シャクヤク、ボタンピの４生薬は４カ国局方すべ
てにおいて同一の指標成分が設定されていた。

一方、定量法の比較に関して作成した表の一例
を表３に示す。定量法が設定されている生薬は
106種の共通生薬のうち69種で、これらのうちマ
オウ、カンゾウ、ボタンピ、オウゴン、ホミカの
５生薬は、４カ国すべての局方に定量法が設定さ
れていた。確認試験における TLC 条件に関して
CP 及び VP では TLC 法に使用する溶媒の種類
が非常に多く、かつ多成分系の条件が設定されて
いるのが特徴であると考えられた。定量法に関し

ては、VP では未だに HPLC による分析法が確立
されておらず、また定量法が設定されている生薬
も少なかった。一方、CP 2005年版では2000年版
と比較して HPLC 法を設定した生薬が飛躍的に
増加しており、さらに ELSD 法等、新たな検出機
器の導入も認められた。
３）生薬関連一般試験法の比較3)

我々はさらに EWG 5 (Information on General
Tests) の課題事項である４カ国の薬局方に収載
された生薬関連一般試験法を精査し、各国の生薬
試験法（試料の採取、異物、分析用試料の作成、
乾燥減量、灰分、酸不溶性灰分、エキス含量、精
油含量、鏡検、重金属、ヒ素等）の各項目につい
て試験法の設定の有無、試験方法について比較表
を作成した。

生薬関連一般試験法の比較に関して作成した表
の一例を表４に示す。この結果、JP と KP の試験
項目、記載内容はほぼ同一であった。他方、CPと
VP の試験項目、記載内容はほぼ同一であった。ま
た、鏡検に関して JP 及び KP では装置、鏡検用プ
レパラートの作成及び性状の項の各要素の観察の
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表３ 各国薬局方の定量法における試験条件の比較 (部分抜粋)



各小項目で比較的簡単に記載されているのに対し、
CP 及び VP では崩壊した組織のスライド作成法、
花粉や胞子のスライド作成法、細胞壁及び細胞内
容物の観察方法等、詳細な記載が認められた。こ
のように CP 及び VP では、鏡検による生薬の鑑別
が現在においても重要視されていることが示唆さ
れた。さらに生薬の品質評価法、生薬の調製・加
工等の項目も新規収載されており、興味深い。
４）クリーンアナリシスと国際調和を指向した
TLC条件の比較4)

近年、環境汚染防止並びに実験者の健康保護を
目的として、各種試験における有害試薬の使用を
極力排除する“クリーンアナリシス”が世界的に
浸透しつつある。日本においても2002年に公示さ
れた第十五改正日本薬局方原案作成要領、第一部、
第十五改正日本薬局方原案の作成に関する細則に
おいて、有害な試薬の扱いと題して、人及び環境
への影響を配慮した試験方法となるよう努めると
の記載がなされている5)。本項目には、ベンゼン、
四塩化炭素、水銀化合物等の試薬は原則使用せず、
またクロロホルム、ジクロロメタン（塩化メチレ

ン）等のハロゲン化合物は使用について慎重に検
討すると記載されている。有害試薬の扱いについ
ては、2007年に公示された第十六改正日本薬局方
原案作成要領においても継承され、特にクロロホ
ルム等のハロゲン化合物は代替溶媒がない場合に
ついてのみその使用を認めると記載され、より厳
密な表記に変更されている6)。

このような背景の下、2006年の FHH 会議にお
いて、クリーンアナリシスを指向した国際調和の
観点から、TLC の展開溶媒として有害試薬を使
用している国は、他国の有害試薬を使用しない試
験法を参考にして自国の試験法を変更する努力を
行うことが重要であるとの提案がなされ、自国内
で流通する生薬を用い、有害試薬を使用しない他
局の試験法について検討することが承認された。
そこで我々は、FHH 諸国の局方に収載された共通
生薬の TLCを用いた確認試験法について、各種試
験条件の詳細な検討を行い、比較実験を行った。

各国薬局方における TLC を用いた確認試験法
に使用される有害試薬の比較表を表５に示す。ま
た、比較検討を行った TLC の写真の一例を図１
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表４ 各国薬局方における生薬関連一般試験法の比較 (部分抜粋)



に示す。この結果、サイコ、ケイヒ、サンシュユ、
ウコン、マオウ、カンゾウ、コウボク、シャクヤ
ク、キョウニン、オウゴン、キクカ、ジャショウ
シ、リュウタン、カッコン及びカイカの15生薬に
おいて、いずれかの薬局方の確認試験に有害試薬
が使用されていることが明らかとなった。そこで
これら15種の生薬について、各国局方の試験条件
により TLC 検討を行った結果、サンシュユ、コ
ウボク及びキクカを除く12生薬では、すべて有害
試薬を使用しない方法でも同一の指標成分が確認
可能であることが示された。特にサイコでは、JP
及び KP でクロロホルムを使用しているのに対し、
CP 及び VP では有害溶媒を使用しておらず、CP
及び VP 法を用いても国内流通生薬の確認が可能
であることが明らかとなった。そこでサイコに関し
て、日本薬局方生薬等委員会では、確認試験法に
おける試験条件の再検討を行い、検出試薬の違い
による呈色の比較検討を行った。この結果、噴霧
用4-ジメチルアミノベンズアルデヒド試液では、
saikosaponin a 及び d の呈色が異なることが確認
され、本噴霧試液を用いることにより、両化合物を
同時に分別、検出することが可能となった。本検
討により第15改正日本薬局方第二追補では、サイ
コの確認試験について、有害試薬を用いず、かつ
検出の容易な試験法に変更するに至った。

第６回 FHH 会議 (2008年) 以降、クリーンア
ナリシスにおける国際調和の観点から、我が国も
含め有害試薬を使用している国は、他国の有害試
薬を使用しない試験法を参考として自国の試験法
を変更する検討が継続的になされている。

３．おわりに
2010年に中華人民共和国葯典2010年版が刊行さ

れ、2011年４月には第16改正日本薬局方が施行さ
れている。また韓国、ベトナムにおいても順次薬
局方の改正が予定されており、引き続き FHH 会
議では、各種比較表の更新、クリーンアナリシス
に関する調和、副作用情報の共有等、新たな課題
に積極的に取り組んでいく方針である。

一方、WHO が主催する IRCH (International
Regulatory Cooperation for Herbal Medicines) の
活動も進捗しており、生薬・薬用植物の規制等に
関わる国際協調の潮流は、今後さらに加速してい
くものと考えられる。我が国がアジア諸国の代表
として国際協調に貢献し、世界にその存在感を充
分にアピールするためは、産官学が一体となった
積極的かつ継続的な活動を展開していくことが必
須である。本研究を通じて作成した各種比較表が
今後の活動の一助となれば幸いである。
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図1-1 Bupleurum falcatum Linné（サイ
コ）

図1-2 Curcuma longa Linné（ウコン） 図1-3 Pueraria lobata Ohwi（カッコン）
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表５ 各国薬局方の確認試験法における TLC溶媒条件の比較 (部分抜粋)



特集 地域における特徴的な取り組み

北海道における薬用作物の生産振興について

北海道食の安全推進局食品政策課主幹 中島 和彦

〇 北海道における薬用作物の生産拡大の期待
漢方薬に使用される薬用作物等の需要が高まっ

ている中、主たる原料供給国である中国の人件費
高騰等による輸入価格の上昇や遺伝資源の保護等
の関連により、生薬の十分な確保が厳しくなると
危惧されることから、漢方・生薬製剤を製造する
企業（以下、「製薬企業」という。）では、薬用作
物の日本国内での生産拡大に期待を寄せていま
す。特に、北海道は、北方系の薬用作物の栽培適
地であることや、薬用作物の大規模栽培による低
コスト生産の可能性が高いことから、北海道での
生産拡大が期待されています。
○ 薬用作物の生産状況について

国内での薬用作物の生産は、平成初期から比べ
ると作付面積及び生産量ともに大きく減少し、平
成21年では1,839ha の作付けとなっています。都
道府県別では、北海道は、島根県の216ha に次い
で、全国第２位の212ha の作付け、698t の生産量
となっています。北海道では、平成９年に235ha の
作付けがありましたが、その後、急激に減少し、13
年には115ha まで落ち込みました。しかし、その
後、18年から再び作付けが増加しており、21年には

212haとなっています。品目別では、18年以降、セ
ンキュウ（川芎）の作付けが増加しており、また、
トリカブト（附子）類、キバナオウギ（黄耆）類も
増加傾向です。一方、ダイオウ（大黄）の作付けは
減少傾向です。21年では、センキュウが129ha の
作付け、517t の生産量と最も多く、ダイオウの
23ha、トリカブト類の22ha、キバナオウギ類の17ha、
トウキ（当帰）類の16ha の順に多く生産されてい
ます。また、地域的には十勝､オホーツク､石狩、空
知及び上川管内で主に生産されています。
〇 国内における薬用作物の生産拡大に向けた動き

このような状況の中、農林水産省及び厚生労働
省は、平成24年に、薬用作物の生産振興を進めて
いくための情報交換会を開催しました。この会議
では、国内での生産拡大に向けて、薬用作物に使
用できる農薬が少ないことや機械化が進んでいな
いことなどの技術的な課題が改めて提起されると
とともに、日本漢方生薬製剤協会（以下、「日漢協」
という。）から優先的に国内で生産拡大して欲しい
品目が提示されたところです。

また、農林水産省は、総理大臣が議長を務める
産業競争力会議の中で「攻めの農林水産業の具体

化の方向」の資料を提出し、医食農
連携など多様な業種との連携強化の
政策手法の一つとして「薬用作物国
産化のニーズに応えた産地形成」を
明記しているところです。

さらに、こうした国内における薬
用作物の生産拡大を進める取組の一
環として、国（農林水産省及び厚生
労働省）と日漢協では、薬用作物の
産地化を指向する関係者を参集し
て、生産及び需給情報等についての
説明及び意見交換を行う会議を開催
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表 薬用作物の主な都道府県別の栽培状況(H21年産）

都道府県名 栽培戸数 栽培面積 生産量
転作面積 契約面積 収穫面積

戸 a a a a kg
１ 島根県 336 21,626 10,216 13,649 15,505 1,753,839

２ 北海道 152 21,169 0 6,914 6,342 698,248

３ 栃木県 147 21,158 19,010 15,290 21,158 539,975

４ 和歌山県 1,265 19,640 245 1,305 1,145 164,080

５ 富山県 270 15,919 0 14,680 14,837 250,908

全 国 6,372 183,896 43,151 99,694 123,824 9,311,548

資料:薬用作物（生薬）に関する資料（H21年産） (財)日本特産農産物協会(H23)



し、産地化を促進しています。この会議の中では、
日漢協から北海道内において生産を拡大したい品
目が提示され、具体的には、これまで契約栽培が
なかったものの今後生産拡大を図りたい品目とし
て、トウキやセンキュウ、オタネニンジン、ソウ
ジュツ、シャクヤク、マオウ、オウギ、オウゴン、
ハンゲなどといった品目が、また、既に産地化さ
れているがさらに優先的に生産拡大を図りたいも
のとして、トウキやカンゾウ、センキュウ、オウ
ギなどの品目が提示されたところです。
〇 北海道内における薬用作物の生産拡大に向け
た動き

国内の製薬企業が、国内及び中国以外の国での
薬用作物の生産を拡大するなどして中国のカント
リーリスクをヘッジしようとしている中で、平成
21年には、大手製薬企業が、北海道を国内栽培の
拠点と位置づけ、夕張市に生産・加工・保管拠点
を設立し、道内各地の現地と生産拡大に向けた取
組を積極的に展開しています。

また、北海道内の複数の市町村では、農業経営

の多角化を図る観点などから、薬用作物を新たな
品目として導入したいと考えており、実証ほ場を
設けて試作試験を実施したり、地域の関係者と協
議会を設置するなどして導入に向けた検討を進め
ています。
〇 薬用作物の生産拡大に当たっての課題等につ
いて

このように、北海道内における薬用作物の生産
拡大が期待されているところですが、栽培に当
たっては、次のような課題があり、生産が順調に
進んでいる状況にまでは至っていません。

一つには、薬用作物に使用できる農薬が少ない
ことがあります。薬用作物の低コスト・省力栽培
を図るためには、農薬使用による除草の効率化や
的確な病害虫防除が有効です。しかし、薬用作物
は作付面積が少ないことから、農薬メーカーが農
薬登録に当たって薬用作物を適応対象としないこ
とが多く、生産者などが自ら試験を実施して適用
拡大の申請を行う必要があります。国は、この負
担を軽減し、農薬登録を円滑にできる支援制度を
設け、主な薬用作物の適用農薬が次第に拡大しつ
つありますが、今後とも薬用作物に使用できる農
薬の登録拡大を進めていく必要があります。

二つ目には、薬用作物生産の低コスト化・省力
化を図るための機械化が進んでいない状況にあり
ます。薬用作物の栽培に当たって、播種・定植、収
穫、調製等の作業の機械化を進めて行くことが必
要です。しかし、薬用作物の栽培は、水稲や小麦
などの主要品目と異なり栽培面積が少ないことか
ら、専用機械が開発されたとしてもその普及が限
定的で、開発コストが高額になると想定されるの
で、他品目の農業機械の汎用的な利用を検討して
いくことが必要と考えています。

さらに、北海道内では、昭和60年代までは、農林
水産省北海道農業試験場や北海道立農業試験場に
おいて、薬用作物の栽培に関する試験研究が行わ
れ、成果を公表していましたが、現在では、(独)医
薬品基盤研究所薬用植物資源研究センター北海道
研究部などにおいて試験研究が行われているもの
の、道内において薬用作物の栽培などに関する知識
と経験を有する研究員や普及指導員などの技術者
が少ない現状にあります。今後、道内において生産
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表 道内における薬用作物の栽培状況(H21年)

薬用作物名 作付面積 生産量 主な生産地域
a ｔ

センキュウ 12,907 517 十勝、オホーツク、石
狩及び空知管内

ダイオウ 2,334 70 十勝及び上川管内
トリカブト類 2,170 34 石狩及び十勝管内
キバナオウギ類 1,737 25 十勝管内

トウキ類 1,627 26 空知、オホーツク、上
川及び十勝管内

ジオウ 170 23 十勝管内
カノコソウ 140 3.0 上川管内
その他 84

合計 21,169 698

資料：薬用作物（生薬）に関する資料（H21年産） (財)日本特産農産物協
会(H23)

図 北海道内における薬用作物の作付面積の推移（a)

0

5000

10000

15000

20000

25000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

23,481a
21,169a

11,472a

( )



振興を図っていくためには、
地域ニーズに的確に対応で
きる技術者の育成・確保が
課題となっています。

また、薬用作物は、生産
者らと取引先との契約によ
り栽培されており、製薬企
業等に直接出荷・流通され、
市場での流通がありません。
さらに、保険適用・薬局処
方のエキス製剤用途では低
コスト生産の追求、一般用
医薬品用途の場合には、手
間をかけても色や臭い、形
状等が優れたものが求めら
れるなど、利用用途によっ
ても求められるニーズや価
格が大きく異なります。こう
いった事情などから、先に記した農薬や栽培技術の
課題なども含めて、産地間における栽培技術などの
情報共有が希薄であり、薬用作物の産地化に向け
ては、産地への情報提供が求められています。
〇 北海道における薬用作物の生産拡大に向けて

本道農業は、大規模で専業的な農業経営を展開
していますが、農業経営の安定を図るためにも、
薬用作物を導入などによる農業経営の多角化を図
ることも有効と考えています。

このため、北海道では、薬用作物の生産振興に
向けて、現状と課題を整理するとともに、諸課題の
解決手法などを検討する、庁内の関係部局等の職
員による研究会を設置し、薬用作物の専門家など
をお招きしながら検討を進めているところです。

また、薬用作物の振興については、国レベルで
検討が進められているとともに、北海道内におい
ても、大手製薬企業の生産・加工・保管拠点の設
立などをきっかけとして、薬用作物の生産拡大に
向けた気運が高まっています。

こうした情勢を踏まえ、北海道としては、国や
日漢協などと連携しながら、道内において薬用作
物に関する情報交換会を開催し､産地化に向けた
中長期な需給状況や栽培に当たっての課題などに
ついて情報共有できる場づくりを設定していきた

いと考えています。また、現場段階においては、
農業改良普及センターが、薬用作物に係る地域課
題に対応し、栽培マニュアルを策定するなどして
産地化に向けて取り組んでいるところです。

さらに、今後は、薬用作物の生産振興に向けて
取り組んでいくため、農業改良普及センターや農
業試験場などの技術者による研修会等を実施し、
技術者の薬用作物に関する技術的なネットワーク
づくりを推進していくとともに、薬用作物の農薬
登録を推進するための製薬企業への技術指導など
自立的な取組を促進したいと考えています。

こうした取組を進めながら、道内における薬用
作物栽培の諸課題を克服することによって生産が
拡大し、本道農業及び漢方・生薬製剤産業の両者
の振興が図られ、本道経済
の活性化の一助となればと
考えているところです。
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表 北海道内において薬用作物を対象としてマイナー作物等試験により登録されている農薬
(H23.5月現在）

薬用作物名 農薬の
種類 商品名 種類名 対象病害虫等

1 センキュウ 殺虫剤 コテツフロアブル クロルフェナピル水
和剤 ハダニ類

2 殺菌剤 ダコニールエース ＴＰＮ水和剤 べと病

3 殺菌剤 ベンレート水和剤 ベノミル水和剤 黒色根腐病

4 除草剤 ワンサイドＰ乳剤 フルアジポップＰ 畑地一年生雑草

5 ダイオウ 殺虫剤 オルトラン水和剤 アセフェート水和剤 アブラムシ

6 殺菌剤 リゾレックス粉剤 トルクロホスメチル
粉剤 立枯症

7 トリカブト 除草剤 ナブ乳剤 セトキシジム乳剤 畑地１年生雑草

8 除草剤 ゴーゴーサン乳剤 ペンディメタリン乳剤 畑地１年生雑草

9 オウギ 殺虫剤 DDVP 乳剤 DDVP 乳剤 アブラムシ類

10 除草剤 ロロックス リニュロン水和剤 畑地１年生雑草

11 殺虫剤 ペイオフＭＥ乳剤 フルシトリネート液剤 アブラムシ

12 トウキ 殺虫剤 DDVP 乳剤 DDVP 乳剤 アブラムシ類

13 殺菌剤 エムダイファー水和
剤 マンネブ水和剤 べと病

注）DDVP 乳剤は、登録を受けたものの、現在は登録失効。

JA

H21 ( ) (H23)



特集 地域における特徴的な取り組み

トウキ原種苗の安定生産に向けた取り組み

(公財)日本特産農作物種苗協会 網走特産種苗センター場長 鈴木 清史

１、はじめに
網走特産種苗センターは、公益財団法人日本特

産農作物種苗協会が北海道内に配置している２事
務所（種苗生産農場を運営）の一つで、網走郡大
空町女満別湖南地区にある（もう一箇所は、幕別
町に配置）。

当センターは、昭和43年に開設され、以来、主
に地域の特産物である各種豆類、馬鈴しょ、麦類、
ナガイモ、薬草等の原種苗の生産・配布事業を行っ
てきた。

２、トウキ種苗の生産・配布
当センターにおけるトウキの種苗生産は、開設

間もない昭和49年にも実績があるが、継続して栽
培するようになったのは、平成５年に「薬用植物
等難増殖作物の採種技術体系の確立に関する調
査」を行うことになった以降である。その後、試
験調査を含め20年程栽培を続けており、網走地区
に大深系の苗を供給している（写真１）。

３、年次変動が大きかった生産実績
トウキ苗を、毎年10万本程供給してきたが、生

産実績（単位面積当たりの生産本数）の年次変動

は非常に大きく、極低収となる年もあり、生産の
安定化が長年の課題であった。

年次変動が大きかった主な原因は、出芽率が年
により大きく変動することであり、出芽率低下の
主な要因は、①種子の発芽能力が高くないこと。
②は種床土壌の乾燥により出芽率が低下するこ
と。③雨にたたかれて、は種床土壌表面に土壌の
硬化膜（クラスト）ができ出芽を妨げること、等
が考えられた。

平成19年から24年にかけて、低収量要因である
出芽率および規格内率改善について、集中して改
善対策に取り組み（表１、図１）、現在は、ほぼ安
定した苗生産が可能な技術確立が図られつつあ
る。以下にその概要を紹介する。

４、出芽率向上への取り組み
(１) 選種方法の改善による発芽率改善

平成22年の当センター事例（図２）では、慣行
選別種子（試験では、大きな夾雑物を5.0mm と2.
0mm の篩で除き、極小さな夾雑物と未熟種子
を1.0mm の篩で除いたもの）のほ場出芽率は、約
40％と低かったが、篩選別種子（通常1.8mm 以上
2.0mm 以下に調製したもの）は約25ポイント、比
重選別種子（慣行選別種子を、約10分間水に浸漬
攪拌後沈殿したもの）は約30ポイント、篩と比重
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写真１ 育苗中のトウキ苗

表１ 低収要因別の取り組み内容



選別を併用処理した区は43ポイント慣行選別種子
より高く、大幅に出芽率が改善された。平成22年
以降は、1.3mm 以下の未熟種子等を除いた後、比
重選別処理を行った種子を用いて育苗している。
(２) 種子生産方法の改善による優良種子の確保

育苗に使用する種子は、毎年契約先から提供を
受けたものを使用してきた。しかし、年により発
芽率が低かったり変動が大きいこともあり、苗生
産を安定させるためには、育苗に使う種子の改善
が必要であった。

当センターでのトウキの種子生産は、省力的な
栽培方法で採種し、選種方法の工夫により高い発
芽率を有する種子を得るように努め、平成23年か
ら採種を行っている。平成23年の当センターでの
調査事例では、完熟割合が2割程度の花序から採っ
た種子でも約62％の発芽率があり、完熟割合が約
7割で71％、8割で発芽率72％であった。同年に、
３年生株で平均完熟率７～８割で収穫した当セン
ター産の種子（1.3mm 篩済み）の発芽率は、約72％
であり、同じく24年産の種子は、約75％であった。
当センターでの採種により、十分に発芽率の高い

種子を収穫することができることが確認された。
また、選種方法の改善による発芽率改善の項で

述べたように、選種の効果は高く、24年産の種子
についても、篩選別や比重選別を行うことにより
80％以上の発芽率を得ることが可能であった。

現在、契約会社との連携の下に、信頼できる特
性を有する種子を、当センターほ場で生産・選別
する方式で種子を確保している。
(３) 乾燥防止策の改善

① 鎮圧による乾燥防止
覆土後土壌表面を鎮圧する作業は、均一に出

芽させるのに有効であり、栽培当初から実施し
ている。現在は、覆土後とモミガラ被覆後の２
回、軽めの鎮圧を行っている。
② かん水方法の改善による乾燥防止

は種後の乾燥対策として、当初からブームス
プレーヤーを使用して約４ mm 相当量のかん
水を行っていたが、平成19年は、比較的降水量
が多い年であったが、試験では、は種時の
20mm かん水に加えて、出芽時期にかん水を２
回追加した処理の効果が認められた（図３）。
以後、は種時に20mm 相当量のかん水を実施し、
必要に応じて追加かん水を行っている。また、
随時かん水作業が可能な場所で育苗することに
し、施設の近くに４年輪作が可能となる場所を
定めて栽培している。
③ 被覆資材（モミガラ）使用による乾燥防止

平成19年の試験で、は種時に20㎜かん水＋モ
ミガラ被覆を行う処理の効果が、追加かん水処
理以上に大きいことが確認された（図３）。モ
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図１ 栽培改善技術の取り組み項目の変遷(平成14～25年)

図２ 種子選別方法と出芽率（H22年・％）
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ミガラ被覆＋追加かん水は効果がさらに上積み
された。この年以降、覆土後にモミガラを被覆
し、かん水する方法により育苗している。

(４) は種床表面土壌のクラスト化防止
は種時のかん水や降雨により、は種床表面に土

壌の硬化膜（クラスト）が形成され出芽率が大き
く低下する現象が度々認められている。このクラ
スト化防止にもモミガラ被覆の効果が大きく、モ
ミガラ被覆をしたは種床には、土壌の硬化膜は形
成されていない。モミガラ被覆は、トウキのは種
床表面の水分保持と合わせてクラスト形成防止の
効果が大きく、当センターのトウキ育苗における
必須技術となっている。

５、規格内率改善による良質苗の確保
単位面積当たりの苗生産本数の変動が大きいた

め、出芽率を改善して苗本数を確保することが優
先改善事項であったが、並行して規格内率を向上
させ、良質苗を確保する取り組みも実施した。
(１) 高畦栽培による作土深の確保

従来、は種床は、ロータリー耕で砕土した後、
トラクターのタイヤ跡を利用した、簡易的な半高
畦栽培を行ってきたが、十分な作土深が得られず
苗の根長もやや短かった。平成22年からは、高畦
成形に対応したロータリーを導入し、高畦栽培（写
真２）を行っており、十分な作土深を確保できる
ようになっており、苗の根長（20～30㎝程度）も
十分に確保されるようになった。
(２) 適正栽植本数による規格内率改善

適正栽植本数がどの位か検討を行った。種子の
出芽率が想定より低い等のため、明確な傾向を摑
むことはできなかったが、㎡当たり1,200～1,300
本程度が面積当たりの規格内（ここでは、根頭部
径４～８㎜を目標）本数を多く確保できるものと

推察された（図４、５）。現在、㎡当たり1,250本
の出芽本数を目安にしては種量を決定している。
(３) 葉切り処理による大苗化防止と良質苗確保

本ぽ栽培では、使用する苗は、ある程度太い方
が収量は多くなる。しかし、太過ぎると抽だいし
易くなることから、苗収穫時に根頭部の直径が4.
0～8.0mm 規格の苗割合を高めることを目標に育
苗しており、8.5mm 以上の苗は選別除去してい
る。

苗が太くなりすぎないよう、は種量を調整する
とともに、は種時の施肥は、極少量（10a 当たり窒
素成分で1.5kg 程度）に抑えて栽培している。そ
れでも大苗割合が高くなってしまう年が時々あ
る。その場合は、下位葉を残して上・中位葉を刈

特産種苗 第16号

－114－

図３ かん水・モミガラ処理と出芽本数（平成19年）
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図５ 栽植本数と規格内割合（平成19～24年試験込み）
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図４ 栽植本数と規格内本数（平成19～24年試験込み）
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り取る｢葉切り処理（剪葉）｣により根部の肥大を
抑制することが可能であることが調査結果からも
確認された。

現在当センターでは、定期的に生育調査を実施
し、｢９月中旬の堀取り調査時点で、調査株の上位
半数の根頭部直径が6.0mm を越える場合、葉切
り処理を実施し、大苗化を防止している。
(４) 極小苗削減対策

苗生産を続けているが、毎年直径1.0～2.0mm
程度の極小苗が多く生産され、規格外割合を高め
ていることから、極小苗を少なくすることが大き
な課題の一つでもあった。

極小苗が多くなる原因の一つは、は種床の乾燥
により出芽揃いが悪く、時期遅れで出芽してくる
種子が多くなるためであった。これは、かん水量
やかん水方法の見直しにより一定程度改善するこ
とができた。

原因のもう一つは、使用した種子の中に、未熟
種子が多く含まれることであった。

トウキは、複散形花序で、第１花序から順次開
花結実するが、花序数も多く、登熟期間も長いこ
とから、種子を一度に収穫した場合、収穫種子に、
完熟した種子から未熟な種子まで、熟度の異なる
種子が広く混在している。

セリ科の種子は、成熟すると、子房下位で分果
する（２個に分かれる）が、種子を一度に収穫す
ると様々な熟度の種子が含まれ、特に熟度の低い
ものは未分果種子の割合が高く（平成22年使用種
子では、未分果種子割合は約38％、写真３）、これ
を種子として使うと、見かけの粒数よりかなり多
い種子粒数がは種されてしまい、出芽が遅れ、弱々
しい苗が多数育ち、極小苗割合を高めてしまうこ
とが確認された。

未熟種子は、粒径も小さいことから、篩選別で
ある程度選別した後、水に浸漬攪拌して比重選別

処理を行うと、未分果種子の殆どが分離して水に
浮かび除かれることが確認された。特に水浸漬に
よる比重選別は、極小苗対策として効果的であっ
た。現在は、小粒の未熟種子を篩選別である程度
除いた後、比重選別を行って未分果種子を除き、
発芽率を高めた種子を使用することにより、極小
苗をある程度減らすことが可能となった。

６、おわりに
良質苗を栽培・配布するための、最近の改善対

策への取り組みを中心に、当センターの種苗生産
の概要を紹介させていただいた。

試行錯誤で実施した様々な栽培技術の工夫によ
り、安定したトウキの種苗生産がある程度可能と
なった（図６、図７、写真４、５、６、７）。

しかし、予想を大きく上回る気象条件の変動も
見られ、また、突発的な課題が発生したり、人為
的な作業ミスや作業ムラ等も発生することがあ
る。

それらの事象や課題を一つ一つ解決しながら、
今後も生産者・実需者の方々の要望に添った、良
質な種苗の生産・供給に努めていきたい。
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分果した１粒種子 未分果の２粒種子 夾雑物
（61.8％） （38.2％） －
写真３ 分果種子と未分果種子例（平成22年度）
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図６ 網走センターにおける種子選別の作業工程

図７ 網走センターにおける育苗作業工程

写真４ は種床には種、覆土後モミガラで被覆

写真５ かん水後不織布をかけ防風ネットを張り、は種完了

写真６ デガーで土と一緒に苗を浮かせ、人力で収穫

写真７ 収穫され、段ボール容器に入れられたトウキの苗



特集 地域における特徴的な取り組み

地方自治体と連携した甘草栽培プロジェクト

株式会社新日本医薬 岩国本郷研究所 吉岡 達文
新日本製薬株式会社 開発事業室 長根 寿陽

１．はじめに
重要生薬甘草の基原植物であるウラルカンゾウ

（Glycyrriza uralensis Fisher）及びスペインカン
ゾウ（G.glabra Linne）はマメ科の薬用植物であ
り、根及びストロン（走出枝）が生薬として利用
され、その主活性成分はトリテルペン配糖体のグ
リチルリチン酸である。ウラルカンゾウは主に漢方
薬向けに使用され、漢方処方の約70% に配合され
ており、日本薬局方ではグリチルリチン酸を2.5%
以上含む事が規定されている。また、スペインカン
ゾウは、医薬品（肝臓疾患改善薬）、化粧品、甘味
料、矯味料として甘草抽出物が利用されている。
日本ではこれらのほぼ全量を輸入に頼っており、そ
の主な供給元は中国である。近年、甘草資源の枯
渇や品質の低下などが危惧される状況の中、甘草
の安定供給に向けた対策が必要であると考えられ
るようになった。特に、2000年６月に、中国政府か
ら草原資源の生態環境の保護と砂漠化防止のた
め、野生カンゾウの乱採取や自由な販売を禁止す
る通知が出され、国内での栽培が急務であると考
えられるようになった。新日本製薬グループ・㈱新
日本医薬岩国本郷研究所では2007年から長い筒を
利用した筒栽培と呼ばれる栽培法を用いて、カン
ゾウの栽培研究を行ってきた。この栽培方法によ
り、カンゾウの根が２年間の栽培期間で十分な大
きさに生長し、グリチルリチン酸含量も日本薬局方
の基準に適合する事を確認する事ができたが、こ
の方法はコスト高の方法であり、よりコストダウン
した栽培方法の必要性から、ストロン抑制短筒栽
培法を開発し、2011年２月にカンゾウ属植物の栽
培方法として２件の特許出願を行なった。

（特開2012-170343 特開2012-170344）
この新規な栽培方法を用いて、2011年３月より

全国の自治体と連携し、カンゾウ実用栽培試験を
開始した。

２．ストロン抑制短筒栽培法
マメ科の多年草であるウラルカンゾウは、中央

アジアから中国西北部、モンゴル、中国東北部の
乾燥地帯に分布する。一方、スペインカンゾウは
ヨーロッパからトルコ、ロシア、中央アジア、中
国西北部の乾燥地帯に分布する。これらの地上部
は50cm～２ m 程度に生育し、根は１ m～２ m、
時には水を求めて10m 程度まで伸張する。又、根
頭部から水平方向にストロンが生育し、株の周辺
に新しい株を形成する。通常の生育ではこのスト
ロンの生長が優先され、周辺にカンゾウの株が増
殖するが、利用可能な大きさに根が肥大するには
５年以上の期間が必要だと言われている。岩国本
郷研究所ではこのストロンの生長を抑制すること
により、根の生長が優先され、根が２年間の栽培
で利用可能な大きさに生育する方法を開発した。
その模式図を図-1に示す。
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図-1 ストロン抑制栽培法模式図



カンゾウ苗を、培土を充填した底面に数個の孔
がある短い筒状の容器に移植し、露地の畝立てし
た圃場に、筒のまま定植する。ストロンは水平方
向に生育する為、短筒の側面に沿って生育し、筒
外に伸長する事が出来ない為生育を抑制され、そ
の結果根の生育が優先されるようになる。ストロ
ンの生育の様子を図-2に示す。

根は垂直方向に生育する為、筒底の孔から筒外
へ伸張し肥大する。これにより、通常の栽培では
５年以上の期間が必要であったカンゾウの栽培期
間を２年に短縮する事が可能となった。この栽培
方法により生育したカンゾウ根を図-3に示す。

図-3のカンゾウはモンゴル由来の種子から育苗
した苗を移植し、露地圃場で６ヶ月栽培した株で
あり、収穫時、根の生重量は490g であった。

ストロンを抑制しない場合の生育の例を図-4に
示す。

３．各自治体での試験栽培状況
2011年春より、青森県新郷村、宮城県岩沼市、新

潟県胎内市、島根県奥出雲町、熊本県湯前町、熊
本県合志市、熊本県人吉市でストロン抑制短筒栽
培法を用いて栽培試験を開始した。宮城県岩沼市
での栽培は、NPO 法人「薬用植物普及協会みやぎ」
が中心となり、震災における津波被災地での栽培に
取り組んでいる。各栽培地へは2011年春、セルトレ
イ苗を送り、現地で短筒代用品として12cmポリポッ
トへ移植を行なった。その後１ヶ月程度水遣り管理
をしながら育苗し、畝立てマルチ張りした露地圃場
へ、ポットのまま定植を実施した。試験圃場は多く
の地区で耕作放棄地の対策を考慮し、荒廃した農
地を草刈り・耕起し復元した後、より野生に近い栽
培条件を考慮し、無施肥にて試験を開始した。熊
本県湯前町の例を図-5に示す。写真手前側の復元
した農地でカンゾウを栽培している。写真奥側の農
地は草が繁茂し荒廃したままである。

提供したスペインカンゾウ苗、ウラルカンゾウ苗
は、種子由来、ストロン由来、培養苗などであるが、
全地区において、同一品種のクローン苗の栽培も
試みた。北から南の気候や土壌条件の異なる圃場
において、同一品種を栽培し、岩国栽培品との比
較を行うとともに栽培の可能性を検証した。この
結果、各地で生育状況等の差異が生じたが、全国
の栽培で明らかになった問題点を改善する事によ
り、ほぼ全国で実用栽培が可能であるとの確信を
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図-2 筒側面に沿って生長したストロン

図-3 栽培期間６ヶ月のカンゾウ根

図-4 ストロンを抑制しない場合の株の様子



得る事ができた。各地での栽培の様子を図-6、図
-7、図-8、図-9、図-10、図-11、図-12に示す。

また、2013年以降は苗の生産を各地で実施でき
る様、岩国本郷研究所において研修を実施した。
各地区で育苗用施設、組織培養施設等の準備が進
んでいる。

研修の様子を図-13、図-14、図-15に示す。

４．実用栽培における問題点
1）畝はマルチにより草が抑制されるが、畝間に

草が繁茂し、病害虫の発生原因となった。除

草剤は農薬登録が無い為使用が出来ないの
で、防草シートやマルチを畝間へ敷く方法を
取ったが、コスト高の１要因となった。

2）栽培２年目の春に萌芽しない株が多く見ら
れた。これはハウス内の栽培では起こらない
為、低温や霜害と考えているが、実生苗では
起こり難く、ストロン苗や培養苗で多く見ら
れた。本来カンゾウは低温環境に対して適応
性が高いと考えていた為予想外であった。反
面、低温地域が生育適地と考えていたが、熊
本県合志市の様に夏場高温になる地域でもウ
ラルカンゾウの生育は旺盛であった。
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図-5 熊本県湯前町のカンゾウ栽培圃場 図-6 畝間の雑草が蒸れの原因となる 図-7 蒸れにより病害の発生した株

図-8 定植２ヵ月後のスペインカンゾウ
（山口県岩国市）

図-9 青森県新郷村の定植後５ヶ月の
様子
（初期成育が悪く生育不良だった。）

図-10 定植後４ヶ月のウラルカンゾウ
（新潟県胎内市）

図-11 定植後14ヶ月のスペインカンゾウ
（熊本県合志市）

図-12 ２年栽培したカンゾウと生産者
（熊本県合志市）



3）マルチで覆った畝はある程度水分が保持さ
れる為根はそれほど長く伸張しないと考えて
いたが、予想より地中深く根が伸び、甘藷用
の振動掘取り機で収穫する場合に根を切断し
てしまう事態が発生した。特にスペインカン
ゾウにおいて顕著であった。振動掘取り機で
の収穫の様子は図-16に示す。

4）圃場へポット苗を設置後、根が畝内にスムー
ズに伸びていかず、初期成育が不良となり、
その後の生育も不良な場合があった。青森県
新郷村や島根県奥出雲町の標高の高い圃場な
ど冷涼な気候の地域は、生育期間が短くなる
為、初期成育は、収穫量へ大きく影響する為
重要である。

5）収穫後の洗浄・調整作業に相当の労力が必要
であり、各栽培地で調整の仕上がり程度に差
異が発生した。今後、機械化等で均一な洗
浄・調整が出来る方法の検討が必要である。

6）収穫した選抜種のウラルカンゾウのグリチ
ルリチン酸含量に栽培地により差異が生じ
た。選抜種は、岩国での通常の筒栽培で2.
5%～３ % 程度の含量になる品種であり、生
育状態の違い、土質、気候でグリチルリチン
酸含量に変化が生じる可能性がある。しかし
全てのサンプルにおいて、筒内より筒外のカ
ンゾウ根で高い含量が確認され、３ % を超
えるものも多く、今後条件設定により、安定
的にグリチルリチン酸高含量のカンゾウ根を
収穫できる可能性が確認された。

7）グリチルリチン酸高含量の甘草を収穫する
為に、今後更なる品種改良の必要がある。又、
全国で選抜品種のクローン苗を大量生産する
必要がある。カンゾウクローン苗の生産方法
には、組織培養、ストロンさし芽、地上部さ
し芽などの方法がある。しかし、カンゾウに
対して農薬登録が無い為、ホルモン剤、殺菌
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図-13 苗生産方法の研修（甲州市）
図-14 苗生産方法の研修

（胎内市、新郷村）

図-15 収穫・調整方法の研修（湯前町）
図-16 振動掘取り機での収穫の様子

（収穫研修 合志市）



剤などを使用する事が出来ない。この為、組
織培養もホルモン剤を使用できず、挿し芽に
おいても殺菌剤等が使用できない為、カビな
どの原因で枯死する株が多く、良質な苗に生
育する割合がまだ低い。この為コスト高の要
因となっている。

今後、高品質カンゾウの大量、安定供給を実現
する為に、様々な問題を解決する必要がある。そ
の為に、2013年４月24日に、連携している全国の
自治体と「全国甘草栽培協議会」を設立した。

５．全国甘草栽培協議会
この会の目的は、甘草の国内栽培に取り組む産

地が相互の連携を密にし、栽培技術等における共
通課題の解決に取り組むとともに、甘草を活用し
た地域振興につながる需要拡大を図る活動を推進
し、甘草生産地の共助・共働体制を確立して、国
内における安定生産・安定供給の実現を図る事を
目的としている。その目的達成の為に、以下の事
業を行なうことが計画されている。
1）事業の効果的・効率的な実施を図る為の検討会

の開催。
2）需要・消費動向等の調査実施。
3）生産・加工技術等の課題解決実証の実施。
4）需要拡大・普及啓発に関する取組みの実施。
5）その他目的達成のために必要な事業。
また、現時点での構成員を以下に示す。
1）新潟県胎内市
2）熊本県合志市
3）青森県新郷村

4）山梨県甲州市
5）新日本製薬 株式会社
6）株式会社 新日本医薬

さらに、各地域で甘草の事を正しく理解して頂
くための健康フォーラムなどが開催されている。
さらに、自治体によっては国産甘草を配合したお
茶を製造し、色々なイベントで市民の皆様に配布
する事により、カンゾウ栽培を地域の皆様にア
ピールしている。これらの活動にも出来るだけ協
力をしている。この様子を図-17に、製造した
ティーパックの写真を図-18に示す。

５．終わりに
国内では困難と考えられていた甘草栽培によう

やく可能性が見えてきた。しかし、問題は山積み
である。特に、多くの薬用植物に農薬登録が無い
為、農薬が使用できない現実がある。今後、世界
中で薬用植物資源の消費が増加する事も予測され
る状況下、これらへの対応が急がれる。しかし、
ひとつひとつ、連携している自治体と協力して問
題を解決しながら、カンゾウ国内栽培を実現でき
る様、今後も努力を続けたいと考えている。

６．参考文献
1）末岡昭宣 薬用植物フォーラム2012講演要旨集
（2012）

2）末岡昭宣，酒井美保，吉岡達文，草野源次郎,芝野真
喜雄 第６回甘草に関するシンポジウム研究発表記録
甘草研究最前線2013 （2013）
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図-17 健康都市フォーラム（合志市）
図-18 甘草配合茶（左:合志市 右:胎内市）



特集 地域における特徴的な取り組み

長野県における薬用作物の生産体制整備について

長野県農政部園芸畜産課 堀 澄人

１ 長野県における薬用作物の栽培状況について
長野県の特用作物は、多様な自然環境条件を生

かして葉たばこやホップ、わさび、薬用作物、山
菜類など、中山間地域の重要な作物として、適地
適作を基調に導入されてきた。このうち、薬用作
物は古くから山採りに加え栽培も行われ、特に薬
用人参やセンブリ、甘茶やキハダなどの多くが取
引され、昭和60年代まで栽培面積は増加傾向に
あったものの、以降は栽培戸数とともに激減して
いる（表１）。

本県の代表的な品目であった薬用人参について
は、販売単価の低下や栽培者の高齢化により減少
しており、またセンブリやトチュウなど、県とし
てこれまで生産振興に努めた品目についても、導

入後の販売環境の変化等により栽培の定着・拡大
はできなかった（表２）。

一方、平成20年以降、薬草（生薬原料）の国内
産需要の高まりを踏まえ、中山間地域の活性化や
遊休農地の解消に向けた対応策のひとつとして薬
用作物生産の検討と対応を開始し、薬草種苗の供
給体制を含む、生産振興に向けた体制整備を進め
ている。

２ 生産体制の整備について
（１）基本的な推進の考え方

生薬・漢方の需要は堅実ではあるが、市場流通
されている農産物とは性質が異なることから、実
需者から需要動向等の情報収集に努めるととも
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表１ 薬用作物の栽培戸数および栽培面積の推移

表２ 薬用人参、センブリ、トチュウの生産状況の推移



に、導入にあたっては、本県に適した品目を選定
しつつ、実需者との契約栽培を基本としている。
（２）体制整備の状況

上記の基本的な考え方に基づき、農政部局（農
政部）と薬務部局（健康福祉部）とが連携し、図
１のような「需要に見合った薬草の生産体制整備」
に取組んでいる。

推進の方向性として、「ア 薬草栽培に関心が
あり、小規模であっても薬草栽培に取組みたい希
望者に対応する県内業者への契約出荷ルート（薬
草栽培の底辺拡大）」と、「イ 一定量をまとめて
栽培できる地域や企業に向けた契約出荷ルート

（薬草産地の育成）」の現在２本の推進体制を整備
している。
（３）体制整備の主な内容について

ア 薬草栽培の底辺拡大に向けた取組

県は、県内の生薬関係企業等で構成される
「長野県薬草生産振興組合」と推進品目を定
めた体制をとっている。

年数回、栽培者や薬草栽培に関心がある者
に対し研修会を開催しているが、年度当初の
研修会において、実需者の長野県薬草生産振
興組合から、その年の契約条件が提示され、
条件に基づいた生産・出荷契約が結ばれてい
る。

なお、薬草栽培を希望する者が実際に栽培
に着手するためには、種苗入手が大きな課題
となることから、一部品目については県が種
苗増殖を行い希望者への供給体制を整備して
いる。

イ 薬草産地の育成に向けた取組について
薬草栽培を経営品目として位置付けた導入
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写真１ 薬草栽培研修会開催の様子 写真２ 種苗増殖ほ場の様子

図１ 長野県における薬草の生産体制整備

[ ]

[ ]



を目指す農業者、法人、JA 等に対しては、漢
方製剤メーカーとの契約栽培を推進してい
る。

産地育成には、まとまりのある一定規模の
作付が必要となることから、魅力ある品目と
することで生産者を確保する必要がある。こ
のため収益性の向上（単収向上）に向けた栽
培技術の確立や、作付面積の拡大を可能とす
るための省力化技術の検討、使用可能な農薬
の適用拡大試験など、生産上の課題解決に取
組んでいる。

なお、薬草の産地育成に関しては、生産・
流通上の課題も少なくないことから、県では
実需者や大口の栽培者等と、役割分担の明確
化や相互調整を図るための「薬草生産連絡会
議」を組織して課題解決に取組んでいる。

３ 種苗の供給体制整備について
既に記載のとおり、長野県では新たに薬草栽培

の検討を開始するに当たり、種苗の供給体制を整
備する必要があった。このため平成20年と21年に

（独）医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター
に協力を仰ぎ、県で定めた推進品目のうち4品目

（トウキ、カノコソウ、センキュウ、ウイキョウ）
について種苗の譲渡を受け、以降農業関係試験場
において毎年少量ではあるが増殖・採種を行って
いる。

採種した種苗は、毎年春に開催する薬草栽培研
修会において、栽培希望者から提出される「薬草
栽培用種苗の希望調書」に基づき、長野県薬草生
産振興組合への契約販売を前提として販売してい
る。

なお、本県では特用作物の生産が盛んな時代は、
県農業関係試験場において、薬用作物の試験研究
課題を設定し、専門の研究員が配置されていた。
しかし現在は、薬用作物に関する課題化はしてお
らず、葉洋菜等に関する試験研究に取組む研究員
が、薬用植物資源研究センターからの指導を受け、
主たる業務の合間に採種作業に取組んでいるのが
実態である。採種用親株自体の栽培技術に不明な
部分が多いことに加え、雑草や虫害、高温障害の
発生や不安定な発芽率など、多くの課題を抱えな
がらの取組みであり、採種担当者に負担をかけな
がら続けている状況にある。

県として薬草種苗の供給体制を長期に亘り継続
することは諸情勢により困難であることから、今
後は種苗提供を行った栽培者が地域の中核とな
り、栽培技術の普及だけではなく、自ら種苗増殖
にも取組み、種苗供給者としての役割も果たすよ
うなリーダー育成・体制整備を進めることも必要
と考えている。

４ 最後に
長野県における新たな薬草栽培の体制整備、特

に種苗供給体制について取組状況を紹介してきた
が、本県の代表的な品目である薬用人参でさえも、
栽培者の減少や高齢化により採種が困難な状況と
なっている。

今後、生薬原料の国内産需要の高まりをふまえ
た産地の育成を図る上では、国や実需者段階が中
心となり、採種に取組む地域や機関との連携によ
り現場の抱える問題点を踏まえ、効率的かつ安定
的な採種技術の早期確立や、広域的な種苗供給体
制が構築されることを期待している。
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特集 地域における特徴的な取り組み

里地・里山の有用植物に対する地域住民の関心度の改善と
保全活用に資する地域での取り組み

信州大学農学部森林科学科 上原 三知

１．はじめに
里地・里山は長い歴史的な人間の利用により維

持されてきた二次的な自然環境であった。そのよ
うな中で、2010年に日本で開催された COP10(生
物多様性条約第10回締約国会議)において実効性
のある生物多様性の保全が求められている。しか
し、高齢化・過疎化が進む農山村地域において、
失われつつある里地・里山の持続的利用に関する
知識・技術とその次世代への継承、持続的な里山
保全の仕組みに関する問題提起は少ない。そこで
本稿では1.世代別の有用植物とその自生環境に関
する知識を比較し、共有する取り組みと、2.里山
林の林床における山野草の多様性を障碍者ととも
に保全した事例を紹介したい。

２．有用植物の保全に対する地域住民の意識改善
里地・里山の保全には、人（利用者）の継続的

な関わりが不可欠である。特に人口の都市集中と
農山村の過疎・高齢化という二極化が進む中で、
故郷の農林地を将来的に相続する後継者層への里
地・里山の保全・利用に関する知識や体験の継承
は重要な課題である。

本稿では、「にほんの里100選」に選定された長
野県飯田市上村下栗地区における取り組みを紹介
する。下栗地区は、標高1000m の急傾斜地に立地
し、重要無形民族文化財『霜月祭り』などの神楽
も有名な地区である。
1) 有用植物の認知度の比較

住民の有用植物の認知度や、その用途に関する
既往調査はアンケートやヒアリングが多い1,2,3)。
これは標準的な手法であるが、地元固有の呼名(方
言)で認知している場合はその適切な評価が難し
い。また、今回、対象とした里地・里山の利用経
験や、植物の種名などの知識が乏しいと思われる

若い世代への聞き取りにはなじまない。
よって本調査では、実際の花実のカラー写真が

１種ごとに掲載された長野県の薬草図鑑4)の117
種の植物写真を例示して、その認知度を調査した。
認知度は、３点：地区内で生育場所も知っている
(いた)、２点：地区内で見たことはある(場所まで
はわからない)、１点：名前や、植物は知っている
(地区内にある/あったかどうかは不明)、０点：全
く知らないという４段階で集計した。

下栗地区の約50戸の内、後継者が同居するのは
わずか数戸のみである。本調査は協力いただけた
小学校跡地の宿泊施設の管理運営を担う父70才、
母69才と飯田市の市街地中心から定期的にロッジ
を手伝いに訪れる長男44才の世帯を対象とした。

世帯主の男性(70才)は、猟暦40年と周辺の里山
の環境に詳しく、定期的に民宿を手伝う飯田市在
住の長男（44歳）もロッジで提供する山菜等に関
心を持っており、調査対象として最適と判断した。
2) 有用植物の認知と利用経験との関係性

表-1は、地区内の有用植物に関する一家(３名)の
ヒアリング調査結果である。有用植物の認知種数だ
けをみると父(82種)＞長男(81種)＞母(54種)の順
となったが、自生環境の認知も含めた１種あたりの
平均認知度の得点では父(2.7点)＞母(2.4点)＞息
子(2.3点)と順番が入れ替わる結果となった。この
家族は、宿泊施設において山野草を食材として提供
する立場にあり、認知度が高い結果になった。

薬用・食用の経験では、薬草の商品としての採
取経験がある父親が最も高い値(36種)を示し、母
と長男にはそれほど大きな差がみられなかった。

家族３名の誰かに地区内におけるその植物の増
減の認識がある植物の81.5％(22種/27種)に使用
経験(薬用・食用)があったが、増減の認識がない
植物は21.1％(19種/90種)しか使用経験(薬用・食
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用)がなかった(表-1)。
このことは、有用植物と認知されているかどうか

が、この家族の地区内に自生する植物の増減に対
する関心の高さと関連していることを示すと考える。

絶滅の危険度を示すランク評価だけでなく、そ
の植物種の価値(薬草、食草)をいっしょに理解す
ることが、失われつつある山野草などの有用植物
に対する地域住民の意識を改善するために重要な
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表-1 有用植物の認知度の世代間比較



要因であると考えられる。

３．有用植物の保全に対する市民参加の
可能性

1980年代の初頭から、里山の保全に関し
ては、近代造園学(ランドスケープ研究)と
して、いくつかの具体的な環境保全手法が
研究を通じて提案されてきた5,6,7,8)。さら
に、市民参加を通じたその環境保全の実践
に 関 する既 往 研 究も進 められ てき
た9,10,11,)。

しかしながら、少子高齢化が進む日本
では、これまで活動を支えてきた NPO
(市民)の高齢化や、参加者の縮小がさけ
られない。また、現状でも、我国では、
専門家(研究者や環境 NPO)により管理
が望まれる里地・里山の約５％の面積し
か管理できていないとの報告がある。
1) 今後の持続的な里山保全の担い手

持続的な環境保全の実現に向けて下記
(図-1)のような対立課題の解消が重要だ
と考えた。
1.専門家による管理は具体的な環境保全

効果が期待できるが、その管理面積が
限定的なものになる。

2.素人による環境保全は専門家のレベルには達しな
いが、多くの参加者による管理の可能性がある。
そこで、英国 BTCV (British Trust for Conser-

vation Volunteers)の環境保全活動をヒントに、誰
もが参加できる内容でありながら、実際の環境保
全効果が期待できるプログラムの企画とその検証

を三井物産の環境基金を活用し、山梨県の社会福
祉法人「緑の風」の障碍者・スタッフとともに行っ
た３年間のアクションリサーチの結果を報告する。
2) バリアフリーな環境保全の可能性

a.環境保全の活動目標の単純化
このプロジェクトでは、写真-1のように、管理

対象（植物）を明確に提示する仕組みを考えた。
この目標をラミネート(標本)化することで、障碍
者や素人の方々にも、外来種やつる性の植物など
の除去という専門的な環境保全活動への参加を促
すことができる。

実際に、植物の知識がない５名の知的障碍者の
方々と実際に４時間で約500㎡の外来種の除去に
よる林床管理を達成することができた。

b.伝統的な里地・里山の保全管理の実践
さらに、管理放棄されて密生化した低木の刈り

取りや、落ち葉かきなどのかつて農山村で実施さ
れてきた管理を再開した。密生化した低木の除伐
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写真１ 環境保全の目標と目的の単純化の工夫

写真２ 素人にも実現可能な伝統的な里地・里山管理の実践例

図-1 持続的な環境保全の実現に向けたアクションリサーチ
の対立課題



は、５名の障碍者の活動として４時間の作業で約
400㎡もの範囲を管理でき、藪(ヤブ)に隠れてい
た11㎥ものゴミ(農薬のビンなど)の不法投棄を片
付けることができた(写真2)。

また、その後の落ち葉かきにより、キノコなど
の発見が容易になっただけでなく、その林床の生
物多様性にも大きな改善が見られた。

図-2は、管理した林床と無管理の林分の植生調
査の結果を比較したものである。うれしいこと
に、この数年の管理を継続した林床では、この対
象地の絶滅危惧種であるアオチドリ(山梨県絶滅
危惧種 NT)、ギンラン(山梨県絶滅危惧種Ⅱ類)
が再生して花を咲かせている。

４．まとめ
生物多様性条約の COP10で、愛知ターゲットが

採択され、里地・里山を含めた生物多様性の保全に
向けて2020年までの具体的な対策とその観測、評
価が求められている。しかし、その一方で、農林業
従事者の高齢化と後継者不足、TPP、東日本大震
災からの復興、ヨーロッパの経済危機などの社会的
な諸問題を抱えている。そのため、生物多様性の保
全のみに特化せず、里山景観の保全、ツーリズム（観
光）などの複合的な観点から里地・里山を活用する
提案と、その実現が必要であると考えた。２節の地
域住民に対する有用植物のヒアリング調査は、信州
大学の松島憲一氏、産直新聞社の毛賀澤明宏氏ら

による野生植物の観光資源化を目的
とした「食の宝探しプロジェクト」へ
の展開も見せている12)。また、３節
の市民参加による里山活動も、障碍
のある方も参加できるバリアフリーな
里山保全活動にとどまらず、地元や
民間企業(リゾナーレ、地域のアー
ティスト)との様々なコラボレーション
が始まっている。さらに里山こども
キャンプトライアルなど旧住民、新住
民、都市住民を含めた多様な人々が
交流する地域づくりへ展開してい
る13)。今回の事例報告が地域の植物
資源の持続的な利用に関するヒント
になれば幸いである。
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図-2 管理区と無管理区の林床における山野草の再生状況



特集 地域における特徴的な取り組み

富山県の薬用植物栽培に関する取り組み

富山県薬事研究所 付設薬用植物指導センター所長 大江 勇

今年、富山県は置県130年を迎え、北陸新幹線の
2015年春の開業に向けて急ピッチで駅舎の建設や
駅周辺を整備している。また、黒部ダム完成50周
年や宇奈月温泉開湯90周年など節目の年でもあ
り、観光ＰＲにも熱が入っている。

本県の薬業は、配置薬業として300年以上の歴
史と伝統を有し、「くすりの富山」として全国に知
られている。また、近年では医療用医薬品を中心
に医薬品生産金額が大きく伸び、生産拠点として
も高い評価を得ている。こうした中、本県は、薬
用植物の栽培にも力を入れており、1980年に、薬
用植物の栽培普及等を図るために薬用植物指導セ
ンターを富山県薬事研究所の下に設置し、富山県
に適した薬用植物の選定、栽培技術の確立、栽培
普及指導、薬草の知識普及などに努めている。こ
れに加え、薬事研究所においては、生薬の品質試
験、より高品質の生薬を得るための調製加工法の
検討等共同で研究を行っている。

春のセンターと剣岳

１．薬用植物指導センターの設置
富山県の製薬は、元々は和漢薬製剤を主とした

伝統薬を特徴とし、多くの生薬を使用していた。

昭和40年頃から、わが国は高度成長期に入り、中
山間地の過疎化の歯止め策や稲作の減反政策によ
る転作奨励が行われ、富山では中山間地の振興や
遊休地を利用する薬草栽培を目的として、薬草園
を設置することとなった。

当時、利賀村（現在の南破市）では製薬企業か
らの甘茶の委託契約栽培の話が進んでいたこと
や、また、富山大学がダイオウの低地化栽培を実
験していたことから、富山の薬の原料となる優良
品種の栽培研究や栽培普及のための試験圃場を備
えた薬草園に決定した。

県は、1967年（昭和42）、上市町広野地内に4.34㌶
の土地を買収し「富山県薬草園」を発足させた。
この薬草園の特色は、富山県風土に適し、栽培し
て有利と考えられる薬用植物の品種を栽培普及さ
せるために、ある程度の規模で試験栽培ができる
ことであった。同年に２㌶の土地を整備し、本県
の家庭薬業界が製剤の原料で、大量に消費してい
る薬用植物のうち、特に本県で栽培が可能と考え
られるトウキ、ウイキョウ、シャクヤク、サイコ、
キキョウなどを中心とした薬用植物を選んで試験
栽培に着手した。

昭和43年に園内幹線道路工事と標本園の拡大、
昭和45年には調製加工棟を増設し、栽培方法、収
穫時期、調製加工及び貯蔵方法等による品質の変
化に対する研究を開始した。

また、利賀村をはじめ上平村、井波町（現在の
南破市）、山田村や八尾町（現在の富山市）等の一
部地域においては、すでに薬用植物の栽培に取り
組んでいたことから、これら栽培地に対して技術
指導及び種苗の供給を実施した。

1980年（昭和55）、薬草の品質確保とより有機的
な試験研究を目的に、薬草園が薬事研究所の付設
機関となり、1983年（昭和58）には、栽培指導体
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制の強化、栽培普及と優良品種の確保に取り組む
ため、「薬用植物指導センター」に改称した。

当時、県内製薬メーカーで使用する生薬は、昭
和56年で153種類（約409トン）。県内で自給でき
る薬草は野生採取のものを含めて23種類（約32ト
ン）。この内栽培されているものは14種類、約９
トン（栽培面積23㌶）とわずかであった。

同年、本県における基本的な生薬事業のあり方
や、関連する諸問題を協議するため、県（厚生部、
農林水産部）、関係市町村、企業団体（薬業、農業）
及び富山大学関係者が参加する「富山県生薬需給
振興協議会」が設置された。この会では今後の構
想として、県、企業・関係団体等の連携強化、栽
培技術の研修・普及、優良種苗の供給及び県内製
薬メーカーの積極的な消費促進などの事項が確認
された。また、薬草栽培にあっては56年20.06㌶
の栽培面積を60年には２倍強の45.2㌶といった栽
培拡大を目指すこととなった。

しかしながら、昭和47年の「日中国交正常化」
を機に、中国との貿易が拡大し、安価な生薬が大
量に輸入されるようになり、これ以降、県内では
トウキ、シャクヤク以外薬用植物の栽培は定着せ
ず、また、県内の栽培農家数や栽培面積も減少傾
向となった。

２．薬用植物指導センターの整備充実
昭和60年代前後から、県民の健康志向の高まり

に伴い、薬用植物への関心も高揚し、見学者や相
談件数も多くなった。これに対応して、標本園や
見学歩道の整備や、一般県民を対象とする薬草教
室、野外観察界などを企画開催するようになった。

昭和62年３月には従来の管理棟とは別に、研修
室等を備えた現在の本館とガラス育苗ハウスが建
設された。昭和63年には、薬草標本園（砂地の植
物、水生植物）の整備、シャクヤク・ボタン園を
設置し、さらに平成10年に、ハーブ園を移設して
駐車場（約40台分）を新設した。

平成10から11年にかけて観賞用シャクヤク約
200品種の収集・展示をした圃場をシャクヤク園
に拡充したことから、県内外の来園者が倍増した。
平成14年からは、毎年、ボタンやシャクヤク開花
時期である５月から６月初旬に6,000人超える見

学者が訪れている。

３．試験研究業務
（１）栽培適応性試験

薬用植物が、富山県内で栽培作物となるか否か
をみるため、アマチャ、オウレン、サフラン、ト
ウキ、シャクヤク、ミシマサイコ、センキュウ、
エビスグサ、ハブソウ、ゲンノショウコ、キハダ、
ハトムギ、ホソバオケラ、キバナオウギ、カイケ
イジオウ、コガネバナ、ヒロハセネガ（セネガ）、
オタネニンジン、センブリ、ボウフウなどに加え
て、ダイオウ、モッコウ、トチバニンジン、カノ
コソウ、サジオモダカ、ウイキョウ、カンゾウ、
マオウ、オケラ等、新しい作物について県内での
栽培化に向けて適応性を調べてきた。また、薬用
植物の栽培試験は天候に左右され、栽培から採取
までに期間がかかるなど多くの課題も抱えていた
ことから、平成に入って、旧厚生省の要請を受け、
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薬用植物栽培試験場（現在：独立行政法人医薬基
盤研究所/薬用植物資源研究センター）を中心に、

「薬用植物栽培技術フォーラム」の開催や「薬用植
物栽培・品質評価指針」の作成に、当センターも
その一員として積極的に参画した。

・「薬用植物栽培の手引き」の出版
（昭和58年：富山県薬業連合会の委託）

・「中山間地域の特産物栽培の手引き」（平成13
年：富山県農業公社から依頼で薬草栽培の項
を分担出筆）

（２）栽培法確立試験等
トウキ、シャクヤク等従来から栽培されている

作物について、新たに病虫害や減収が認められた
場合は、栽培法（忌地による連作障害やシャクヤ
クの根瘤病対策など）の検討を行ってきた。

４．指導業務等
（１）栽培指導

栽培技術の向上を図るため、栽培農家に対して
「栽培だより」を発行するとともに、栽培農家を集
めての技術者研修会や現場での栽培指導を合わせ
て、年間50回程度行ってきた。
（２）種苗の供給

トウキ苗やシャクヤクの株は平成８年の供給を
ピークに減少の傾向にあったが、平成13年頃から
切花用シャクヤクを希望する農家が増加、また、
平成22年頃からは生産者米価の低下を理由に、休
耕田を有効活用したいという農家から薬用シャク
ヤクを栽培したいという要望が急増してきた。

トウキについては、苗の供給によりほぼ１年で

収穫と調製加工して生薬ができることから、当セ
ンターでは薬用植物の栽培を希望する農家に対し
奨励している。

一方、オウレンについては平成４年以前まで僅
かながらも供給があったが、中国からの輸入に圧
されて以降は、栽培面積が減少し、県内では収穫
が殆どされなくなった。

５．富山シャクヤクのブランド化推進事業
薬事研究所において、平成22年度から当セン

ターで栽培されている切花用シャクヤクの中か
ら、優良品種（高収量で、かつ高い薬効）を探し
出すため、10成分の分析試験及び薬理試験を実施
してきた。その結果、一般的に使用されている薬
用種を上回る成分含量又は薬理作用を有する品種
があることが判明した。さらに詳細な検討を行う
ことで薬用種を上回る薬効を有する品種が見出さ
れる可能性が高まった。

今後は、薬効別に優良品種を選別し、医療機関
においてその効能を実証し、将来的には、付加価
値の高いシャクヤクの栽培普及を図ることができ
れば、富山オリジナルブランド医薬品の開発に資
すると期待されている。

６．栽培普及への課題
近年、休耕田や中山間地の耕作放棄地の有効活

用や解消策として、薬用植物の栽培の相談も増加
している。が、県内で栽培が飛躍しない理由とし
て、①栽培指導員の数的な不足②買い取りルート
の未整備があげられる。
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栽培指導員については、当センターには職員が
３名いるが栽培指導だけに専念することはできな
い。

一方、県農林水産部の農林振興センター等に配
置されている普及指導員については、薬用植物の
栽培技術の経験はなく、また、財政難のためその
普及指導員数が削減されている現状では、農家に
対し懇切丁寧に栽培指導が行える状況にはない。

また、収穫後の買い取りについては、栽培農家
が個別に小規模な生薬買い取り業者と取引してい
るため、収穫後の買い取りが不安であることと、
部外者らにとって買い取りルートが不明確である
ことやニーズ等の情報がないことから、新規参入
がしにくい状況にある。

７．今後の取り組み
生薬の使用量が世界的に増加し、その原因とし

て中国国内の需要増加が挙げられる。一方、我が
国の生薬は中国からの輸入に多く依存しており、
将来の漢方需要に応えるため、国内栽培を推進し
ようという要望が出てきた。

平成24年11月、農林水産省と厚生労働省の共催
により、生薬の国内生産体制の構築に向けて関係
団体・企業らが参加する「薬用作物に関する情報
交換会」（非公開）が開催された。本県もこの会議
に出席して関係者と有益な情報交換･共有を行う
ことができた。この会議では、中長期の視点で国
内産地の育成に取り組むには、優良種苗の開発や
栽培作業の効率化や省力化のために農薬や農機具
メーカーなどの協力も必要であるなどまだ多くの
課題があると報告があった。

また、関係団体から国内栽培の拡大に向けて、
積極的にニーズや価格などの情報提供に努めたい
と提案があり、今年度中に全国各ブロックで説明
会が開催されることとなった。

今年７月、当センターでは、県内における薬用
植物の栽培普及のため、農政部と共同し、｢攻めの
中山間地農業！新たな連携･支援セミナー｣～第１
回テーマ：薬都とやまの薬草栽培を考える～を開
催したところである。このセミナーは、年度内に
さらに２回開催する。

当センターとしては、栽培農家が安心して栽培

に専念できるよう、正確な情報の把握と情報提供
に努めるとともに、優良生薬の生産や収量の増加
による「くすりの富山」の産業振興を目指して、
栽培試験や栽培指導に努めていきたい。

問合せ先
富山県薬用植物指導センター
〒930-0412

富山県中新川郡上市町広野２７３２
TEL076-472-0801 FAX076-472-0353

開 園 日：周年（野外の見学）
開館時間：土日・祭日を除く毎日

午前９時から午後５時まで
入場無料

アクセス：富山地方鉄道
上市駅から3.5km

北陸自動車道 滑川 I.C から 4.5km
立山 I.C から 7.5km

富山県薬事研究所ホームページ
http://www.toyama-yakuji.com/
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特集 地域における特徴的な取り組み

兵庫県における薬草栽培の歴史と技術指導

兵庫県立農林水産技術総合センター 研究主幹 福嶋 昭

１ 丹波市山南町での薬草栽培の歴史
兵庫県の薬草栽培は、丹波市山南町和田地区に

おける歴史が古く、1840年（天保11年）に健胃剤
としてオウレンが桑樹の間作として導入された。
その後、1902年（明治35年）にサフラン、1936年

（昭和11年）にセネガが導入された。最盛期には
オウレンが25ha 栽培、当時では薬草王国「和田村」
として黄金時代を築いた。

近年では、1988年（昭和63年）に、当地を「漢
方の里づくり」と位置づけ、和田地区内に丹波市
立薬草・薬樹公園が完成した。さらに、2000年（平
成12年）同公園に薬草風呂等の機能を備えた施設
を整備し地域の活性化を図っている。当公園施設
内には、「丹波と薬草の歴史」を紹介する常設展示
室が設けられている。2003年（平成15年）には、
三大薬草としてセネガ、オウレン及びトウキの振
興に取り組んでいる。

なお、薬草・薬樹公園は、2010年（平成22年）
４月より指定管理制度により民間企業で運営され
ている。

２ 現在の主な栽培種類と問題点
（１）薬草の種類

セネガ
生産者70戸、栽培面積７ ha で年間10.5t 出荷し

ている〔薬用作物（生薬）に関する資料、公益財
団法人日本特産農産物協会、平成23年12月発行〕。
価格も比較的安定しており収益性の高い品目であ
る。近年、生産者の高齢化により栽培面積は減少
している一方で、問屋からは生産量を増やすよう
求められている。

トウキ
生産者13戸、栽培面積1.5ha で年間1.8t 出荷し

ている〔薬用作物（生薬）に関する資料、公益財

団法人日本特産農産物協会、平成23年12月発行〕。
トウキは婦人薬の主原料となり、漢方処方にも多
く用いられているが、取引価格は低いため良品質
と多収量生産が望まれている。また、トウキの葉
茎は、年２回程度収穫・乾燥して当帰湯に活用さ
れている。
（２）問題点

当地域の栽培歴史は古いが、生産者の高齢化が
進んでいること、栽培規模が小さく機械化の遅れ
や農薬の使用制限などで手作業が多く生産労力が
多い、輸入量増加による販売価格の低迷などで価
格変動が大きい、生産者が少ないことから生産販
売組織が弱い、などが問題となっている。

３ 試験研究機関としての薬草試験地
当時の氷上郡山南町の行政機関、生産者団体の

強い要望により、1985年（昭和60年）に県立農林
水産技術総合センター農業技術センター薬草試験
地を開設した（写真１）。本試験地は、試験ほ場約
20a、見本園約５ a の他に管理事務室を有してい
る（写真２）。
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開設当初の業務内容は、「新薬草の導入に関す
ること」、「優良品種の選抜に関すること」、「栽培
管理、収穫作業体系確立に関すること」及び「連
作障害、病害虫対策に関すること」であった。

現在、薬草試験地の試験ほ場及び見本園で栽培、
展示している植物は、薬草（アマドコロ、イカリ
ソウ、ウイキョウ、ウコン、オウレン、キキョウ、
シャクヤク、セネガ、トウキ、ナルコユリ、ニラ、
ヤーコン、レモンバーム及びキクイモなど）、薬樹

（イチジク、エンジュ、カリン、キハダ、クコ、ク
スノキ、クワ、ゲッケイジュ、コノテガシワ、サ
ンシュユ、タラノキ、トチュウ、ナツメ、ナンテ
ン、ハナミズキ及びモチノキなど）である。

これまでの試験研究結果の学術誌等の発表課題
名は、以下のとおりである。
（１）セネガ黒根病に関する研究「兵庫県農総セ

ンター研究報告30号（1982）」
（２）シロナンテンの生育と結実「園芸学会雑誌

61別２（1992）」
（３）ミシマサイコの発芽促進「兵庫中央農技セ

ンター研究報告41号（1993）」
（４）ヒロハセネガの種子発芽に及ぼす温度、貯

蔵条件及び播種前処理の影響「近畿中国農業
研究91（1996）」

（５）ヒロハセネガの生育の季節的変化並びに
生育、収量に及ぼす遮光および花穂除去処理
の影響「近畿中国農業研究93（1997）」

（６）セネガの栽培と収量および有効成分の収
率との関係「第26回生薬分析シンポジウム

（1997）」
（７）セネガの発育生理と栽培について「薬用植

物研究1998（２）」
（８）水田輪作が連作障害に及ぼす影響「日本生

薬学会第51号年会（2004）」

４ 最近の試験研究内容と結果の概要
チューブ潅水と局所施肥によるトウキの高品

質・多収生産技術
（１）目的

トウキは、夏期の土壌乾燥により収量や根の形
態品質が低下する。そこで、潅水が収量と品質に
及ぼす影響並びに減肥について検討する。
（２）栽培方法

肥効調節型肥料（エコロング180日タイプ）を畝
中央部に基肥施用し、土壌乾燥時（梅雨明けから
８月下旬）に点滴潅水チューブにより約1.5リッ
トル/株・日潅水する（写真３及び写真４）。
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写真３ 畝中央の点滴潅水チューブ

写真４ 夏期乾燥時でも生育旺盛



（３）結果の概要
基肥に肥効調節型肥料を20～30％減肥して

チューブ潅水すれば、慣行栽培に比べ約1.5倍の
収量と高品質な形態のトウキ根が生産可能である

（写真５、６及び図）。

（４）技術の活用
５ a 程度の栽培ほ場であれば、500リットル程

度のタンク、点滴潅水チューブの敷設で容易に施
工でき、落差を利用すれば潅水の手間が省ける。
肥効調節型肥料と局所基肥施用により大幅な減肥
栽培が可能であり、追肥を省略することができる。

５ おわりに
薬草試験地は、設立当初の目的がほぼ達成でき

たことから、試験研究の規模を大幅に縮小し、現
在は研究課題「トウキ根の省力・安定生産技術の
確立」のみを実施している。

その他の業務としては、現地生産者の技術相談、
トウキ部会におけるトウキ採種の協力や部会活動
の支援及び試験研究成果の紹介などである。

特産種苗 第16号

－135－

写真５ 堀り上げ時の株（12月下旬） 写真６ 乾燥時のトウキ根（２月下旬）

図 土壌水分を保てば減肥栽培しても高品質トウキ根の割合
が高まる



特集 地域における特徴的な取り組み

奈良県における「漢方のメッカ推進プロジェクト」の取組について

奈良県農林部農業水産振興課

１ はじめに
少子高齢化社会の到来を受け、増大する医療費

削減の観点からも「未病を治す」という予防医学
の意義が再認識されつつあり、漢方が世界的に注
目を集めているところです。

奈良県と薬の関わりは深く、日本書紀には、西
暦611年に推古天皇が現在の宇陀地方で薬狩りを
されたという記述があります。また、東大寺正倉
院の御物の中には21の漆櫃に納められた60種の薬
があります。

一方、寺院での施薬・頒薬が民間にも伝わって、
大和売薬の基礎となり、現在でも医薬品の製造と
配置販売（置き薬）が重要な地場産業となってい
ます。

２ 本県の薬用作物の生産状況
もともと天然物である生薬の確保・安定供給は、

昔から重要な問題で、当時は、中国等から高価な
生薬を輸入する一方、国内で薬用植物の栽培・採
取が試みられました。

奈良県では、いくつかの薬草園が造られ、優良
種苗の研究と栽培が行われました。それらは「大
和物」として、品質が良いことで有名です。

薬用作物の生産については、主に南部・東部の
中山間地域を中心に、農家の貴重な換金作物とし
て生産され、地元の薬種問屋の指導を受け、高価
格で取引されてきました。

しかし、安価な中国産の流入による価格低迷な
どによる採算の悪化のため、生産者が減少し、栽
培面積、生産量とも減少しています。現在では、
中山間地域の高齢農家の副業として細々と栽培さ
れている状況です。

栽培品目としては、「大和物」であるトウキ、シャ
クヤク、ジオウの他、ミシマサイコや木本性であ
るキハダ、ナンテン、サンショウなどです。

近年、今後の需要を見込んで、農業法人が経営
に薬草を導入し、医薬品製造業・製造販売業許可
を取得したり、また、耕作放棄地の解消や地域活
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第１図 薬狩り壁画（星薬科大学所蔵）

第２図 「大和物」と呼ばれる品目
トウキ（当帰） ジオウ（地黄）シャクヤク（芍薬）



性化を目的として、市
町村等の支援を受け、
集落営農組織や NPO
法人が薬草を栽培する
ケースもあり、また、
化粧品メーカーと提携
して、薬用作物を配合
した美容液を商品化す
るなど、新たな動きも
出てきました。

３ 「漢方のメッカ推進プロジェクト」の取組
（１）目的

奈良県ならではの漢方分野の蓄積を活かし、薬
用作物の生産、漢方関連品の製造販売に関する振
興もさることながら、新たな商品・サービス業等
の創出も視野に入れ、県内産業の活性化を図って
いきたいと考えています。

（２）推進体制
奈良県では、昨年12月に、医療政策部、産業・雇

用振興部、農林部など、部局横断的な「漢方のメッ
カ推進プロジェクトチーム」を立ち上げました。

本プロジェクトの推進に際しては、外部有識者
や製薬メーカー等との連携が不可欠であるため、
当時慶應義塾大学医学部准教授（現環境情報学部
教授）の渡辺賢治先生を奈良県漢方推進顧問及び
奈良県立医科大学客員教授として迎え、また、本
年４月には、本プロジェクトを統括する知事公室
審議官を設置しました。

毎月、顧問や審議官をはじめ、関係部局担当者
によるプロジェクトチーム会議を開催し、事業進捗
の確認や今後の推進方針について討議しています。

（３）取組の構成
本プロジェクトにおける取組の構成を

ステージ１ 「生薬の供給拡大」
ステージ２ 「漢方薬の製造」
ステージ３ 「漢方薬の研究・臨床」
ステージ４ 「漢方の普及」

の４ステージに分け、本年度はステージ１を中
心に、次の取組を展開しているところです。
①薬用作物生産に関わる人材育成

・人材育成（薬用作物栽培指導者の育成）
・ICT を活用し科学的分析による薬草作物栽

培方法の標準化
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第１表 薬用作物の栽培状況（平成23年実績）

薬用作物名 栽培戸数
（戸）

栽培面積
(a) 生産量

（kg） 生産市町村名収穫面積
(a)

アカヤジオウ 3 9 9 260 桜井市、下北山村

ウコン 5 38 38 646 葛城市、河合町

オケラ 1 1 1 26 桜井市

カラハリスイカ 1 30 30 9,000 御所市

カリン 25 12 12 2,600 下市町、桜井市

キハダ 43 800 170 8,400 山添村、奈良市、桜井市

サンシュユ 5 13 13 260 桜井市

サンショウ 45 400 5～13 下市町、吉野町

シャクヤク 8 50 50 1,900 下市町、田原本町

トウキ 17 49 46 1,309 吉野町、十津川村、下市町、東吉野村

ナンテン 80 200 200 3,300 下市町

ミシマサイコ 7 42 21 84 十津川村

計 240 1,644 590 27,785

注：10a 当たりの収量、生産量及び価格は原則として乾物（調整済みの物）の値とし、未調整の物は乾物に換算して記入する。

第３図 美容液「ならこすめ」



②生産から販売ま
での一貫体制の
構築
・薬用作物を推

進する市町村
への取組支援

③産業につながる
薬用作物研究の
高度化
・優良種苗の育

成及び生産技
術の確立

・省力化・低コスト化に向けた栽培技術の確
立

④生薬製剤、漢方薬の製造・販売促進
・県産薬用作物を使用した県内企業による製

品開発への支援
⑤漢方薬の認知度向上

・県民等を対象にした漢方薬シンポジウムの
開催

（４）取組内容
ここでは、ステージ１「生薬の供給拡大」に関

する取組を紹介します。
１）人材育成（薬用作物栽培指導者の育成）

薬用作物栽培の知識を伝承するため、現栽培
者や栽培希望者、及び行政担当者を対象として、
薬草栽培のノウハウを持つ県内講師による実地
研修会を桜井市、宇陀市、下市町の３コースで
実施しています。
２）ICT を活用し科学的分析による薬用作物の

栽培方法の標準化
効率的で最適な栽培管理方法を分析するた

め、県内３箇所のトウキ栽培ほ場において、気
候、土壌等の環境条件や作業状況を記録してい
ます。
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第４図 薬草栽培者育成研修の様子

第５図 果樹振興センターに
設置されたセンサー

第２表 市町村における主な取組

市町村 品目 取組概要 主な取組実績

五條市 トウキ 耕作放棄地等での良品生産に向けた実証
栽培講習会の開催

H24：収穫面積38.5ａ
H25：作付面積72ａ

十津川村 トウキ
ミシマサイコ

トウキ：優良種苗確保ための育苗実証、施肥量調査
ミシマサイコ：適正な施肥量等の調査、セル育苗の導入

ベッド育苗の導入
遊休農地を利用した栽培 ３ａ

下北山村 ジオウ 生産の安定技術の実証
種苗の保存方法、連作可能な土壌改良技術の実証

休耕田活用 ５ａ
微生物資材利用による土作り

黒滝村 トウキ 肥培管理技術の検討、苗質の検討
葉を利用した薬膳料理メニューの開発

実証ほ場 ３ａ
トウキ葉入り素麺の開発・試作

明日香村 トウキ
畑地での連作栽培実証、効率的育苗（ベット育苗）の実証、省
力的な雑草防除管理（白黒マルチ）の検討、入浴剤、化粧品の
開発

H25：作付面積 10a（うち、白
黒マルチ ３ａ）、ベッド育苗導
入 １ａ
美容液「ならこすめ」の開発



３）薬用作物を推進する市町村への取組支援
平成23年度から継続実施している県単独補助

事業です。市町村が実施する、薬用作物の生産
安定技術の実証や薬用作物を用いた地域商品の
開発などに対し、県が一定の補助を行っています。

この３カ年に、五條市（トウキ）、十津川村（ト
ウキ、ミシマサイコ）、黒滝村（トウキ）、下北
山村（ジオウ）、明日香村（トウキ）の５市村が、
本事業に取り組んでおり、生産拡大や商品の開
発などの成果が出ています。
４）産業につながる薬用作物研究の高度化

県農業総合センターにおいて、トウキの安
定・省力・低コスト生産技術を確立するため、
生産者が実践できる安定的で効率的な育苗法の
開発、抽苔しにくい育苗条件の解明、農薬登録
の拡大による害虫防除の安定化などについて研
究開発を行っています。
具体的な研究としては、

①山土利用のベッド育苗方法を開発し、育苗
面積を従来の10分の１（通常10a 栽培に必
要な育苗面積が１ａに対し、ベット育苗な
ら10㎡）にすることが可能になりました。

②県内の様々な在来系統の中で、抽苔しにく
い系統を選抜しているところです。

③トウキにとってキアゲハの幼虫は大害虫で
すが、これまでトウキでの登録農薬が少な
かったため、他県と協力して、農薬登録に
必要なデータ収集を行っているところです。

④トウキは、通常育苗期間が１年ですが、加
温ハウスで育苗することにより、育苗期間
を３ヶ月程度に短縮することが可能になり

ました。
⑤これらの試験研究を踏まえ、県自らが経営

として成り立つ所得が確保できる薬用作物
栽培モデルの実証を行うため、今年度から
県果樹振興センターにおいて実証ほ場を設
置し、トウキの栽培に取り組んでいます。

４ 漢方の産業化に向けて
奈良県の「漢方のメッカ推進プロジェクト」は、

立ち上げからようやく９ヶ月目になったところ
で、まだまだ試行錯誤の状況です。

平成24年度補正で、総務省の「地域経済循環創
造事業交付金」が採択され、農業法人が苗生産や
集荷・加工、保管などの施設を整備することとな
りました。今後、農家への苗の安定供給や製薬企
業等への良質な生薬の安定供給につなげるための
６次産業化拠点として
期待しています。

奈良県としては、引
き続き、薬用作物の生
産拡大から関連する商
品・サービスの創出な
ど、川上から川下まで
を見渡して、検討を重
ねていくと共に、県内
産業の活性化につな
げ、奈良が世界の「漢
方のメッカ」になるこ
とを目指していきたい
と考えています。
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第６図 明日香村でのベット
育苗

第７図 左の苗：播種後１年
（育苗３ヶ月、本圃９ヶ
月）
右の苗：播種後１年
９ヶ月（育苗１年、本
圃９ヶ月）

第８図 加温ハウスでの育苗

せんとくん



【編集後記】
本号では特集として「薬用植物」を取り上げま

した。
薬用植物については、これまで厚生労働省にお

いて育種、栽培、生産技術等の研究を幅広く実施
してきており、また、製薬会社においては、近年、
国内生産地の拡充に乗り出しているところも出て
きています。

漢方製剤・生薬の原料となる薬用植物は８割以
上を中国からの輸入に頼っており、安定供給を図
るために国内生産を高めることが求められていま
すが、漢方製剤・生薬は、原料の品質に大きく左
右されるため、一定の品質が確保できる栽培技術
が必要であるといわれます。

このため、厚生労働省と農林水産省は連携して
薬用植物の国内での栽培を拡大させるための具体
策について意見交換を進められ、先般の農林水産
省の平成26年度予算概算要求では、薬用植物の産

地を創出するための予算が新たに要求されていま
す。

このように国としても薬用植物の産地形成を支
援する動きが出てきている中で、この度、薬用植
物に関する研究の状況や研究成果、漢方薬メー
カーや地方自治体等での地域における特徴的な取
組について、ご専門の方々にご紹介いただきまし
た。

お忙しい中、ご寄稿下さいましたご執筆者の
方々に厚く御礼申し上げます。

なお、本特集を組むに当たりましては、（独）医
薬基盤研究所薬用植物資源研究センターの河原セ
ンター長に多大なご指導を賜りました。感謝致し
ます。

本特集号が薬用植物の生産拡大を企画・検討す
る上でお役に立てれば幸いです。

（佐々木記）
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「特産種苗 情報誌」で検索してください。
号 発行年月 特 集 内 容
１ 2009年１月 創刊号、雑豆（小豆、菜豆、その他）
２ 2009年４月 雑穀（アワ、ヒエ、キビ、その他）
３ 2009年７月 ハトムギ
４ 2009年９月 雑穀類の生産状況（平成17～20年産）
５ 2009年10月 油糧作物（ナタネ、ヒマワリ、ゴマ、オリーブ）
６ 2010年１月 甘しょ
７ 2010年４月 ばれいしょ
８ 2010年８月 アマランサス・キノア
９ 2010年11月 雑穀類の生産状況（平成17～21年産）
10 2011年３月 ソバ
11 2011年８月 ６次産業化
12 2011年11月 甘味資源作物
13 2012年２月 雑穀類の生産状況（平成18～22年産）
14 2012年10月 品種の収集・保存・配布
15 2013年１月 雑穀類の生産状況（平成19～23年産）



大豆
（トヨホマレ）

大豆
（エンレイ）

いんげんまめ
（つる有大福）

いんげんまめ
（大白花）

そらまめ
（天草小粒）

ヒエ
（２E－03）

ハトムギ
（岡山在来）

ゴマ
（黒ごま）

ヒマワリ
（ノースクイン）

馬鈴しょ
（男爵薯）

馬鈴しょ
（シャドークイーン）

さつまいも
（ベニアズマ）

こんにゃく さとうきびこんにゃく
＜生子（きご）＞

馬鈴しょ
（キタアカリ）

馬鈴しょ
（さやあかね）

馬鈴しょ
（はるか）

馬鈴しょ
（メークイン）

馬鈴しょ
（ノーザンルビー）

ゴマ
（白ごま）

ゴマ
（金ごま）

ゴマ
（茶ごま）

ナタネ
（農林８号）

エゴマ
（ジュウネ）

エゴマ
（大野在来）

エゴマ
（新郷在来）

シコクビエ
（白峰）

シコクビエ
（秋山 77－６）

シコクビエ
（祖谷在来）

ソバ
（鹿屋ゾバ）

ソバ
（階上早生）

ソバ
（岩手本場）

ハトムギ
（中里在来）

ハトムギ
（黒石在来）

シカクマメ
（ウリズン）

シカクマメ
（石垣在来）

アワ
（南小日紅穀）

アワ
（粟信濃１号）

アワ
（入間在来）

キビ
（黍信濃１号）

キビ
（河内系２号）

ヒエ
（２B－03）

えんどう
（白エンドウ）

えんどう
（豊寿大莢）

えんどう
（東北１号）

落花生
（千葉小粒）

落花生
（金時）

落花生
（千葉半立ち）

そらまめ
（早生蚕豆）

そらまめ
（河内一寸）

いんげんまめ
（つる有大虎）

いんげんまめ
（福虎豆）

いんげんまめ
（長鶉）

いんげんまめ
（大丸鶉）

いんげんまめ
（つる有穂高）

いんげんまめ
（大正金時）

いんげんまめ
（つる無白黒）

いんげんまめ
（つる有黒衣笠）

大豆
（青端豆）

大豆
（納豆小粒）

あずき
（アカネダイナゴン）

あずき
（エリモショウズ）

いんげんまめ
（白金時）

あずき
（ホッカイシロジョウズ）

大豆
（ユキホマレ）

大豆
（新丹波黒）

大豆
（中生光黒）

大豆
（トヨコマチ）

表紙の特産農作物名（品種名）

（写真・資料提供）
（独）農業生物資源研究所・（独）種苗管理センター・群馬県農業技術センター
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